
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

様式１

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

4 ○ ○ 1 ○ ○ ○ ○ ○

4 ○ ○

4 ○ ○

4 ○ ○

2 ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○ ○ ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

2 ○

1 ○

応用化学科

プログラムを構成する次の所定科目を全て修得すること。なお,所定科目は全て必修科目である。

・数学Ⅰ(1年) 4単位

・数学Ⅰ(2年) 4単位

・数学Ⅰ(3年) 4単位

・数学Ⅱ(1年) 4単位

・数学Ⅱ(2年) 2単位

・確率・統計 1単位

・情報基礎 2単位

・情報処理Ⅰ 1単位

・情報処理Ⅱ 1単位

9 23 令和６年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

授業科目 授業科目

神戸市立工業高等専門学校

神戸市立工業高等専門学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム(応用基礎レベル)【応用化学科】

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

学部・学科単位のプログラム

数学Ⅱ（1年）

数学Ⅱ（2年）

確率・統計

数学Ⅰ（1年） 情報処理Ⅰ

数学Ⅰ（2年）

数学Ⅰ（3年）

情報処理Ⅱ

情報基礎

授業科目 授業科目

情報基礎

授業科目 授業科目

情報基礎

情報処理Ⅱ

改定前モデルカリキュラム（2021年3月29日制定）



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

・構造化データ，非構造化データ「情報基礎」(6回目)

・情報量の単位(ビット，バイト)，2進数，16進数「情報基礎」(2回目)

・配列「情報基礎」(16～30回目)

・コンピュータで扱うデータ(数値，文章，画像，音声，動画など)，画像の符号化，画素(ピクセル)，色の3要素(RGB)「情報処理

Ⅰ」(13〜14回目)

・文字型，整数型，浮動小数点型，変数，代入，四則演算，論理演算，順次，分岐，反復の構造を持つプログラムの作成「情

報基礎」(16～30回目)「情報処理Ⅰ」(9〜15回目)

（２）ＡＩの歴史から多岐に

渡る技術種類や応用分

野、更には研究やビジネ

スの現場において実際に

ＡＩを活用する際の構築か

ら運用までの一連の流れ

を知識として習得するＡＩ

基礎的なものに加え、

「データサイエンス基

礎」、「機械学習の基礎と

展望」、及び「深層学習

の基礎と展望」から構成

される。

・データ駆動型社会，Society 5.0，データサイエンス活用事例「情報基礎」(5回目)

・データ分析と進め方「情報基礎」(4回目)

※演繹法，帰納法，アブダクション，問題解決の4箱方式などを教えている。

・様々なデータ可視化手法「情報基礎」(9～14回目)

・様々なデータ分析手法(回帰，分類)「情報処理Ⅱ」(14～15回目)

・データの収集，加工，分割/統合「情報処理Ⅱ」(9～11回目)

・ICT(情報通信技術)の進展，ビッグデータ，ビッグデータの収集と蓄積「情報基礎」(4回目)

・ビッグデータ活用事例「情報基礎」(5回目)

・人の行動ログデータ，機械の稼働ログデータ「情報基礎」(6回目)

・AIの歴史，推論，探索，トイプロブレム，エキスパートシステム「情報基礎」(5回目)

・汎用AI/特化型AI(強いAI/弱いAI)「情報基礎」(5回目)

・機械学習ライブラリ(Scikit-learn，Prophet)「情報基礎」(28回目)

・機械学習ライブラリ(Scikit-learn等)「情報処理Ⅱ」(14～15回)

・AI倫理，AIの社会的受容性

・AIの公平性，AIの信頼性，AIの説明可能性「情報基礎」(7回目)

※AI倫理7原則，ブラックボックス化，説明可能性，アカウンタビリティ，透明性，公平性，信頼性などについて説明している。

・プライバシーと個人情報の仮名化，匿名化「情報基礎」(8回目)

・機械学習「情報基礎」(28～30回目)

・機械学習，教師あり学習，教師なし学習，学習データと検証データ，過学習，バイアス「情報処理Ⅱ」(12～13回目)

・実世界で進む深層学習の応用と革新(回帰・分類・最適化等)「情報処理Ⅱ」(12～13回目)

・AIの学習と推論，評価，再学習「情報処理Ⅱ」(12～13回目)

・AIの開発環境と実行環境「情報処理Ⅱ」(12～13回目)

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスとし

て、統計学を始め様々な

データ処理に関する知識

である「数学基礎（統計

数理、線形代数、微分積

分）」に加え、ＡＩを実現す

るための手段として「アル

ゴリズム」、「データ表

現」、「プログラミング基

礎」の概念や知識の習得

を目指す。

・多項式関数，関数の傾きと微分の関係，積分と面積の関係，1次変数関数の微分法，積分法，2変数関数の微分法，積分

法「数学Ⅰ」(1～30回目)「情報処理Ⅰ」(9回目)

・順列，集合，組み合わせ，ベン図，条件付確率，指数関数，対数関数，ベクトルと行列，ベクトルの演算，ベクトルの和とスカ

ラー倍，内積，行列の演算，行列の和とスカラー倍，行列の積，逆行列「数学Ⅱ」(1～30回目)

※数学Ⅰは1年次～3年次4単位ずつ，数学Ⅱは，1年次4単位，2年次4単位が配分されており，数学Ⅰについては

3年を通じて，数学Ⅱについては2年を通じて上記内容をカバーしている。

・代表値(平均値，中央値，最頻値)，分散，標準偏差，相関係数，相関関係と因果関係，確率分布，正規分布，点推定と区間

推定(高度)「確率・統計」(1～15回目)

・アルゴリズムの表現(フローチャート)「情報処理Ⅰ」(9回目)

・探索，探索アルゴリズム「情報基礎」(21回目)



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容

実施・検討状況

（３）本認定制度が育成

目標として掲げる「データ

を人や社会にかかわる課

題の解決に活用できる人

材」に関する理解や認識

の向上に資する実践の

場を通じた学習体験を行

う学修項目群。応用基礎

コアのなかでも特に重要

な学修項目群であり、

「データエンジニアリング

基礎」、及び「データ・ＡＩ

活用 企画・実施・評価」

から構成される。

・「個人開発プロジェクト」・・・情報処理Ⅰでは，与えられた目標に基づき，各自が希望する課題を設定し，課題に合ったプロ

グラミング言語を選定し，その実装方法を身につける個人開発を行っている。「情報処理Ⅰ」(9～15回目)情報処理Ⅱでは，与

えられた目標に基づき，各自が希望する課題を設定し，その実装方法を身につける個人開発を行っている。「情報処理Ⅱ」

(10～11回目)

・「チーム開発プロジェクト」・・・情報処理Ⅱでは，個人開発後に，数名でチームを作り，チーム内でのアイデア出しからアイ

デア設計を行うまでのチーム開発を体験させる。「情報処理Ⅱ」(14～15回目）

・AIの活用方法の提案とグループワーク・・・各自でAIを用いた様々な分野への応用方法について考え，それぞれの応用方

法について，感想や意見を出しながら新しい活用方法などを考えるグループワークを行っている。「情報基礎」(5回目)

・技術革新が著しいデジタル技術(AI，IoT)を，自らが書いたプログラム(Python及びC言語)を通じて体験し，化学分野におけ

る新たな効率化手法や探索方法を考えるきっかけとする演習・・・データ分析やAIに強いPythonとデータ収集等で活躍する

エッジデバイス開発に強いC言語を学んだ上で，煩雑な手順で繰り返しの多い化学実験の効率化を数名のチームで議論す

る。具体的な実装方法(プログラミング)を学ぶことで，コンピュータの特性を理解した実践的なアイデアの創出を狙っている。

「情報処理Ⅱ」(12～15回目)

リテラシーレベルで身につけた数理データサイエンスAIに関する基礎的素養に加え，本プログラムでのグループワークや実習によって得られる実践的

な技術を活用した自らの専門分野に関わる地域社会への課題発見・解決能力，および，フィードバック能力の修得

「数理・データサイエンス・ＡＩ（応用基礎レベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム）にお

ける、コア学修項目「3-5 生成AIの基礎と展望」の内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際に使用してみるなど）について、令和７

年度以降の実施・検討状況などを記載してください。（教育プログラムに含む・含める科目に限り記載し、構想を含む講義内容が記載出来る場合は記

載してください）

※本項目は令和７年度先行認定より改訂版モデルカリキュラムを完全適用することを踏まえ、各大学等の実施・検討状況を参考に伺うものであり、認

定要件とはなりません。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 957 人 女性 242 人 （ 合計 1199 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

応用化学科 200 40 200 119 0 119 60%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 200 40 200 119 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 119 60%

神戸市立工業高等専門学校

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和6

学部・学科名称 学生数
入学

定員

収容

定員

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 令和元年度 履修者数

合計
履修率
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大学等名

① 全学の教員数 90 人 （非常勤） 57 人

② プログラムの授業を教えている教員数 11 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

神戸市立工業高等専門学校

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

林 泰三 校長

教務委員会，神戸市立工業高等専門学校総合情報センター(以下，総合情報センター)，応用化学科，神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会(以下，自己評価委員会）

戸崎 哲也 副校長・教務主事（教育）

神戸市立工業高等専門学校教務委員会規則，神戸市立工業高等専門学校総合情報センター規則，神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会規則

P：教務委員会はカリキュラムや単位，成績の認定など学科の教務に関する事項を掌握しており，教務委

員会で本教育プログラムの質・履修者数の向上に関する事項を取り扱う。

D：応用化学科における教育を支援するために専門科目については，学科が設置する数理データサイエン

スAI教育支援部会(以下，支援部会)と総合情報センターが設置する数理データサイエンスAI教育支援専

門部会(以下，支援専門部会)により具体的な本教育プログラムの授業を支援し，教育の質向上を目指す。

CA：学科会議で本校で実施している授業アンケートを用いて，内容や学生の理解度を分析する。本情報

は，支援部会と支援専門部会とも共有され，授業改善案を教務委員会へ提案する。

以上のPDCAサイクルにより本教育プログラムの教育活動の改善・進化を継続的に推進する。

また，上記体制が適切に運用されているかについて，自己評価委員会が点検および評価を行う。

■教務委員会：教務主事 1名，副主事 （教育） 4名，教務委員 9名，事務室 2名

教務主事（電子工学科 教授 戸崎 哲也）

副主事 （教育）（電気工学科 准教授 河合 孝太郎，応用化学科 准教授 増田 興司，都市工学科 准教授 小塚 みすず，一般科 准教授 髙見 健太郎）

教務委員（機械工学科 教授 尾崎 純一，機械工学科 准教授 熊野 智之，電気工学科 教授 茂木 進一，電気工学科 准教授 松露 真，電子工学科 准教授 尾山

匡浩，応用化学科 教授 根本 忠将，都市工学科 教授 上中 宏二郎，一般科 准教授 平野 洋平，一般科 准教授 大塩 愛子）

事務室（学生課教務担当係長 藤田 智也，事務職員 松永 菜穂子）

■総合情報センター：センター長 1名，副センター長 4名，事務室 1名

センター長（電子工学科 教授 橋本 好幸）

副センター長（機械工学科 助教 藤田 政宏，電気工学科 准教授 松露 真，一般科 教授 横山 卓司，一般科 教授 佐藤 洋俊）

事務室（事務職員 清田 実花）

■数理・データサイエンス・ AI 教育支援専門部会(総合情報センターから委任)： 3名

（電子工学科 教授 藤本 健司，電気工学科 准教授 中村 佳敬，応用化学科 准教授 増田 興司）

■自己評価委員会：教務主事（研究担当） 1名，副主事（研究） 3名，自己評価委員  6名，事務室 3名

教務主事（研究担当）（都市工学科 教授 柿木 哲哉）

副主事（研究）（機械工学科 教授 橋本 英樹，電気工学科 准教授 中村 佳敬，電子工学科 教授 小矢 美晴）

自己評価委員 （機械工学科 教授 尾崎 純一，電気工学科 教授 津吉 彰，電子工学科 教授 荻原 昭文，応用化学科 准教授 濱田 守彦，都市工学科 教授 上中

宏二郎，一般科 教授 土居 文人）

事務室（総務課総務担当係長 片岡 優希，学生課教務担当係長 藤田 智也，事務職員 宮本 惇史）

■応用化学科：学科長 1名，教員 10名，事務室 2名

学科長（応用化学科 教授 小泉 拓也）

教員（応用化学科 教授 九鬼 導隆，教授 渡辺 昭敬，教授 宮下 芳太郎，教授 根本 忠将，教授 下村 憲司朗，特任教授 大淵 真一，准教授 小島 達弘，准教授

安田 佳祐，准教授 増田 興司，准教授 濱田 守彦）

事務室（技術職員 谷口 綱子，技術職員 藤本 紗智子）

■応用化学科 数理・データサイエンス・AI教育支援部会(応用化学科学科長および学科長による委任)： 3名

（応用化学科 学科長 教授 小泉 拓也，教授 九鬼 導隆，准教授 増田 興司）
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 100%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 200

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

100% 100%

具体的な計画

本プログラムは，必修科目のみで構成されており，1年次は数学Ⅰ，数学Ⅱ，情報基礎(リテラシーレベル

必修科目)，2年次は，数学Ⅰ，数学Ⅱ，3年次は，数学Ⅰ，情報処理Ⅰ，4年次は確率・統計，情報処理Ⅱ

を修得する必要がある。なお，本校は令和4年度から全学科を対象として，1年次の情報基礎を必修科目と

する神戸市立工業高等専門学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラムとして，リテラシーレベルの

認定を受けており，本プログラムはその続きとなる。また，令和4年度，令和5年度における数学Ⅰと数学Ⅱ

においても内容に大きな変化はないため，令和6年度における履修者は，令和6年度の1年生と2年生と3年

生のうち休学者を除く119名としている。

本プログラムは，上述した通り，4年次で全ての対象科目を履修することになるため，令和7年度には，対

象科目の全てを履修することになる。また，令和8年度には履修率が100%となる予定である。

本校では認定済みのものを含め，複数の学科で各専門分野の強みを活かす個別の応用基礎レベル用の

プログラムを実施している。そのため本プログラムは「応用化学科」のみを対象としたものとなっている。な

お，現時点では，全学科対象プログラムへの変更は行わない予定である。

本プログラムを修了するために履修しなければいけない科目は，全て必修科目であり，1年次～4年次まで

に配当されている。そのため，本プログラムの対象である応用化学科の学生は全員1年次から履修可能で

ある。

60% 80%



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

教員はオフィスアワーズを設定しており，学生からの質問を受け付けられるような体制になっている。ま

た，本校は，学習管理Webサービス＆アプリのGoogle Classroom(以下，Classroom)を利用しており，各教

員はこのClassroomにて資料（動画やスライドによる教材など）や理解度を確認するための課題などの教

育コンテンツを提供しているため，授業の進度に対応できなかった学生は自宅で講義内容をさかのぼって

復習や質問が可能となっている。

なお，学生はClassroomのストリーム機能にてコメントが可能なので，授業時間内外を

問わず授業担当者に質問が可能である。そして，平日の放課後には，総合情報センター演習室の放課後

開放を実施しているため，学生が自主的に放課後に演習室PCで動画を視聴したり課題を行うことが可能

である（スマートフォンでも動画の視聴や質問も可能）。

全ての科目が卒業に必要な必修科目であり，もし科目を落としたとしても再評価の制度により，卒業時に

は全員履修・修得が可能となっている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 神戸市立工業高等専門学校

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 柿木 哲哉 （役職名） 副校長・教務主事（研究）

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

全学的な履修者数、履修率

向上に向けた計画の達成・

進捗状況

【意見】

　本プログラムは，応用化学科全学生が対象となる。また，本プログラムの構成科目は，1年次～4年次までの必修科目のみで構

成されているため，休学などの理由で不履修となる学生を除いて，令和8年度には全ての学生が本プログラムを100％履修するこ

とになる。なお，現時点では，令和4-6年度入学者の合計122名が履修している状態である。これについては，令和4-6年度で開講

されている1年次と2年次の構成科目と内容については，同じであるため，令和4,5年度の学生も履修生としている。

【評価結果】

　順調に実施できている。

学修成果

【意見】

　本プログラムに関わる構成科目は，全て必修科目として1年次～4年次まで設定されており，現時点では，令和5, 6年度の新入

生と，令和4年度入学の学生が，履修している状態であるが，今後，全学生が4年次までに履修する体制が確立している。

【評価結果】

　実施している。

学生アンケート等を通じた学

生の内容の理解度

【意見】

　本プログラムでは，各科目に対する授業内容に関する評価と学生の理解度の尺度として，本校授業アンケートを利用している

(別紙資料参照)。今年度については，本プログラムの構成科目の全平均点が全ての項目で4点(5点満点)を超えることを応用化学

科学科会議にて確認し，同学科内の数理・データサイエンス・AI教育支援部会と学校全体の数理・データサイエンス・AI教育専門

部会とで情報を共有し，今後に関する改善案を提案し，教務委員会に引き継いでいる。

【評価結果】

　実施している。

学生アンケート等を通じた後

輩等他の学生への推奨度

【意見】

　本プログラムを構成している科目は全て必修科目として開講しているため，後輩等，他の学生への推奨度に関する項目につい

ては，該当しない。

【評価結果】

　本項目は，本プログラムに該当しないため，評価は行っていない。

自己点検・評価について

神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会（以下，自己評価委員会）

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状況

【意見】

　応用化学科において，本プログラムを構成する科目は，全て必修科目で設定されており，履修に関しては応用化学科学生全員

が履修できるようになっている。また，修得に関しては，進級認定会議，および，教務委員会において単位の履修状況，および，単

位修得状況を確認している。単位が取得できていない学生は次年度以降に再評価にて修得し，卒業時には全員が修得できる状

態になることについても確認している。

【評価結果】

　実施している。
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを

「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」

を理解させること

【意見】

　本教育プログラムでは，低学年時は楽しく学べるように分かりやすく楽しく学べるようにオリジナルの教材を提供している。また、

アニメーション作品の中に含まれるエピソードと関連づけて説明するなど学生の興味を引く工夫をしている。（情報基礎）さらに、物

理学とプログラミングを関連づけて授業展開することで、工学への展開も意識づけし、学ぶことの意義を伝えている。これらの授業

内容は授業アンケートを用いて理解度などを確認し，学生がモチベーションを維持しながら技術や手法の重要性や実践的な活用

方法を意識させながら学べるように改善を行っている。

【評価結果】

　実施している。

内容・水準を維持・向上しつつ、

より「分かりやすい」授業とする

こと

※社会の変化や生成AI等の技

術の発展を踏まえて教育内容を

継続的に見直すなど、より教育

効果の高まる授業内容・方法と

するための取組や仕組みについ

ても該当があれば記載

【意見】

　本校では，自己評価委員会を中心に，授業アンケートを，通年科目においては，前期，後期の2回，半期科目においては，それ

ぞれ授業終了後に実施している。通年科目においては，前期の授業アンケートを参考にしつつ，後期授業へのフィードバックを

行っている。これらの内容は応用化学科学科会議にて確認し，社会からの要望なども取り入れるように応用化学科 数理・データ

サイエンス・AI教育支援部会から提案を行っている(別紙資料2参照)。

【評価結果】

　実施している。

教育プログラム修了者の進

路、活躍状況、企業等の評

価

【意見】

　本プログラムは，開始したところであり，修了する学生が出るのは令和8年度終了時になる。そのため，修了者の進路や活動状

況については，現在のところ該当しない。本校では，卒業生に向けてのアンケートを実施しているため，修了者の活躍状況につい

ては，そのアンケートを実施することで確認する予定である。また，企業等の評価については，適宜就職先へのアンケートなどを

行うことで確認する予定である。

【評価結果】

　履修者の修了生が出ていないため，まだ実施は出来ていないが今後の予定としては，策定されている。今後アンケート実施方

法などを詰めていく必要がある。

産業界からの視点を含めた

教育プログラム内容・手法等

への意見

【意見】

　本プログラムはまだ履修段階であるが，2024年2月に225社に対して行った本校のアンケート結果において，98％を超える企業

において，実践的な高度情報人財が必要であるという回答を得ており，大きな期待が寄せられている(別紙資料2参照)。産業界か

らの意見としては「人手不足」の声が多く聞かれることから、実際の化学分野の開発現場をイメージし、その作業の効率化や自動

化を考えることができる人材を目指し「情報処理Ⅰ及びⅡ」の構成を見直した。また「情報処理Ⅱ」後半の演習では数名のチーム

を組ませて具体案を検討し発表することで、コミュニケーション能力や説明力の育成も意識している。

【評価内容】

　実施できている。



●2025 年度前期に実施中の情報処理Ⅱについて 

応⽤基礎レベルの学習内容に対応するため，情報処理Ⅱのシラバスを 2025 年度より改
定し実施している。このため，下記シラバスリストの通り，情報処理Ⅱのみ 2025 年度版
を提出します。 

 

●シラバスリスト(2024 年度版、9.情報処理Ⅱのみ 2025 年度版) 

 1.数学Ⅰ  ( 応⽤化学科・1 年・通年・必修・4 単位【講義】) 

 2.数学Ⅰ  ( 応⽤化学科・2 年・通年・必修・4 単位【講義】) 

 3.数学Ⅰ  ( 応⽤化学科・3 年・通年・必修・4 単位【講義】) 

 4.数学Ⅱ  ( 応⽤化学科・1 年・通年・必修・4 単位【講義】) 

 5.数学Ⅱ  ( 応⽤化学科・2 年・通年・必修・2 単位【講義】) 

 6.確率・統計 ( 応⽤化学科・4 年・後期・必修・1 単位【講義・演習】) 

 7.情報基礎  ( 応⽤化学科・1 年・通年・必修・2 単位【演習】) 

 8.情報処理Ⅰ ( 応⽤化学科・3 年・後期・必修・1 単位【講義・演習】) 

 9.情報処理Ⅱ ( 応⽤化学科・4 年・前期・必修・1 単位【講義・演習】) 



科　目

担当教員 森 敏行 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 整��分数��計�ができるか�試験 レポー$%で評'する．

2

3 簡+,%�・不%��証0ができるか�試験 レポー$%で評'する．

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高%専門学校 2024年@シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

応用化学科・1年・通年・必修・4+位【講義】 ( 学修+位I )

授4�
概6�方針

高%専門学校における数学�基_と,る事b�丁dに講義する．さらに 演h�行うことにより 内n�定pと応用q�養
s�はかる．

【A1】整��分数��計�ができる．

【A1】方程�・不%��wいたり 利用したりできる． 方程�・不%��wいたり 利用したりできるか�試験 レポー$%で評'する．

【A1】簡+,%�・不%��証0ができる．

【A1】2次関数�分数関数,ど�グラÄ�理wし応用できる． 2次関数�分数関数,ど�グラÄ�理wし応用できるか�試験 レポー$%で
評'する．

【A1】三角比 三角関数に関する定理 公��理wし活用できる． 三角比 三角関数に関する定理 公��理wし活用できるか�試験 レポー$
%で評'する．

sáは 試験80%　レポー$%20%　としâ評'する．試験sáは中間試験と定期試験�平均èとする．100è満èで
60è以ì�合ïとする．

「新版 基_数学 改訂版」：岡本 和夫 著 （実教出版）
「新版 基_数学 演h 改訂版」：岡本 和夫 著 （実教出版）
「新課程 チャー$� 基_と演h 数学I+A 数学II+B＋C」：チャー$研究所 編 著（数研出版）

「LIBRARY 工学基_＆高専TEXT 基_数学」：佐々木 良勝 他 著 （数理工学社）
「新基_数学 改訂版」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「高専テキス$シリーズ 基_数学」：高専�数学教材研究会 編（森北出版）
「新基_数学問題集 改訂版」：（大日本図書）
「基_数学問題集」：佐々木 良勝 他 著 （数理工学社）

1年�数学II 2年�数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余“がある場合には 発展◊,話題�Ÿうこともある．・参考書に›げた書flは全部‚える必‰は,い．・入学Êに
課した課題についâ�実q試験が実Ëされるが そ�sáは本科Î�sáに加Ìされ,い．



授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 整��加法・減法 乗法 整��加法・減法 乗法についâwÒし 演h�行う．

2 因数分w 因数分w�公�およびそ�Ùい方についâwÒし 演h�行う．

3 整��除法 分数� 整��除法�分数�についâwÒし 演h�行う．

4

5

6

7 演h

8 中間試験

9

10 不%�とそ�w

11

12

13 恒%� 剰余�定理と因数定理 恒%� 剰余�定理と因数定理についâwÒし 演h�行う．

14 高次方程� 高次方程�についâwÒし 演h�行う．

15 %��証0 不%��証0 %��証0 不%��証0についâwÒし 演h�行う．

16 べき関数 分数関数 べき関数 分数関数についâwÒし 演h�行う．

17 無理関数 無理関数についâwÒし 演h�行う．

18 逆関数 合s関数 逆関数 合s関数についâwÒし 演h�行う．

19 鋭角�三角比

20 三角比�拡張

21 正弦定理と余弦定理 正弦定理 余弦定理 三角��面��公�についâwÒし 演h�行う．

22 演h

23 中間試験

24 一般角と弧@法 三角関数 一般角と弧@法 三角関数�定義 性�についâwÒし 演h�行う．

25 三角関数�グラÄ 三角関数�グラÄについâwÒし 演h�行う．

26 三角方程� 不%� 三角方程� 不%�についâwÒし 演h�行う．

27

28 半角�公� 三角関数�合s 半角�公�と三角関数�合sについâwÒし 演h�行う．

29 ��和（和��）に
す公� ��和（和��）に
す公�についâwÒし 演h�行う．

30 演h 三角関数についâ�総合◊,演h�行う．

Ê期 後期ともに中間試験および定期試験�実Ëする．

2次方程��w 2次方程��w�判�とそ�方法�wÒし 演h�行う．また wと係数�関係および2次��因数分wについâwÒし 演h�
行う．

関数 2次関数�グラÄ 関数�定義域 値域および関数�グラÄについâwÒし 演h�行う．2次関数とそ�グラÄについâwÒし 演h�行う．

2次関数�決定 2次関数�決定についâwÒし 演h�行う．

1～6��総合◊,演h�行う．

1～7��範�で中間試験�行う．

2次関数�最大 最小 2次関数�最大値 最小値���方についâwÒし 演h�行う．

不%�とそ�w�性� 1次不%��w法についâwÒし 演h�行う．

2次関数�グラÄと2次方程� 2次関数�グラÄと2次方程�についâwÒし 演h�行う．

2次関数�グラÄと2次不%� 2次関数�グラÄと2次不%�についâwÒし 演h�行う．

三角比�定義 性�とそ�利用についâwÒし 演h�行う.

三角比�拡張とそ�相互関係についâwÒし 演h�行う.

16～21��総合◊,演h�行う．

16～22��範�で中間試験�行う．

加法定理 2倍角�公� 加法定理と2倍角�公�についâwÒし 演h�行う．

I
考



科　目

担当教員 山路 哲史 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2024年�シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

応用化学科・2年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

理工学?@基BとなE微分・積分学I講義すE. 概M@理NO重QIRきT豊Vな演XI通じZ運用能]I高めE.

【A1】無限数aとそ@cOついZ@計gができE. 試kおよnレポーrで評tすE.

【A1】関数@極限・連続yなど@概MI理NしT極限I計gできE. 試kおよnレポーrで評tすE.

【A1】様}な関数@微分係数・導関数・第2次導関数I計gできTグラÉ@
概形T接線T速�・加速�などO応用できE. 試kおよnレポーrで評tすE.

【A1】様}な関数@不定積分・定積分I計gできT積分I面積・体積などO
応用できE. 試kおよnレポーrで評tすE.

成éはT試k85%　レポーr13%　実]試k2%　としZ評tすEî試k成éは中間試kと定期試k@平均QとすEîレ
ポーrは適宜úすî100Q満Qで60Q以†I合¢とすE.

「新編 高専@数学2 (第2版・新装版)」：田代嘉宏・難波完爾 編（森北出版）
「新編 高専@数学2問題集 第2版」：田代嘉宏・難波完爾 編（森北出版）
「新ú程 チャーr式 基Bと演X 数学II+BT数学III」：チャーr研究所 編著（数研出版）

「新版数学シリーズ 新版 微分積分I」：岡本c夫 監修（実教出版）
「新版数学シリーズ 新版 微分積分I 演X」：岡本c夫 監修（実教出版）
「新 微分積分I 改訂版」：高遠節夫 他 著（大日本図書）
「新 微分積分I 問題集 改訂版」：高遠節夫 他 著（大日本図書）
「大学・高専”@ため@ N法演X 微分積分I」：糸岐宣昭・⁄€廣孝 著（森北出版）

1年@数学IT数学II

履修:�
注意事項

・参考書O‡げた書‚は全部ÂえE必Áはない.・4Ë@最Í@授業ÎOT1年Î@数学@内ÌO関すE実]テスrI実施
すE.・春Òみ@ú題と春@実]試kI成éO加ÛすE.



授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 実]試kT無限数a@極限

2 無限級数とそ@c

3 関数@極限値T微分係数・導関数

4 導関数@計gT接線と速�

5 関数@増加・減少T関数@極大・極小

6 関数@最大値・最小値Tいろいろな変化率

7 関数@極限

8 中間試k

9 中間試k@N答・N説T関数@連続y

10 積とˇ@導関数

11 合成関数とそ@導関数

12 対数関数・指数関数@導関数

13 ⁄角関数@導関数

14 接線・法線と近似値

15 速�・加速�T演X

16 関数@増減と極大・極小

17 方程式・不等式へ@応用

18

19 逆関数T逆⁄角関数@導関数

20 不定積分

21 R換積分法

22 部分積分法

23 中間試k

24 中間試k@N答・N説Tいろいろな関数@不定積分

25 定積分

26 定積分@R換積分法

27 定積分@部分積分法

28 面積

29 体積

30 演X

前期T後期ともO中間試kおよn定期試kI実施すEî

実]試kI
う. 無限数a@極限OついZ学ぶ.

無限級数@�いOついZ学ぶ.

関数@極限OついZ学ぶ. 平均変化率・微分係数・導関数OついZ学ぶ.

整式I�OとっZ導関数@計g手法I学ぶ. 接線と速�へ@応用OついZ学ぶ.

関数@グラÉ@概形I�べE手法I学ぶ.

関数@最大値・最小値I�べE手法I学ぶ. 導関数I様}な事�@N�O応用すE.

様}な関数@極限@計g法I学ぶ.

前期中間試kI
う.

前期中間試k@答�I返�しTN答・N説I
うî関数@連続y@概MI学ぶ.

積�ˇ@導関数@計gOついZ学ぶ.

合成関数@導関数@計gOついZ学ぶ.

対数関数・指数関数@導関数I計gすE.

⁄角関数@導関数I計gすE.

いろいろな関数@接線・法線I計gすE.

導関数I速�・加速�などO応用すE. またT9～15!@総合#な演XI
うî

いろいろな関数@グラÉ@概形I�べE方法I学ぶ.

関数@グラÉ@概形I方程式・不等式などO利用すE.

第2次導関数と曲線@凹凸 第2次導関数I用いZ曲線@概形Iよ()し*�べE方法I学ぶ.

逆関数@導関数T逆⁄角関数とそ@導関数OついZ学ぶ.

不定積分@意Ûと計g法I学ぶ.

R換積分@手法I学ぶ.

部分積分@手法I学ぶ.

後期中間試kI
う.

後期中間試k@答�I返�しTN答・N説I
うîいろいろな関数@積分@手法I学ぶ.

定積分@意Ûと計g法I学ぶ.

R換積分OよE定積分@計g法I学ぶ.

部分積分OよE定積分@計g法I学ぶ.

定積分@面積へ@応用OついZ学ぶ.

定積分@体積へ@応用OついZ学ぶ.

24～29!@総合#な演XI
う.

I
考



科　目

担当教員 吉村 弥子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2024年�シラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

応用化学科・3年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

理工学?@基BとなE微分，積分，微分方程LについP講義すER概T@理Uに重Wをおき，基本問題，応用問題@演習
`基Bをaめ，さらに応用eをつけP運用能eを高めER

【A1】関数@展kを理Uし，近似o@計qに応用`きER 中間試験・定期試験，xテスト，レポート`~う.

【A1】数列，級数@収束，発散，無限数列@極限と無限級数@äについP
計q`きE. 中間試験・定期試験，xテスト，レポート`~う.

【A1】偏導関数@計qが`き，偏導関数を応用し，極oé条件ëき極oを
íめEことが`きER 中間試験・定期試験，xテスト，レポート`~う.

【A1】重積分@計qが`きER 中間試験・定期試験，xテスト，レポート`~う.

【A1】微分方程LとUについP理Uし，1階微分方程L，2階微分方程L
がUけER 中間試験・定期試験，xテスト，レポート`~う.

成ñは，試験85%　レポート3%　xテスト10%　実e試験2%　としP評úすER100W満W`60W以†を合¢とすER

「新 微分積分II 改定版」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「新 微分積分II 問題集 改訂版」:高遠 節夫 他 著 (大日本図書)

「新編 高専@数学 3 (第2版・新装版)」:田代 嘉宏 編 (森北出版)
「改訂版 チャートL 基Bと演習 数学III」：チャート研究所(数研出版)
「入門 微分積分」:三宅 敏恒 著 (培風館)
「大学・高専Œ@ため@U法演習 微分積分II」:糸岐 宣昭 他 著 (森北出版)
「高専テキストシリーズ 微分積分2 問題集」:†野 健爾 監修 (森北出版)

1年，2年@数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余fiがあE場合には， 発展·な話題を„うこともあE.・レポートは夏季休業前・冬季休業前等，適宜Ïす.・参考書
にÔげた書Òは全部ÙえE必ˆはない.・4˜@最˘@授業時に2年時ま`@数学@内¸に関すE実e試験を実˝し，W
数を成ñに加ˇすE.・前年�@学年末休業前にÏされたÏ題@成ñをレポート@成ñに加ˇすE.



授4計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 多項LによE近似

2 数列@極限 数列@収束，発散についP理Uし，計qをすER

3 級数 級数@収束，発散についP理Uし，計qをすER

4 べき級数とマクローリ
@定理 べき級数とマクローリ
@定理についP理UすER

5

6 偏導関数 偏導関数についP理Uし，偏導関数をíめER

7 演習 数列@極限，級数，およ�偏導関数に関すE計qを練習すER

8 中間試験 中間試験を~うR

9 試験返�およ�全微分・接平面 中間試験@答�を返�し，U答をU�すER全微分，接平面@方程Lに関すE公Lを理Uし，計qをすER

10 全微分，合成関数@微分法 全微分，合成関数@微分法に関すE公Lを理Uし，計qをすER

11 高次偏導関数 高次偏導関数についP理Uし，高次偏導関数をíめER

12 極大・極x

13 陰関数@微分法 陰関数@微分法についP理Uし，計qをすER

14 条件ëき極o問題，包絡線 条件ëき関数@極oについP理Uし，極oをíめER包絡線についP理UすER

15 試験返�およ�総合演習

16

17

18

19 変数変換

20 広義積分 広義積分@計qをすER

21

22 演習

23 中間試験 中間試験を~うR

24 試験返�およ�微分方程L@意ˇ・微分方程L@U

25 変数分離形 変数分離形@微分方程LをUくR

26

27

28

29

30 総合演習 微分方程LについP総合演習を~うR

前期，後期ともに中間試験およ�定期試験を実˝すER

1変数関数@多項LによE近似@計qをすER

2変数関数 2変数関数@概Tを理Uし，極限oをíめ，連続&を'べER

2変数関数@極oをíめER

定期試験@返�・U�を~う. 偏導関数についP総合·な演習を~う.

2重積分@定義 2重積分についP理UすER

2重積分@計q 2重積分@計qをすER 必ˆに応じP積分順*を変+すER

極座-によE2重積分 極座-によE2重積分についP理Uし，計qをすER

変数変換によE2重積分@計qをすER

2重積分@いろいろな応用 2重積分@応用問題をUくR

いろいろな2重積分@計qを練習すER

中間試験@答�を返�し，U答をU�すER微分方程Lと一般U，特殊U，特異UについP理UすERU曲線é˘期条件につい
P理UすER

1階線形微分方程L，同次形 1階線形微分方程L，同次形微分方程LをUくR

2階線形微分方程L 2階線形微分方程L@UについP理UすER

定数係数2階線形微分方程L 定数係数2階線形微分方程LをUくR

いろいろな線形微分方程L，線形`ない2階微分方程L いろいろな線形微分方程L，線形`ない2階微分方程LをUくR

I
考



科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1 試験，
テスト，レポート�評�する．

2 試験，
テスト，レポート�評�する．

3 試験，
テスト，レポート�評�する．

4 試験，
テスト，レポート�評�する．

5 試験，
テスト，レポート�評�する．

6 試験，
テスト，レポート�評�する．

7 試験，
テスト，レポート�評�する．

8 試験，
テスト，レポート�評�する．

9 試験，
テスト，レポート�評�する．

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2024年(シラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

[前期] 鯉江 秀行 准教授, [後期] 傳田 桂子 非常勤講師

応用化学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

高等専門学校における数学^基`となる事de丁gに講義する．さらに，演ke行うことにより，内q^定sと応用t^養
veはかる．

【A1】実数，複素数^計}が�きる．

【A1】集Å^概Ée理ÖÜ応用�きる．

【A1】順àと組Åせeãっç場Å^数^計}が�きる．また，二項定理が
ãえる．

【A1】さまざまな確ñ^計}が�きる．

【A1】命ò^ôえöe理ÖÜ，証úが�きる．

【A1】座標平面°�，¢と直線，2次曲線，領®など^™´öe理Ö�きる．

【A1】指数法則，指数関数e理ÖÜ，計}およ∞応用が�きる．

【A1】対数^定義，対数関数e理ÖÜ，計}およ∞応用が�きる．

【A1】数àとそ^≥に関する事項およ∞数学的帰納法^ôえöe理Ö�
きる．

v∑は，試験72%　レポート28%　とÜç評�する．試験v∑は中間試験と定期試験^平均¢とする．100¢満¢�60
¢以°eÅ¿とする．

「新版 基`数学 改訂版」：岡本≥夫 著（実教出版）
「新版 基`数学演k 改訂版」：岡本≥夫 著（実教出版）
「新課程 チャート式基`と演k 数学I+A，数学II+B＋C」：チャート研究所編著（数研出版）

「新 基`数学 改訂版」：高遠節夫 他 著（大日本図書）
「新編 高専^数学1 [第2版・新装版] 」：田代嘉宏・難波完爾 編（森北出版）
「高専テキストシリーズ 基`数学（第2版）」：°野健爾 監修（森北出版）
「新 基`数学 問ò集」：高遠節夫 他 著（大日本図書）
「新編 高専^数学1 問ò集（第2版）」：田代嘉宏 編（森北出版）

1年^数学I，2年^数学I・数学II

履修:�
注意事項

・時間に余˜がある場Åには，発展的な話òe™うこともある．・参ô書に˛げた書�は全部�える必�はな´．・確ñ，数
àにつ´çはチャートまたは配�プリントe利用する．



授4計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 実数，平ö�^計}

2 複素数 複素数^定義およ∞計}ö法につ´çÖ
Ü，演ke行う．

3 集Å，集Å^�素^個数 集Å^概Éにつ´çÖ
Ü，演ke行う．また，集Å^�素^個数につ´çÖ
Ü，演ke行う．

4 場Å^数，順à ≥^法則，�^法則につ´çÖ
Ü，演ke行う．また，順à^計}とそ^応用につ´çÖ
Ü，演ke行う．

5 組Åせ，円順à 組Åせ^計}とそ^応用につ´çÖ
Ü，演ke行う．円順à，重複順àにつ´çÖ
Ü，演ke行う．

6 重複順à，�じも^e��順à 重複順à，�じも^e��順àにつ´çÖ
Ü，演ke行う．

7 二項定理，演k 二項定理につ´çÖ
Ü，演ke行う．また，順àと組Åせにつ´ç^総Å的な演ke行う．

8 中間試験 前期中間試験e行う．

9

10 命ò^証úö法，事�と確ñにつ´çÖ
Ü，演ke行う．

11 確ñ^基本性質，独立な試行と確ñ

12 反復試行^確ñ，数直線°^¢と座標平面°^¢

13 直線^ö程式 直線^ö程式につ´çÖ
Ü，演ke行う．

14 円 円^ö程式およ∞円^接線につ´çÖ
Ü，演ke行う．

15 放物線，楕円 放物線，楕円につ´çÖ
Ü，演ke行う．

16

17

18 領®における最大・最
につ´çÖ
Ü，演ke行う．また，不等式^#す領®につ´ç^総Å的な演ke行う．

19 指数^拡張 累乗�とそ^性質，指数^整数・有理数へ^拡張と指数法則につ´çÖ
Ü，演ke行う．

20 指数関数とそ^グラフ 指数関数とそ^グラフ，指数ö程式・指数不等式につ´çÖ
Ü，演ke行う．

21 対数とそ^性質 対数^定義・性質，-^変換公式につ´çÖ
Ü，演ke行う．

22 演k

23 中間試験 後期中間試験e行う．

24 中間試験^Ö答・Ö
，対数関数とそ^グラフ

25 常用対数 常用対数につ´çÖ
Ü，演ke行う．

26 数à，等差数à 数à^基本事項，等差数àにつ´çÖ
Ü，演ke行う．

27

28 さまざまな数à^≥^計}ö法につ´çÖ
Ü，演ke行う．また，漸化式につ´çÖ
Ü，演ke行う．

29 数学的帰納法 数学的帰納法につ´çÖ
Ü，演ke行う．

30 演k

前期，後期ともに中間試験およ∞定期試験e実4する．

実数^性質，絶対6^定義，平ö�^定義と性質eÖ
Ü，演ke行う．また，分8^有理化とそ^ö法につ´çÖ
Ü，演ke行
う．

中間試験^Ö答・Ö
，命òと証ú（1） 前期中間試験^答9e返;Ü，Ö答・Ö
e行う．また，命ò^ôえöと必�条件・十分条件，命ò^逆・裏・対Aにつ´çÖ
Ü
，演ke行う．

命òと証ú（2），事�と確ñ

≥事�・�事�・余事�^概Éと確ñ^関Bにつ´çÖ
Ü，演ke行う．また，独立な試行^確ñ^計}とそ^応用につ´ç
Ö
Ü，演ke行う．

反復試行^確ñ^計}とそ^応用につ´çÖ
Ü，演ke行う．また，線分^内分¢・外分¢，2¢間^距Eにつ´çÖ
Ü，演k
e行う．

双曲線，f(x，y)=0^#す図K^移動 双曲線につ´çÖ
Ü，演ke行う．また，f(x，y)=0^#す図K^移動につ´çÖ
Ü，演ke行う．

不等式^#す領®（1） 座標平面°�不等式^#す領®につ´çÖ
Ü，演ke行う．また，座標平面°�B立不等式^#す領®につ´çÖ
Ü，演k
e行う．

不等式^#す領®（2），演k

16～21O^総Å的な演ke行う．

後期中間試験^答9e返;Ü，Ö答・Ö
e行う．また，対数関数とそ^グラフ，対数ö程式・対数不等式につ´çÖ
Ü，演ke
行う．

等比数à，´ろ´ろな数à^≥（1） 等比数àとそ^≥につ´çÖ
Ü，演ke行う．また，≥^記号Σ^性質につ´çÖ
Ü，演ke行う．

´ろ´ろな数à^≥（2），漸化式

24～29O^総Å的な演ke行う．

I
考



科　目

担当教員 北村 知徳 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2024年�シラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

応用化学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

工学，自然科学，社会学なC幅EF分HI利用されM線形代数学Q基SにつFV講義し，演YZ[う. 発展`な事bc適
宜fう予hIあM.

【A1】ベクトmQ意oおよびそQ性uZ理wし，基本`な計zがIきM． ベクトmQ意oおよびそQ性uZ理wし，基本`な計zがIきMかZ試験，小
テスト，レポートI評áすM．

【A1】ベクトmQâäãZ利用しV平çé空êQ図形ZíäM． ベクトmQâäãZ利用しV平çé空êQ図形ZíäMかZ試験，小テスト，レ
ポートI評áすM．

【A1】[ìQ意oおよびそQ演zãîZ理wし，[ìï[ìñにóすM基
本`な計zがIきM．

[ìQ意oおよびそQ演zãîZ理wし，[ìï[ìñにóすM基本`な計
zがIきMかZ試験，小テスト，レポートI評áすM．

【A1】òきôしîにより，連立一次ã程ñZwFたり，[ìQ階数が°めら
れM．

òきôしîにより，連立一次ã程ñZwFたり，[ìQ階数が°められMかZ
試験，小テスト，レポートI評áすM．

成•は，試験70%　レポート20%　小テスト10%　ïしV評áすM．試験成•は中ê試験，h期試験Q平均´ïす
M．100´満´I60´以ØZ合±ïすM．

「新編 高専Q数学2 [第2版・新装版]」: 田代嘉宏，難波完爾 編 (森北ô版)
「新編 高専Q数学2問題集 第2版」：田代嘉宏・難波完爾 編（森北ô版）

「新版 線形代数」: 岡本和夫 編 (実教ô版)
「新 線形代数」: 高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「線型代数学」:長谷川浩司 (日本評論社)
「演Y 線形代数 改訂版」：村Ø 正康・H澤 宗平・稲葉 尚志 共著（培風館）
「線形代数学 初ÎからジョmダÔ標準形Ú」:三宅 敏恒 著（培風館）

 1年Q数学I， 数学II

履修:�
注意事項

・レポートは中ê試験ïh期試験Q年4回¯す．・参â書に˙げた書¸は全部ˇF�äM必�はなF．



授4計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準Iなど）

1 ベクトmQ演z ベクトmQ基本`な概念，用�が導�され，和，差，スカラー
なCQ演zïそQ基本î�Z学ぶ．

2

3 ベクトmQ内積 ベクトmQ内積ïそQ性uにつFV学ぶ．

4 ベクトmQ成分 平çベクトmQ成分表�につFV学ぶ．

5 直線ïî線ベクトm 直線Qベクトmã程ñおよびî線ベクトmにつFV学ぶ．

6 �ïベクトm �Qベクトmã程ñにつFV学ぶ．

7 演Y 平çベクトmにつFVQ総合演YZ[う．

8 中ê試験 中ê試験Z[う．

9 試験返却，空êQ座標ï空êベクトm 前期中ê試験Q答�Z返却し，w答Zw�すM．空êQ座標ï空êベクトmQ成分につFV学ぶ．

10 空êベクトmQ演zï内積 空êQベクトmQ演zï内積につFV学ぶ．

11 直線Qã程ñ 空ê内Q直線Qã程ñにつFV学ぶ．

12 平çQã程ñ 空ê内Q平çQã程ñにつFV学ぶ．

13 直線ï平çQó係 直線ï平çQó係につFV学ぶ．

14 �Qã程ñ 空ê内Q�Qã程ñにつFV学ぶ．

15 総合演Y

16 [ìQh義 [ìQ概念ï用�につFV学ぶ．

17 [ìQ和，差，スカラー
，積 [ìQ基本`な演zにつFV学ぶ．

18 逆[ì 逆[ìにつFV学ぶ．

19

20 [ìñQh義ï性u [ìñQh義ï性uにつFV学ぶ．

21 [ìñQ展開 [ìñQ展開につFV学ぶ．

22 演Y [ìï[ìñにつFVQ演YZ[う．

23 中ê試験 中ê試験Z[う．

24 試験返却，逆[ìï[ìñ 後期中ê試験Q答�Z返却し，w答Zw�すM．逆[ìZ[ìñZ利用しV°めMãîZ学ぶ．

25 クラメmQ公ñ クラメmQ公ñにつFV学ぶ．

26 òきôしî

27

28 [ìQ階数 [ìQ階数につFV学ぶ．

29 [ìQ逆[ì òきôしîZ利用した逆[ìQ°めãにつFV学ぶ．

30 演Y 総合演YZ[う．

前期，後期ïcに中ê試験およびh期試験Z実"すM．

´Q位#ベクトm，ベクトmQ1次結合 ´Q位#ベクトm，ベクトmQ1次結合につFV学ぶ．

空êベクトmにóすM総合演YZ[う.

連立1次ã程ñ 連立1次ã程ñQ[ìZ利用したwîZ学ぶ．

連立1次ã程ñQòきôしîによMwîZ学ぶ．

連立同次1次ã程ñ，ベクトmQ1次従属・1次独立 連立同次1次ã程ñがwZ)つためQ条+につFV学ぶ．ベクトmQ1次従属・1次独立につFV学ぶ．

I
考



科　目

担当教員 吉村 弥子 教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2024年�シラバス

確率・統計 (Probability and Statistics)

応用化学科・4年・後期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

1年GH学んJ確率K基MNOまえてS確率T統計KUえVN必WとすZ場\H直\したときS必Wa基M的知dN講義
すZ．

【A1】デーhN解jすZときK統計KUえVN理解すZ． 中間試験・定期試験Sレポーst評vすZ.

【A1】確率変yと確率分{K概}N理解すZ． 中間試験・定期試験Sレポーst評vすZ.

【A1】二項分{S正規分{N理解しS具体ÑK確率aどN計ÜtきZ． 中間試験・定期試験Sレポーst評vすZ.

【A1】推定・検定KUえVN理解しS具体ÑNâえZ． 中間試験・定期試験Sレポーst評vすZ.

成ãはS試験90%　レポーs10%　として評vすZ．試験成ãは中間試験と定期試験K平均êとすZ．100ê満êt60
ê以îN合ñとすZ．

「新 確率統計改訂版」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「新確率統計問題集改訂版」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）

「新版 確率統計」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「新版 確率統計演習」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「キーポインs 確率・統計」：和達 三樹・十河 清 著 (岩波書店)
「これJけは知っておこう! 統計学」：東北大学統計グループ 著 (有斐Ãブックス)
「Rt—し“統計」：奥村 晴彦 著（共立出版）

1年y学ISIIS2年y学ISIIS3年y学I

履修:�
注意事項

・授業中H電Ÿ⁄必Wa場合⁄あZ．・時間H余fi⁄あZ場合HはS 発展的a話題NâうこともあZ.・参U書H‰げた書
Êは全部ÈえZ必Wはaい.



授4計画（確率・統計）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1

2 散{�

3

4 回帰直線 回帰直線KV程N学習すZ．

5 確率変yと確率分{ 確率変yS確率分{K基本的a概}T性ÚN学習すZ．

6 二項分{Sポアソン分{ 二項分{Sポアソン分{KUえVと計ÜVıN学習すZ．

7 連続型確率分{ 連続型確率分{と確率密�関yK概}N学習すZ．

8 中間試験 中間試験N˚う．

9 中間試験K解答・解˝N˚う．またS正規分{K基MN学習しS関連した確率K計ÜVıN学習すZ．

10 標準正規分{HついてSまたそK応用として二項分{K正規分{HよZ近�Hついて学習すZ．

11 母集�と標本 母集�と標本K関係SさらH標本平均K分{と中心極限定理Hついて学習すZ．

12 ê推定S区間推定KUえVS信頼係yT信頼区間Hついて学習すZ．

13 母平均と母比率K区間推定Hついて学習すZ．

14 仮˝検定KUえVS用�Hついて学習すZ．

15 母平均と母比率K検定Hついて学習すZ．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験およ�後期定期試験N実�すZ．

1G�Kデーhと代表値 1G�KデーhK整理とそれH関すZ基M的a用�N学習すZ．平均aどK代表値Hついて学習すZ.

1G�KデーhHおけZ散{�（分散S標準偏差）K意�N理解しSそK計ÜVıN学習すZ．

2G�Kデーh 2G�KデーhK整理とそれH関すZ基M的a用�N学習すZ.共分散と相関係yHついて学習すZ.

中間試験K解答・解˝S正規分{(1)

正規分{(2)

母yK推定(1)

母yK推定(2)

統計的検定(1)

統計的検定(2)

J
考



科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3

4

5

6

7

8 タイピングテス��結��評�する．

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2024年*シラバス

情報基礎 (Fundamentals of Information TechnologE)

松露 真 准教授, 藤田 政宏 助教

応用化学科・1年・通年・必修・2単位【演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

本演習はb現代社fにおいj数理・データサイエンス・AIqrえる影uv利活用�y��留意|}理~しb基礎ÄÅデー
タ~ÇqÉえるようにÅること}目Äとしjいる．演習�はbデータサイエンス}学â重要性b深層学習Åど�先端技ì}活
用しî社fサービス�動向bAI}活用するy��留意事ôÅどについj学習する．さらにbPEthon}用いîデータ~Çお
よû可視化に°する演習}Éう．

【A3】現¢�社f変化に数理・データサイエンス・AIqrえる影uおよû
自•�生活と�°ßについj理~しjいる．

現¢�社f変化に数理・データサイエンス・AIqrえる影uおよû自•�生
活と�°ßについj理~しjいる®前期定期試≠�評�する．

【A3】深層学習Åど�先進技ìvそれ}活用しî±しい社fサービスÅ
ど�動向についj理~しjいる．

深層学習Åど�先進技ìvそれ}活用しî±しい社fサービスÅど�動向
についj理~しjいる®前期定期試≠�評�する．

【A3】数理・データサイエンス・AI}活用するy�遵≥するべµ法∑vモラ
πについj理~しjいる．

数理・データサイエンス・AI}活用するy�遵≥するべµ法∑vモラπについ
j理~しjいる®前期定期試≠�評�する．

【A3】情報処理}Éうy�必要Åコンピュータvネッ�ワー¿に°する基本
Ä知¬}√ちbそれら}説∆することq�µる．

情報処理}Éうy�必要Åコンピュータvネッ�ワー¿に°する基本Ä知¬}
√ちbそれら}説∆することq�µる®前期定期試≠�評�する．

【A3】様»Å種 �データ}Àうy��基本Ä知¬}√ちbそれら}統計
Äに~Çすることq�µる．

様»Å種 �データ}Àうy��基本Ä知¬}√ちbそれら}統計Äに~Ç
することq�µる®演習と前期定期試≠�評�する．

【A3】条件分—v“”‘し処理Åど基本ÄÅプログラミング技ì}√ちbそ
れら}ÿっj簡単Åデータ~Ç}Éうことq�µる．

条件分—v“”‘し処理Åど基本ÄÅプログラミング技ì}√ちbそれら}ÿ
っj簡単Åデータ~Ç}Éうことq�µる®演習�評�する．

【A3】大規›データv時系‡データÅど}Àうy��基本Ä知¬}√ちb
簡単Åデータ~Ç}Éうことq�µる．

大規›データv時系‡データÅど}Àうy��基本Ä知¬}√ちb簡単Åデ
ータ~Ç}Éうことq�µる®演習�評�する．

【A3】タッチタイピングq�µる．

成„はb試≠30%　タイピングテス�10%　演習60%　としj評�する．試≠成„はb前期定期試≠�|数とする．100|
満|�60|以y}合Ëとする．

必要に応じjbwebÅど�資Ì}配Ôする．

「はじめj�AIリテラシー」Ù岡嶋 裕史b吉田 雅裕（技ì評論社）
「教˛としj�データサイエンス」Ù内田 誠�ほ®（講談社）
「PEthonユー��îめ� JupEter
実践］入門」Ù池内 孝啓b片柳 薫�ほ®（技ì評論社）
「PEthon�はじめるアπゴリズ�入門 伝統ÄÅアπゴリズ��学â定�と計算量 」Ù増井 敏克（翔泳社）
「PEthonによる機械学習入門」Ù株式f社システ�計画研究所（オー�社）

C3 情報処理IbC4 情報処理IIbC1-C2 数学IbC1-C2 数学IIbC4 確率・統計

履修:�
注意事項

本科目は演習}通じj修1する科目�ある．そ�îめ総合情報センター�演習室開7}積極Äに利用する�q:ましい．
まîb¿ラウドツーπ}用いj学習可?Å内@に°しjはb自A��演習}積極ÄにÉうことq:ましい．



授4計画（情報基礎）

テーマ 内容（目標・準Jなど）

1 演習システ��利用方法 演習室�利用方法v利用y�マナーについj学習する．

2 タイピング練習bコンピュータ基礎 タイピング練習}Éう．コンピュータ�ハードウェアおよûソフ�ウェア��般ÄÅ知¬についj学習する．

3 タイピング練習bネッ�ワー¿基礎 タイピング練習}Éう．社f}Kえる情報通Lネッ�ワー¿�仕Nみとそれ}Kえる技ìについj学習する．

4 タイピング練習}Éう．社f�Pµjいる変化}知”bデータサイエンス}学â意Q}学習する．

5

6

7

8 復習・演習課題 これま�に学習しî内@�復習}Éいb演習課題にU”Nむ．

9 データ�種 ・代表値 質Äデータと量Äデータ�Zいについj学習する．様»Å代表値によっjデータ}統計Äに要[�µること}学習する．

10 データ�ばらつµ・観^データ�誤差 観^されîデータにaまれるばらつµ}理~しbばらつµ�大µさ}評�するîめ�代表値�ある標準偏差についj学習する．

11 層eデータ�Àい・¿ロス集計 層e因�}aむようÅbひとまとめにしj~Çすべµ�はÅいデータについj学習する．

12 データi�相°と因�

13 データ�集計・~Ç データ�集計・可視化についj学習する．データ�種 v表現しîい内@についj様»Å可視化方法qあること}学習する．

14 データ�可視化・データ�比較 データ�可視化についj学習する．データ�種 v表現しîい内@にmしî可視化}学習しb表計算ソフ�}ÿっî演習}Éう．

15 演習 これま�に学習しî内@�演習}Éう．

16

17 “”‘し処理}用いること�b大量�処理}簡nに記pする方法についj学習しbそれ}理~するîめ�演習}Éう．

18 演習 これま�に学習しî内@�演習}Éう．

19 条件分—}用いること�b様»Å入qデータ}~Çする方法についj学習しbそれ}理~するîめ�演習}Éう．

20 演習 これま�に学習しî内@�演習}Éう．

21 線形探uv素数判定Åど�基本ÄÅアπゴリズ�}学習しbそれ}理~するîめ�演習}Éう．

22 演習 これま�に学習しî内@�演習}Éう．

23 復習・演習課題 これま�に学習しî内@�復習}Éいb演習課題にU”Nむ．

24

25 演習 これま�に学習しî内@�演習}Éう．

26

27 演習 これま�に学習しî内@�演習}Éう．

28 時系‡データ~Ç 時i変化にともÅっj変化するデータとそ�~Ç・可視化についj学習しbそれ}理~するîめ�演習}Éう．

29 演習 これま�に学習しî内@�演習}Éう．

30 演習 これま�に学習しî内@�演習}Éう．

前期定期試≠}実yする．

タイピング練習b社fにおけるデータ・AI�利用と活用(1)

タイピング練習b社fにおけるデータ・AI�利用と活用(2) タイピング練習}Éう．データサイエンスq様»Å業種�活用されjいる事{}知”bデータ・AI�活用qど�ように�値}生む®
}学習する．

タイピング練習b社fにおけるデータ・AI�利用と活用(3) タイピング練習}Éう．深層学習Åど�先端技ìvそれ}活用しîサービス}学習する．社fへ�展開q進むこと�生じる問題
についjも学習する．

タイピング練習bデータ・AI}利活用する��倫理 タイピング練習}Éう．データ・AI}Àうy��基本倫理についj学習する．実��事{}ÅÅqらbデータ}活用する社fにおけ
るリス¿についjも学習する．

2変数データi�相°についj学習する．相°と因��Zいv疑似相°についjも学習する．

プログラミング入門 - PEthon�導入 - 機械学習}はじめÖく�分á�ÿわれjいる汎用ス¿リプ�言ã�あるPEthonについj学習しbそれ}理~するîめ�演習}É
う．

プログラミング入門 - “”‘し処理 -

プログラミング入門 - 条件分— -

プログラミング入門 - アπゴリズ� -

プログラミング入門 - データ�可視化 - matplotlibライブラリ}用いîデータ�可視化についj学習しbそれ}理~するîめ�演習}Éう．

プログラミング入門 - 大規›データ- pandasライブラリ}用いî大規›データ�~Çv可視化についj学習しbそれ}理~するîめ�演習}Éう．

J
考



科　目

担当教員 増田 興司 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 デー�加工・報告書作��演��� 評"する．

4 簡'(化学資料・技術資料作��演��� 評"する．

5

6

7 簡'(課0�1して4プログラ9作��演��� 評"する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2024年Hシラバス

情報処NⅠ (Information Processing I)

応用化学科・3年・後期・必修・1'位【講義・演�】 ( 学修'位I )

授4�
概6�方針

パソコm�用 て4情報処N�活用op応用oまで�演�する．まs論Nu(vwx�土zと(るプログラミmグ�基本（
vwx4変数4デー�型4制御4アルゴリズ9ä��ãする．プログラミmグ実��1してプログラミmグ�基本�çにつける．

【A3】情報処Nにëわるハードウェア4ソフトウェアにëする基礎u(知識
およû情報倫Nにëする知†��ãする．

ハードウェアpソフトウェアおよû情報倫Nにëして具体£�あげて説ßでき
るか�定期試¨で評"する．

【A3】パソコm�基本操作4イm�ーネットによる情報収≤�xo��ãす
る． イm�ーネットによるキーワード検∂�1して情報収≤�演��� 評"する．

【A3】収≤しs情報�もとに4∏�π 情報へ�加工o��ãし4報告書�
作�する技術��ãする ．

【A3】化学資料・技術資料�作�するxo��ãする．

【A3】プレゼmテーショm用ファイル�作�するxo��ãする． 簡'(課0�1して4プレゼmテーショm用ファイル作��演��� 評"す
る．

【A3】プログラミmグ�vwx（基本構造4デー�型4¬√図4簡'(論N演
算ä��ãする．

プログラ9�基本構造�作�できるか4デー�型�種«�N»して るか4プ
ログラ9と対応しs¬√図 作�できるか4簡'(論N演算 できるか(ど�
定期試¨で評"する．

【A3】簡'(プログラ9�構Ãし4実�するxo��ãする．

�Õは4試¨40%　演�60%　として評"する．試¨�Õは定期試¨��Õとする．総合評"60点以‘で合’とする．

web‘で講義資料�閲Ÿする．まs必⁄に応じて4資料�配›する．

「Pythonユー‚�sめ� JupyterÁ実践］入門」Ï池内孝啓・片柳薫子・岩ˆエ¯はるか ˘共著（技術評論社ä
「Pythonではじめるアルゴリズ9入門 伝統u(アルゴリズ9で学ˇ定�と計算�」Ï増井敏克 著（翔泳社ä
「Pythonによる機械学�入門」Ï株式会社システ9計画研究所 編（オー9社ä

C1 情報基礎4 C4 情報処NII

履修:�
注意事項



授4計画（情報処EⅠ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1 構造式描画ソフト�用 て構造式�描画し4構造式���報告書�作�するxoにつ て学�する．

2 構造式描画ソフト�用 て構造式�描画し4構造式���報告書�作�するxoにつ て学�する．

3 構造式描画ソフト�用 て構造式�描画し4構造式���報告書�作�するxoにつ て学�する．

4 表計算ソフト�各種ë数�用 て4統計処N�するxoにつ て学�する．

5 表計算ソフト�各種ë数�用 て4統計処N�するxoにつ て学�する．

6 表計算ソフト�用 て4表とグラフ�作�する演���う．対数グラフ(ど4工学で重⁄(グラフ�作�xoにつ て学�する．

7 表計算ソフト�分�ツール�用 て4反復計算(ど�分���うxoにつ て学�する．

8 演�

9 プログラミmグ基礎 プログラミmグ�概"(どにつ て学�する．

10 ∏点�運$(ど�基礎u(数値計算��う．

11 ∏点�運$(ど�基礎u(数値計算��う．

12 演�

13 プログラミmグによる基礎u(画像»�につ て学�する．

14 プログラミmグによる基礎u(画像»�につ て学�する．

15 デー�フィッティmグ プログラミmグによる実¨デー��フィッティmグにつ て学�する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試¨�実(する．

構造式描画ソフト演�（1ä

構造式描画ソフト演�（2ä

構造式描画ソフト演�（3ä

表計算ソフト演�（1ä

表計算ソフト演�（2ä

表計算ソフト演�（3ä

表計算ソフト演�（4ä

‘記4*�内+�演���う．

数値計算とシミュレーショm (1)

数値計算とシミュレーショm (2)

‘記3*�内+�演���う．

画像»�（1ä

画像»�（2ä

L
考



科　目

担当教員 林田 平馬 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標��評価方��基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年 シラバス

情報処(Ⅱ (Information Processing II)

応用化学科・4年・前期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授4�
概6�方針

最KでMNれP汎用プログラUV数XY流[しており`通bc用dにM十gである．しかし`コンピューqにrかをさせると
きに`xYcブラックボックスであるかX}なりと�原(V(Åできているかで`対応Ñ結Üc評価等`âきYäなってYる．
本講義・演習でM基礎èな文ëと総合èな演習îびAI活用c検òを通して`システU開発úcモデü化`プログラUc構
造・戦略等を(Åし`物•をシステU化するßc基本èな®©™を修´することを目Æとする．

【A3】システU開発における言±c役≥を(Åし`コンピューqで処(する
Pめc要∂にgÅすることVでき`さらに`gÅしP要∂を再構πして`コン
ピューq処(c道ªを立てることVできる．

基本èなC言±c文ëîび応用Ωを説øし`処(内¡をフローチャー≈にでき
る�しYMプログラUとして∆YことVできるかどうかを演習と定期試Àを通し
て評価する.

【A3】化学実À等を効œよY—うPめc基本èな戦略を(Åし`戦略c(
Åc“に`適‘なシステUc検òVできる．

化学実À等における課÷を整(し`コンピューq(AI等)で処(させるPめc要
∂を抽Ÿでき`⁄c作業と‹›合わせPシステUとして説øできるかどうかを
演習で評価する.

πflM`試À40%　演習60%　として評価する．100点満点で60点以“を合‰とする．

「ø快入門 C スーパービギナー編」：林 晴比古（SBクリエイティブ）

「NSライブラリ6 ザ・数値計˛リテラシ」：戸川 隼⁄（サイエンス社）

C1 情報基礎` C3 情報処(I` C4 応用数学I

履修:�
注意事項

数値計˛とプログラミングc授業であるV`コンピューqを使用する前�として`C1 情報基礎`C3情報処(Ic内¡を(Å
しておY必要Vある．



授4計画（情報処EⅡ）

テーマ 内容（目標・準Lなど）

1

2 変数・デーq�について 変数Ñデーq�c性質`代入演˛
c使い™`キーボー�入�を変数�‰�する™ëを学ぶ．

3 数値計˛について ˛術演˛
から整数�と実数�c�いを学ぶ．˛術演˛
と代入演˛
c処(c順�を学ぶ．

4 選択処(について

5 �り�し処(について

6 関数について

7 Æ�ライブラリ関数について Æ�ライブラリ関数を用いP文字列処(Ñ数学関数について学ぶ．

8 ファイü処(について

9

10

11

12

13

14 化学実Àc省�化・自動化を想定しP仕‹›に必要となる技術について学ぶ．

15 化学実Àc省�化・自動化を想定しP仕‹›について検òする．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試Àを実'する．

C言±について 実ßに実習に使うプログラミング言±であるC言±について`基本èなプログラUc‹›™`実—ファイüc作り™等を学ぶ．

比較演˛
を使っP条件+について学ぶ．if～else文c使い™について学ぶ．

while文`for文による�り�し処(について学ぶ．

関数に関して`引数・仮引数・関数c定義・関数c2びŸし・3り値・void�・return文について学ぶ．ローカü変数`グローバü
変数について学ぶ．

ファイüc入Ÿ�について学ぶ．fopen関数`fclose関数について学ぶ．

IoT・通信 IoTで利用される通信プロ≈コüについて学ぶ．通信を通じてデーqを収>し`ファイüに保@する™ëを学ぶ．

C言±総合演習1 エッジデバイスを想定しPC言±プログラミングを実Bし学ぶ．

C言±総合演習2 エッジデバイスを想定しPC言±プログラミングを実Bし学ぶ．

機械学習とAI 機械学習(回帰・g類・最適化等)Ñニューラüネッ≈ワークについて学ぶ．

機械学習とAI 機械学習環Lを設定し`AI(機械学習)を実Bし動作を確Oする．

AI技術を用いP化学実Àc省�化と自動化

AI技術を用いP化学実Àc省�化と自動化

L
考



●全学部等に開講されていることが分かる資料 

2024年度の「認定教育プログラム」が全学部等⼜は学部・学科に開講されていること
が分かる資料として、神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校履修規則(規則第 145号 2025年 4⽉ 1⽇
改正)を添付する。さらに 2024年度のシラバスから該当科⽬のみを抽出して添付する。ま
た応⽤化学科では応⽤基礎レベルの学習内容に対応するため，「情報処理Ⅱ」のシラバス
を 2025年度より改定し実施している。そのため、「情報処理Ⅱ」のみ 2025年度版のシラ
バスを添付している。 

 

●資料⼀覧 

1. 神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校履修規則 

2. 2024年度シラバス 

l 数学Ⅰ  ( 応⽤化学科・1年・通年・必修・4単位【講義】) 

l 数学Ⅰ  ( 応⽤化学科・2年・通年・必修・4単位【講義】) 

l 数学Ⅰ  ( 応⽤化学科・3年・通年・必修・4単位【講義】) 

l 数学Ⅱ  ( 応⽤化学科・1年・通年・必修・4単位【講義】) 

l 数学Ⅱ  ( 応⽤化学科・2年・通年・必修・2単位【講義】) 

l 確率・統計 ( 応⽤化学科・4年・後期・必修・1単位【講義・演習】) 

l 情報基礎  ( 応⽤化学科・1年・通年・必修・2単位【演習】) 

l 情報処理Ⅰ ( 応⽤化学科・3年・後期・必修・1単位【講義・演習】) 

3. 2025年度シラバス 

l 情報処理Ⅱ ( 応⽤化学科・4年・前期・必修・1単位【講義・演習】) 



神戸市立工業高等専門学校履修規則 

2023年４月１日 

規則第145号 

（目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」という。）における履修

に関して必要な事項を定めることを目的とする。 

（授業科目及び単位数） 

第２条 各学年に配当する授業科目及びその単位数は、別表第１及び別表第２のとおりと

する。 

２ 神戸市外国語大学（以下「外大」という。）が本校の学生に対して履修を認める授業

科目（以下「外大科目」という。）の履修は、神戸市立工業高等専門学校学則（2023年

４月１日学則第１号）第15条に規定する大学における学修として取り扱うものとする。

この場合において、外大科目の単位数、単位の認定、成績評価及び出席要件について

は、神戸市外国語大学外国語学部履修規則（2023年４月１日規則第80号）の定めるとこ

ろによるほか、履修に関して必要な事項は、外大と本校とが協議して定めるものとす

る。 

３ 特別活動は、別表第３のとおりとする。 

（単位数の計算方法） 

第３条 授業科目の単位数の計算は、神戸市立工業高等専門学校学則（2023年４月学則第

１号）第12条第４項及び第５項に規定するところによるものとする。 

２ 前項の単位数の計算において、１単位時間は、50分とし、２単位時間は、90分とす

る。 

３ 第１項において１単位につき30単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅰと、45時間の

学修を必要とする内容について15単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅱと、45時間の

学修を必要とする内容について30単位時間の授業を行う場合を学修単位Ⅲとそれぞれ称

するものとする。 

（試験） 

第４条 試験の種類は、定期試験、中間試験及び臨時試験とする。 

２ 定期試験及び中間試験は、期日を定めて実施するものとし、試験の開始10日前まで

に、試験科目及び時間表を学生に発表するものとする。 

３ 臨時試験は、必要に応じて行うものとする。 

（追試験） 

第５条 定期試験又は中間試験を病気、忌引その他やむを得ない理由で受験できなかった

学生に対して、教務主事が認めた場合、追試験を行うことができる。 

２ 追試験の成績は、原則として80点満点で評価する。 

３ 前項の規定にかかわらず、感染症による出席停止に係る追試験の成績は、100 点満点



で評価する。 

（不正行為等の対応） 

第６条 故意に試験を忌避したと認められた者は、当該試験の成績を０点とする。 

２ 試験中に不正行為を行った者は、当該試験期間中の全科目の試験の成績を０点とす

る。 

（履修の認定） 

第７条 年間の欠課時数が授業時数の３分の１を超えない科目について、当該科目を履修

したものと認定する。 

２ 前条の規定により認定された科目を「履修科目」と、年間の欠課時数が授業時数の３

分の１を超える科目を「不履修科目」と称するものとする。 

（学業成績の評価） 

第８条 学業成績の評価は、履修科目について行う。 

２ 前項の評価は、授業科目ごとに、試験成績及び平素の成績をシラバスに記載された評

価基準に基づき、総合して行う。 

３ 試験成績は、定期試験、中間試験及び臨時試験により評価するものとする。 

４ 平素の成績は、学習態度が良好なことを前提としてレポート及び演習等を総合して評

価するものとする。 

５ 学年成績の評価は、各学期末の学業成績を総合して行う。ただし、前期のみ又は後期

のみで修了する科目については、学期末の学業成績を学年成績とする。 

６ 科目担当教員は、必要に応じてレポート及び演習等の成績を試験成績に代えることが

できる。 

７ 科目担当教員が２人以上のときの学業成績は、当該担当教員が協議してその評価を行

う。 

８  学業成績は100点法により評価し、60点以上の科目について単位の修得を認定する。 

９ 卒業研究の評価は、優、良、可及び不可の区別で行う。 

10 学外実習を修得した場合の評価は、認定となる。 

11 学業成績の優、良、可及び不可の評語の区分は次のとおりとする。 

学業成績 80点以上 79点～70点 69点～60点 59点以下 

評  語 優 良 可 不 可 

（進級及び卒業の認定） 

第９条 進級認定会議及び卒業認定会議は、次の者をもって構成する。 

(1) 校長 

(2) 教務主事（教育）、教務主事（研究）、教務主事（計画調整）、学生主事、副主

事（教育）全員 



(3) 各専門学科及び一般科の学科長 

(4) 審議する学年の学級担任及び科目担当教員 

２ 進級及び卒業の認定は、それぞれ進級認定会議及び卒業認定会議の審議を経て校長が

これを決定する。 

３ 次の各号のいずれかに該当する者は、進級認定会議の審議を経て、進級を認められ

る。 

(1)  次のいずれにも該当する者 

ア 当該学年で修得すべき科目に不履修科目がないこと。 

イ 学業成績の平均点が60点以上であること。 

ウ 累計不足科目数（当該学年までに修得すべき科目数と修得科目数との差をい

う。）が第３学年までは３科目以内、第４学年は５科目以内であること。 

エ 未修得科目（学業成績の評価が60点未満の科目をいう。以下同じ。）に30点未満

の科目がないこと。 

オ 卒業研究で、他の科目の30点未満に相当する評価がないこと。 

カ 特別活動 (学校行事を含む。)の履修状況が良好であること。 

(2)  進級認定会議において適当と認められた者 

４ 次の各号のいずれにも該当する者は、卒業認定会議を経て、卒業を認められる。 

(1)  必修科目をすべて修得していること。 

(2)  総修得単位数が167単位以上で、一般科目の修得単位数（外大科目の単位数を含め

ない。）が81単位、専門科目の修得単位数が86単位以上であること。 

（未修得科目を有する者の対応） 

第10条 進級が認められた者のうち未修得科目を有する者は、次年度本人の申請により、

所定の手続きを経て再評価を受けることができる。この場合において、前期で修了す

る必修科目については、以下のとおりとする。 

(1)  30点以上の科目は、その年度内に再評価を受けることができる。 

(2)  30点未満の科目は、その年度内に59点を上限とする特別再評価を受けることがで

きる場合がある。 

２ 第５学年で未修得科目を有する者のうち、前条第３項第１号ウの第４学年の規定に該

当する者は、年度内の指定する日までに再評価を受けることができる。 

３ 再評価は、原則として不可の評価をした科目担当教員又は同一科目の後任担当教員

が、試験やレポートによって行う。 

４ 再評価により単位の修得が認定された科目の評価は、60点とする。 

（進級又は卒業を認定されない者の対応） 

第11条 進級又は卒業を認定されない者は、原級に留置する。 

２ 原級留置者は、当該学年の全科目を再履修し、単位を修得しなければならない。ただ

し、第４学年と第５学年の原級留置者は、前年度の評価が75点以上の科目、優の評価の



卒業研究及び認定の評価の学外実習については、年度当初の本人の申請により再履修

及び単位の修得が免除される。 

３ 教育課程が変更された場合、シラバス等を精査することにより新旧科目を読み替える

ことができる。 

４ 休学による場合のほか、連続して２回原級に留まることはできない。 

５ 休学した場合は、原則としてその年度の進級を認めない。 

（改廃） 

第12条 この規則の改廃については、神戸市立工業高等専門学校教務委員会で協議する。 

附 則 

この規則は、2023年４月１日から施行する。 

   附 則 

（施行期日） 

 １ この規則は、2024年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

 ２ 2022年度以前に在籍している者については、従前の例による。 

 ３ この規則の施行の日後において、転入学し、編入学し、又は再入学した者に係る授

業科目及びその履修単位数は、当該者の属する学年に在学している他の者に係る授業

科目及びその履修単位数と同様とする。 

附 則 

この規則は、2024年９月20日から施行する。 

   附 則 

（施行期日） 

 １ この規則は、2025年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

 ２ 2024年度以前に在籍している者に係る別表第２については、従前の例による。 

 ３ この規則の施行の日後において、転入学し、編入学し、又は再入学した者に係る授

業科目及びその履修単位数は、当該者の属する学年に在学している他の者に係る授業

科目及びその履修単位数と同様とする。 

 

 

 

  



別表第１（第２条第１項関係） 

一般科目（全学科共通）［2023年度以降入学者に係る教育課程］ 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1年 2年 3年 4年 5年 

必
修
科
目 

国語 6 2 2 2   

 

国語表現法 2    2  

倫理 2  2    

政治・経済 2   2   

歴史 4 2 2    

地理 2 2     

数学I 12 4 4 4   

数学Ⅱ 6 4 2    

確率・統計 1    1  

物理 6 2 2 2   

化学 4 2(4) 2(0)    

生物 2  
2 

   
うち一科目を履修 

地学 2     

保健・体育 9 2 2 2 2 1 

 

芸術 1 1     

英語 12 4 4 4   

英語演習 5   1 2 2 

修得単位計 76 25(27) 24(22) 17 7 3 

選
択
科
目 

国際コミュニケーション 2    2  ※ 

Ａ
選
択(
前
期) 

日本言語文化論 1     

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ａ 1     

日本史学Ａ 1     

環境と人類の歴史 1     

地理学Ａ 1     

数学特講Ａ 1     

自然科学特講Ａ 1     

応用英語Ａ 1     

Ｂ
選
択(

前
期) 

日本の文学 1     

1 いずれか一科目を選択 

日本史学Ｂ 1     

社会と文化の歴史 1     

経済学Ⅰ 1     

数学特講Ｂ 1     

数学特講Ｃ 1     

手話言語学Ⅰ 1     

応用英語Ｂ 1     

Ｃ
選
択(

後
期) 

国文学・国語学 1     

1 いずれか一科目を選択 

哲学Ｂ 1     

経済学Ⅱ 1     

地理学Ｂ 1     

自然科学特講Ｂ 1     

手話言語学Ⅱ 1     

スポーツ科学演習Ａ 1     

スポーツ科学演習Ｂ 1     

開設単位計 26    2 24  



修得単位計 5    2 3 

一般科目開設単位計 102 25(27) 24(22) 17 9 27 
 

一般科目修得単位計 81 25(27) 24(22) 17 9 6 

(注) ()内は、応用化学科の実施単位数である。 

   ※は、複数言語から一言語を選択する。 

  



別表第２（第２条第１項関係） 

専門科目（機械工学科）［2025年度以降入学者に係る教育課程］ 

(1) 共通 

授業科目 単位数 学年別配当 備考 
1年 2年 3年 4年 5年 

必
修
科
目 

応用数学I 2    2  

 

応用数学Ⅱ 1    1  

応用物理I 1    1  

工業力学I 1  1    

工業力学Ⅱ 2   2   

情報基礎 2 2     

情報処理 2  2    

材料工学 2   2   

材料力学I 2   2   

材料力学Ⅱ 1    1  

熱力学I 2    2  

熱力学Ⅱ 1    1  

流体力学I 2    2  

流体力学Ⅱ 1    1  

機械システム入門 1  1    

電気電子工学 2   2   

機械力学 1    1  

自動制御 $ 2    2 $ 2 $ 
計測工学 2    2  

機械工作法 1  1    

加工工学I 1   1   

機構学 1   1   

機械設計I 1   1   

機械設計Ⅱ 1    1  

生産工学 1     1 
機械工学演習I 1 1     

機械工学演習Ⅱ 1  1    

機械工学演習Ⅲ 1   1   

設計製図Ⅰ 2 2     

設計製図Ⅱ 2  2    

創造設計製作 4   4   

機械設計演習I 2    2  

機械設計演習Ⅱ 2     2 
機械実習I 3 3     

機械実習Ⅱ 3  3    

工業英語 1     1 
技術者倫理 1     1 
機械工学実験I 2    2  

機械工学実験Ⅱ 2     2 
卒業研究 8     8 

選
択
科
目 

学外実習 1    1  

4単位以上を履修 

応用数学Ⅲ 2     2 
応用物理Ⅱ 2     2 
材料力学Ⅲ 2     2 
システム制御 2     2 
加工工学Ⅱ 2     2 
設計工学 2     2 
ロボット入門    ※ 1   1   

ロボット要素技術  ※ 1    1  

ロボット応用実践  ※ 1     1 



(注)※を付した科目は成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生用科目である。 

(注)＄を付した自動制御は、ロボティクス・デザインコースは4年開講、エネルギー・シ

ステムコースは5年開講である。 

(2) ロボティクス・デザインコース 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
4年 5年 

必
修
科
目 

シミュレーション演習 1  1 

 

ロボット工学概論 1 1  

機械制御 1  1 

ロボット工学 1  1 

ロボティクスデザイン 4 4  

ロボット工学演習I 2 2  

ロボット工学演習Ⅱ 1  1 

(注)本コース配属学生は，共通選択科目の中でシステム制御，設計工学のうち１つ以上を

履修すること。 

ロボティクス・デザインコース 単位数 
学年別配当 

1年 2年 3年 4年 5年 

専門科目開設単位合計 98 8 11 17 30 32 

専門科目修得単位合計 86以上 8 11 
16以上 28以上  

3・4・5年で67以上 

一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167以上 33 35 
33以上 37以上  

3・4・5年で99以上 

(3) エネルギー・システムコース 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
4年 5年 

必
修
科
目 

応用光学 1  1 

 

CAE演習 1  1 

航空先端材料 1  1 

環境工学 1 1  

熱流体工学 1  1 

エネルギーデザイン 4 4  

エネルギーシステム演習 2 2  

(注)本コース配属学生は，共通選択科目の中で材料力学III，加工工学II，設計工学のう

ち１つ以上を履修すること。 

エネルギー・システムコース 単位数 
学年別配当 

1年 2年 3年 4年 5年 

専門科目開設単位合計 98 8 11 17 28 34 

専門科目修得単位合計 86以上 8 11 
16以上 26以上  

3・4・5年で67以上 

一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167以上 33 35 
33以上 35以上  

3・4・5年で99以上 



別表第２（第２条第１項関係） 

専門科目（電気工学科）［2023年度以降入学者に係る教育課程］ 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1年 2年 3年 4年 5年 

必
修
科
目 

応用数学Ⅰ 2    2  

 

応用数学Ⅱ 2    2  

電気数学Ⅰ 1  1    

電気数学Ⅱ 1   1   

応用物理 2    2  

情報基礎 2 2     

情報処理Ⅰ 2  2    

情報処理Ⅱ 1   1   

電気磁気学Ⅰ 2   2   

電気磁気学Ⅱ 2    2  

電気計測 2   2   

電子工学 2   2   

工業英語Ⅰ 1   1   

半導体工学 2    2  

電気回路Ⅰ 2  2    

電気回路Ⅱ 2   2   

電気回路Ⅲ 2    2  

電気製図Ⅰ 1 1     

電気製図Ⅱ 1  1    

基礎電気工学 2 2     

ディジタル電子回路 2  2    

計算機工学 2   2   

電子回路Ⅰ 2    2  

電子回路Ⅱ 2     2 

制御工学 2    2  

数値解析 2    2  

電気材料 2     2 

電力工学Ⅰ 2   2   

電力工学Ⅱ 2     2 

電気機器Ⅰ 1    1  

電気機器Ⅱ 2    2  

電気機器Ⅲ 1     1 

電気法規及び電気施設管理 2    2  

パワーエレクトロニクス 1     1 

電気工学実験実習 13  3 4 4 2 

卒業研究 9     9 

   修得単位計 81 5 11 19 27 19 

選
択
科
目 

放電現象 2     2 

 

学外実習 1    1  

通信工学Ⅰ 2     2 

通信工学Ⅱ 2     2 

電気磁気学Ⅲ 2     2 

工業英語Ⅱ 2     2 

ロボット入門      ※ 1   1   



ロボット要素技術    ※ 1    1  

ロボット応用実践    ※ 1     1 

   開設単位計 14   1 2 11 

   修得単位計 5以上   3・4・5年で5以上 

専門科目開設単位合計 95 5 11 20 29 30 

 
専門科目修得単位合計 86以上 5 11 

19以上 27以上  

3・4・5年で70以上 

一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167以上 30 35 
36以上 36以上  

3・4・5年で102以上 

(注)※を付した科目は成長産業技術者教育プログラム(ロボット分野)履修生用科目であ

る。 

 

  



別表第２（第２条第１項関係） 

専門科目（電子工学科）［2023年度以降入学者に係る教育課程］ 

授業科目 単位数 学年別配当 備考 
1年 2年 3年 4年 5年 

必
修
科
目 

電気数学 2   2   

 

応用数学 2    2  

応用物理 2    2  

情報基礎 2 2     

プログラミングⅠ 2  2    

プログラミングⅡ 2   2   

ソフトウェア工学 2    2  

数値解析 2    2  

電気磁気学Ⅰ 2   2   

電気磁気学Ⅱ 2    2  

電子デバイス 2   2   

電子工学序論 2 2     

半導体工学 2    2  

電気回路Ⅰ 2  2    

電気回路Ⅱ 2   2   

電気回路Ⅲ 2    2  

計測工学 2   2   

電子計測 2     2 
論理回路 2  2    

コンピュータ工学 2   2   

電子回路Ⅰ 2    2  

電子回路Ⅱ 2    2  

通信方式 2     2 
情報通信ネットワーク 2     2 
情報理論 2     2 
制御工学Ⅰ 2    2  

制御工学Ⅱ 2     2 
電子工学実験実習 18 2 4 4 4 4 
卒業研究 9     9 

   修得単位計 81 6 10 18 24 23 

選
択
科
目 

学外実習 1    1  

 

工業英語 2     2 
電子応用 2     2 
光エレクトロニクス 2     2 
画像処理 2     2 
コンピュータアーキテクチャ 2     2 
応用数学Ⅱ 2    2  
ロボット入門    ※ 1   1   

ロボット要素技術  ※ 1    1  

ロボット応用実践  ※ 1     1 
   開設単位計 16   1 4 11 
   修得単位計 5以上   3・4・5年で5以上 

専門科目開設単位合計 97 6 10 19 28 34 

 
専門科目修得単位合計 86以上 6 10 18以上 24以上  

3・4・5年で70以上 
一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167以上 31 34 35以上 33以上  

3・4・5年で102以上 

 (注)※を付した科目は成長産業技術者教育プログラム（ロボット分野）履修生用科目

である。 

  



別表第２（第２条第１項関係） 

専門科目（応用化学科）［2023年度以降入学者に係る教育課程］ 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1年 2年 3年 4年 5年 

必
修
科
目 

応用数学Ⅰ 2    2  

 

応用数学Ⅱ 2    2  

応用物理Ⅰ 2    2  

情報基礎 2 2     

情報処理Ⅰ 1   1   

情報処理Ⅱ 1    1  

無機化学Ⅰ 2  2    

無機化学Ⅱ 2   2   

無機化学Ⅲ 2    2  

有機化学Ⅰ 2  2    

有機化学Ⅱ 2   2   

有機化学Ⅲ 2    2  

有機化学Ⅳ 2     2 

高分子化学 2    2  

材料化学 2     2 

物理化学Ⅰ 2   2   

物理化学Ⅱ 2    2  

物理化学Ⅲ 2     2 

分析化学Ⅰ 2  2    

分析化学Ⅱ 2   2   

化学工学Ⅰ 2   2   

化学工学Ⅱ 2    2  

化学工学量論 2     2 

生物工学 1    1  

生物化学Ⅰ 2    2  

品質管理 1     1 

プロセス設計 2     2 

化学英語Ⅰ 1   1   

機械工学概論 1     1 

電気工学概論 1     1 

安全管理学 1  1    

基礎化学実験 4 4     

応用化学実験Ⅰ 4  4    分析化学 

無機化学 

応用化学実験Ⅱ 4   4   有機化学 

物理化学 

応用化学実験Ⅲ 4    4  
化学工学 

生物工学 

分析化学 

卒業研究 10     10  
   修得単位計 80 6 11 16 24 23 

選
択
科
目 

学外実習 1    1  

 応用物理Ⅱ 1    1  

化学英語Ⅱ 1    1  



応用有機化学 2     2 

応用無機化学 2     2 

エネルギー工学 2     2 

環境化学 2     2 

生物化学Ⅱ 2     2 

   開設単位計 13    3 10 

   修得単位計 6以上    4・5年で6以上 

専門科目開設単位合計 93 6 11 16 27 33 

 
専門科目修得単位合計 86以上 6 11 16 

24以上  

4・5年で53以上 

一般科目修得単位合計 81 27 22 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167以上 33 33 33 
33以上  

4・5年で68以上 

 

  



別表第２（第２条第１項関係） 

専門科目（都市工学科）［2023年度以降入学者に係る教育課程］ 

授業科目 単位数 
学年別配当 

備考 
1年 2年 3年 4年 5年 

必
修
科
目 

応用数学Ⅰ 2    2  

 

応用数学Ⅱ 2    2  

応用物理 2    2  

環境生態 2     2 

構造力学Ⅰ 2  2    

構造力学Ⅱ 2   2   

構造力学Ⅲ 2    2  

構造力学Ⅳ 1     1 

水理学Ⅰ 2   2   

水理学Ⅱ 2    2  

水理学Ⅲ 2    2  

土質力学Ⅰ 2   2   

土質力学Ⅱ 2    2  

土質力学Ⅲ 2    2  

コンクリート工学Ⅰ 2   2   

コンクリート工学Ⅱ 1    1  

材料学 2  2    

施工管理学 1     1 

橋梁工学 2    2  

建築計画概論 1     1 

情報基礎 2 2     

CAD基礎 1   1   

情報数値解析 1    1  

土木計画 2    2  

測量学Ⅰ 2 2     

測量学Ⅱ 1  1    

測量学Ⅲ 2    2  

都市環境工学 2     2 

河川工学 1    1  

海岸工学 1    1  

都市交通計画学 1     1 

都市工学概論 1 1     

土木・建築設計製図Ⅰ 1   1   

土木・建築設計製図Ⅱ 1   1   

土木・建築設計製図Ⅲ 1    1  

土木・建築設計製図Ⅳ 1     1 

工業英語 1     1 

都市工学実験実習 12 2 2 3 2 3 

卒業研究 10     10 

   修得単位計 80 7 7 14 29 23 

選
択
科
目 

学外実習 1    1  

 応用CAD 1    1  

耐震工学 2     2 

維持管理工学 2     2 



防災工学 2     2 

都市情報工学 2     2 

景観工学 2     2 

建設都市法規 2     2 

建築施工 2     2 

   開設単位計 16    2 10 

   修得単位計 6以上    4・5年で6以上 

専門科目開設単位合計 96 7 7 14 31 37 

 
専門科目修得単位合計 86以上 7 7 14 

29以上  

4・5年で58以上 

一般科目修得単位合計 81 25 24 17 9 6 

一般科目との合計修得単位 167以上 32 31 31 
38以上  

4・5年で73以上 

 

 

 

 

 



別表第３（第２条第２項関係） 

特別活動［2023年度以降入学者に係る教育課程］ 

単位時間数 
学年別配当 

1年 2年 3年 

90 30 30 30 

 

 



 

 

 

 

 

シ ラ バ ス 
 

（年間授業計画） 
 

 

 

 

 応 用 化 学 科  
 

 

 

 

 

 

２０２４ 年 度 
 

 

 

 

神戸市立工業高等専門学校 
 



科　目

担当教員 森 敏行 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 整式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．分数式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．計算ができるかを試験，レポート等で評価する．ができるかを試験，レポート等で評価する．試験，レポート等で評価する．レポート等で評価する．等で評価する．で評価する．する．

2

3 簡単な等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．な等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．・不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．証明ができるかを試験，レポート等で評価する．ができるかを試験，レポート等で評価する．試験，レポート等で評価する．レポート等で評価する．等で評価する．で評価する．する．

4

5

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等で評価する．専門学校 2024年度シラバスシラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

応用化学科・1年・通年・必修・4単な等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．位【講義】 ( 学修単な等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

高等で評価する．専門学校における数学の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養とな等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．る事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養に講義する．さらに，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行うことにより，レポート等で評価する．内容の定着と応用力の養の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．定着と応用力の養と応用力の養の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．養
成をはかる．を試験，レポート等で評価する．はかる．

【A1】整式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．分数式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．計算ができるかを試験，レポート等で評価する．ができる．

【A1】方程式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．・不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．を試験，レポート等で評価する．解いたり，利用したりできる．いたり，レポート等で評価する．利用したりできる． 方程式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．・不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．を試験，レポート等で評価する．解いたり，利用したりできる．いたり，レポート等で評価する．利用したりできるかを試験，レポート等で評価する．試験，レポート等で評価する．レポート等で評価する．等で評価する．で評価する．する．

【A1】簡単な等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．な等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．・不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．証明ができるかを試験，レポート等で評価する．ができる．

【A1】2次関数や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．分数関数な等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．どの計算ができるかを試験，レポート等で評価する．グラフを理解し応用できる．を試験，レポート等で評価する．理解いたり，利用したりできる．し応用できる． 2次関数や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．分数関数な等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．どの計算ができるかを試験，レポート等で評価する．グラフを理解し応用できる．を試験，レポート等で評価する．理解いたり，利用したりできる．し応用できるかを試験，レポート等で評価する．試験，レポート等で評価する．レポート等で評価する．等で評価する．で
評価する．する．

【A1】三角比，レポート等で評価する．三角関数に関する定理，レポート等で評価する．公式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．を試験，レポート等で評価する．理解いたり，利用したりできる．し活用できる．
三角比，レポート等で評価する．三角関数に関する定理，レポート等で評価する．公式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．を試験，レポート等で評価する．理解いたり，利用したりできる．し活用できるかを試験，レポート等で評価する．試験，レポート等で評価する．レポート等で評価する．
等で評価する．で評価する．する．

成をはかる．績は，試験は，レポート等で評価する．試験80%　レポート等で評価する．等で評価する．20%　として評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．評価する．する．試験成をはかる．績は，試験は中間試験と定期試験の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．平均点とする．とする．100点とする．満点とする．で
60点とする．以上を合格とする．を試験，レポート等で評価する．合格とする．とする．

「新版 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学 改訂版」：岡本 和夫 著 （実教出版）
「新版 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 改訂版」：岡本 和夫 著 （実教出版）
「新課程 チャート等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する． 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養と演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 数学I+A，レポート等で評価する．数学II+B＋C」：チャート等で評価する．研究所 編 著（数研出版）

「LIBRARY 工学基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養＆高専TEXT 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学」：佐々木 良勝 他 著 （数理工学社）
「新基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学 改訂版」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「高専テキスト等で評価する．シリーズ 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学」：高専の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．数学教材研究会 編（森北出版）
「新基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学問題集 改訂版」：（大日本図書）
「基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学問題集」：佐々木 良勝 他 著 （数理工学社）

1年の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．数学II，レポート等で評価する．2年の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．数学I・数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・時間に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・入学前にがある場合には，レポート等で評価する．発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・入学前にな等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．話題を試験，レポート等で評価する．扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・入学前にうこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・入学前にげた書籍は全部揃える必要はない．・入学前には全部揃える必要はない．・入学前にえる必要はない．・入学前にはな等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．い．・入学前にに
課した課題について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．実力の養試験が実施されるが，その成績は本科目の成績に加味されない．されるが，レポート等で評価する．その計算ができるかを試験，レポート等で評価する．成をはかる．績は，試験は本科目の成績に加味されない．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．成をはかる．績は，試験に加味されない．されな等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．い．



授業の計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 整式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．加法・減法，レポート等で評価する．乗法 整式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．加法・減法，レポート等で評価する．乗法について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

2 因数分解いたり，利用したりできる． 因数分解いたり，利用したりできる．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．公式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．およびその計算ができるかを試験，レポート等で評価する．使い方について解説し，演習を行う．い方について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

3 整式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．除法，レポート等で評価する．分数式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する． 整式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．除法や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．分数式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

4

5

6

7 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養

8 中間試験

9

10 不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．とその計算ができるかを試験，レポート等で評価する．解いたり，利用したりできる．

11

12

13 恒等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．，レポート等で評価する．剰余の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．定理と因数定理 恒等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．，レポート等で評価する．剰余の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．定理と因数定理について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

14 高次方程式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する． 高次方程式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

15 等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．証明ができるかを試験，レポート等で評価する．，レポート等で評価する．不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．証明ができるかを試験，レポート等で評価する． 等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．証明ができるかを試験，レポート等で評価する．，レポート等で評価する．不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．証明ができるかを試験，レポート等で評価する．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

16 べき関数，レポート等で評価する．分数関数 べき関数，レポート等で評価する．分数関数について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

17 無理関数 無理関数について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

18 逆関数，レポート等で評価する．合成をはかる．関数 逆関数，レポート等で評価する．合成をはかる．関数について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

19 鋭角の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．三角比

20 三角比の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．拡張

21 正弦定理と余弦定理 正弦定理，レポート等で評価する．余弦定理，レポート等で評価する．三角形の面積の公式について解説し，演習を行う．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．面積の公式について解説し，演習を行う．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．公式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

22 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養

23 中間試験

24 一般角と弧度シラバス法，レポート等で評価する．三角関数 一般角と弧度シラバス法，レポート等で評価する．三角関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．定義，レポート等で評価する．性質について解説し，演習を行う．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

25 三角関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．グラフを理解し応用できる． 三角関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．グラフを理解し応用できる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

26 三角方程式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．，レポート等で評価する．不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する． 三角方程式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．，レポート等で評価する．不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

27

28 半角の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．公式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．，レポート等で評価する．三角関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．合成をはかる． 半角の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．公式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．と三角関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．合成をはかる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

29 積の公式について解説し，演習を行う．を試験，レポート等で評価する．和（和を試験，レポート等で評価する．積の公式について解説し，演習を行う．）に直す公式す公式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する． 積の公式について解説し，演習を行う．を試験，レポート等で評価する．和（和を試験，レポート等で評価する．積の公式について解説し，演習を行う．）に直す公式す公式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

30 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 三角関数について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．総合的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・入学前にな等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

前に期，レポート等で評価する．後期ともに中間試験および定期試験を試験，レポート等で評価する．実施されるが，その成績は本科目の成績に加味されない．する．

2次方程式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．解いたり，利用したりできる． 2次方程式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．解いたり，利用したりできる．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．判別とその方法を解説し，演習を行う．また，解と係数の関係およびとその計算ができるかを試験，レポート等で評価する．方法を試験，レポート等で評価する．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．また，レポート等で評価する．解いたり，利用したりできる．と係数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．関係および2次式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．因数分解いたり，利用したりできる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．
行う．

関数，レポート等で評価する．2次関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．グラフを理解し応用できる． 関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．定義域，レポート等で評価する．値域および関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．グラフを理解し応用できる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．2次関数とその計算ができるかを試験，レポート等で評価する．グラフを理解し応用できる．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

2次関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．決定 2次関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．決定について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

1～6週の総合的な演習を行う．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．総合的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・入学前にな等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

1～7週の総合的な演習を行う．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．範囲で中間試験を行う．で中間試験を試験，レポート等で評価する．行う．

2次関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．最大，レポート等で評価する．最小 2次関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．最大値，レポート等で評価する．最小値の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．求め方について解説し，演習を行う．め方について解説し，演習を行う．方について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．とその計算ができるかを試験，レポート等で評価する．解いたり，利用したりできる．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．性質について解説し，演習を行う．，レポート等で評価する．1次不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．解いたり，利用したりできる．法について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

2次関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．グラフを理解し応用できる．と2次方程式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する． 2次関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．グラフを理解し応用できる．と2次方程式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

2次関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．グラフを理解し応用できる．と2次不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する． 2次関数の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．グラフを理解し応用できる．と2次不等で評価する．式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

三角比の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．定義，レポート等で評価する．性質について解説し，演習を行う．とその計算ができるかを試験，レポート等で評価する．利用について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う.

三角比の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．拡張とその計算ができるかを試験，レポート等で評価する．相互関係について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う.

16～21週の総合的な演習を行う．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．総合的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・入学前にな等式・不等式の証明ができるかを試験，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．

16～22週の総合的な演習を行う．の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．範囲で中間試験を行う．で中間試験を試験，レポート等で評価する．行う．

加法定理，レポート等で評価する．2倍角の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．公式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する． 加法定理と2倍角の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．公式や分数式の計算ができるかを試験，レポート等で評価する．について評価する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．解いたり，利用したりできる．説し，演習を行う．し，レポート等で評価する．演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を試験，レポート等で評価する．行う．
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考



科　目

担当教員 山路 哲史 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3

4

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2024年度シラバスシラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

応用化学科・2年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

理工学系の基礎となる微分・積分学を講義するの基礎となる微分・積分学を講義する基礎となる微分・積分学を講義するとなる微分・積分学を講義する微分・積分学を講義する講義する微分・積分学を講義する. 概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるの基礎となる微分・積分学を講義する理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるを講義する置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるき，豊富な演習を通じて運用能力を高める豊富な演習を通じて運用能力を高めるな演習を通じて運用能力を高めるを講義する通じて運用能力を高める運用能力を高めるを講義する高める微分・積分学を講義する.

【A1】無限数列とその和についての計算ができるとその基礎となる微分・積分学を講義する和についての計算ができるに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるついて運用能力を高めるの基礎となる微分・積分学を講義する計算ができるができる微分・積分学を講義する. 試験およびレポートで評価するおよびレポートで評価するレポートで評価するで評価するする微分・積分学を講義する.

【A1】関数の基礎となる微分・積分学を講義する極限・連続性などの概念を理解し，極限を計算できるなどの基礎となる微分・積分学を講義する概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるを講義する理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるし，豊富な演習を通じて運用能力を高める極限を講義する計算ができるできる微分・積分学を講義する. 試験およびレポートで評価するおよびレポートで評価するレポートで評価するで評価するする微分・積分学を講義する.

【A1】様々な関数の微分係数・導関数・第な関数の基礎となる微分・積分学を講義する微分係数・導関数・第2次導関数を講義する計算ができるでき，豊富な演習を通じて運用能力を高めるグラフのの基礎となる微分・積分学を講義する
概形，豊富な演習を通じて運用能力を高める接線，豊富な演習を通じて運用能力を高める速度シラバス・加速度シラバスなどに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める応用できる微分・積分学を講義する.

試験およびレポートで評価するおよびレポートで評価するレポートで評価するで評価するする微分・積分学を講義する.

【A1】様々な関数の微分係数・導関数・第な関数の基礎となる微分・積分学を講義する不定積分・定積分を講義する計算ができるでき，豊富な演習を通じて運用能力を高める積分を講義する面積・体積などに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める
応用できる微分・積分学を講義する.

試験およびレポートで評価するおよびレポートで評価するレポートで評価するで評価するする微分・積分学を講義する.

成績は，試験は，豊富な演習を通じて運用能力を高める試験およびレポートで評価する85%　レポートで評価する13%　実力を高める試験およびレポートで評価する2%　として運用能力を高める評価するする微分・積分学を講義する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．レ試験およびレポートで評価する成績は，試験は中間試験およびレポートで評価すると定期試験およびレポートで評価するの基礎となる微分・積分学を講義する平均点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるとする微分・積分学を講義する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．レレ
ポートで評価するは適宜課す．す．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．レ100点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める満点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるで60点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める以上を合格とするを講義する合格とするとする微分・積分学を講義する.

「新編 高専の基礎となる微分・積分学を講義する数学2 (第2版・新装版)」：田代嘉宏・難波完爾 編（森北出版）
「新編 高専の基礎となる微分・積分学を講義する数学2問題集 第2版」：田代嘉宏・難波完爾 編（森北出版）
「新課す．程 チャートで評価する式 基礎となる微分・積分学を講義すると演習を通じて運用能力を高める 数学II+B，豊富な演習を通じて運用能力を高める数学III」：チャートで評価する研究所 編著（数研出版）

「新版数学シリーズ 新版 微分積分I」：岡本和についての計算ができる夫 監修（実教出版）
「新版数学シリーズ 新版 微分積分I 演習を通じて運用能力を高める」：岡本和についての計算ができる夫 監修（実教出版）
「新 微分積分I 改訂版」：高遠節夫 他 著（大日本図書）
「新 微分積分I 問題集 改訂版」：高遠節夫 他 著（大日本図書）
「大学・高専生のための 解法演習 微分積分の基礎となる微分・積分学を講義するための基礎となる微分・積分学を講義する 解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める法演習を通じて運用能力を高める 微分積分I」：糸岐宣昭・三ッ廣孝 著（森北出版）ッ廣孝 著（森北出版）廣孝 著（森北出版）

1年の基礎となる微分・積分学を講義する数学I，豊富な演習を通じて運用能力を高める数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・参考書に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める挙げた書籍は全部揃える必要はないげた書籍は全部揃える必要はないは全部揃える必要はないえる微分・積分学を講義する必要はないはない.・4月の最初の授業時に，の基礎となる微分・積分学を講義する最初の授業時に，の基礎となる微分・積分学を講義する授業時に，に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める，豊富な演習を通じて運用能力を高める1年時に，の基礎となる微分・積分学を講義する数学の基礎となる微分・積分学を講義する内容に関する実力テストを実施に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める関する微分・積分学を講義する実力を高めるテストで評価するを講義する実施
する微分・積分学を講義する.・春休みの課題と春の実力試験を成績に加味するみの基礎となる微分・積分学を講義する課す．題と春の基礎となる微分・積分学を講義する実力を高める試験およびレポートで評価するを講義する成績は，試験に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める加味するする微分・積分学を講義する.



授業の計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 実力を高める試験およびレポートで評価する，豊富な演習を通じて運用能力を高める無限数列とその和についての計算ができるの基礎となる微分・積分学を講義する極限

2 無限級数とその基礎となる微分・積分学を講義する和についての計算ができる

3 関数の基礎となる微分・積分学を講義する極限値，豊富な演習を通じて運用能力を高める微分係数・導関数

4 導関数の基礎となる微分・積分学を講義する計算ができる，豊富な演習を通じて運用能力を高める接線と速度シラバス

5 関数の基礎となる微分・積分学を講義する増加・減少，豊富な演習を通じて運用能力を高める関数の基礎となる微分・積分学を講義する極大・極小

6 関数の基礎となる微分・積分学を講義する最大値・最小値，豊富な演習を通じて運用能力を高めるいろいろな変化率

7 関数の基礎となる微分・積分学を講義する極限

8 中間試験およびレポートで評価する

9 中間試験およびレポートで評価するの基礎となる微分・積分学を講義する解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める答・解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める説，豊富な演習を通じて運用能力を高める関数の基礎となる微分・積分学を講義する連続性などの概念を理解し，極限を計算できる

10 積と商の導関数の基礎となる微分・積分学を講義する導関数

11 合成関数とその基礎となる微分・積分学を講義する導関数

12 対数関数・指数関数の基礎となる微分・積分学を講義する導関数

13 三ッ廣孝 著（森北出版）角関数の基礎となる微分・積分学を講義する導関数

14 接線・法線と近似値

15 速度シラバス・加速度シラバス，豊富な演習を通じて運用能力を高める演習を通じて運用能力を高める

16 関数の基礎となる微分・積分学を講義する増減と極大・極小

17 方程式・不等式への基礎となる微分・積分学を講義する応用

18

19 逆関数，豊富な演習を通じて運用能力を高める逆三ッ廣孝 著（森北出版）角関数の基礎となる微分・積分学を講義する導関数

20 不定積分

21 置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める換積分法

22 部分積分法

23 中間試験およびレポートで評価する

24 中間試験およびレポートで評価するの基礎となる微分・積分学を講義する解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める答・解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める説，豊富な演習を通じて運用能力を高めるいろいろな関数の基礎となる微分・積分学を講義する不定積分

25 定積分

26 定積分の基礎となる微分・積分学を講義する置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める換積分法

27 定積分の基礎となる微分・積分学を講義する部分積分法

28 面積

29 体積

30 演習を通じて運用能力を高める

前期，豊富な演習を通じて運用能力を高める後期ともに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める中間試験およびレポートで評価するおよびレポートで評価する定期試験およびレポートで評価するを講義する実施する微分・積分学を講義する．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．レ

実力を高める試験およびレポートで評価するを講義する行うう. 無限数列とその和についての計算ができるの基礎となる微分・積分学を講義する極限に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるついて運用能力を高める学ぶ.

無限級数の基礎となる微分・積分学を講義する扱いについて学ぶいに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるついて運用能力を高める学ぶ.

関数の基礎となる微分・積分学を講義する極限に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるついて運用能力を高める学ぶ. 平均変化率・微分係数・導関数に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるついて運用能力を高める学ぶ.

整式を講義する例にとって導関数の計算手法を学ぶに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるとって運用能力を高める導関数の基礎となる微分・積分学を講義する計算ができる手法を講義する学ぶ. 接線と速度シラバスへの基礎となる微分・積分学を講義する応用に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるついて運用能力を高める学ぶ.

関数の基礎となる微分・積分学を講義するグラフのの基礎となる微分・積分学を講義する概形を講義する調べる手法を学ぶべる微分・積分学を講義する手法を講義する学ぶ.

関数の基礎となる微分・積分学を講義する最大値・最小値を講義する調べる手法を学ぶべる微分・積分学を講義する手法を講義する学ぶ. 導関数を講義する様々な関数の微分係数・導関数・第な事象の解釈に応用するの基礎となる微分・積分学を講義する解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める釈に応用するに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める応用する微分・積分学を講義する.

様々な関数の微分係数・導関数・第な関数の基礎となる微分・積分学を講義する極限の基礎となる微分・積分学を講義する計算ができる法を講義する学ぶ.

前期中間試験およびレポートで評価するを講義する行うう.

前期中間試験およびレポートで評価するの基礎となる微分・積分学を講義する答案を返却し，解答・解説を行う．関数の連続性の概念を学ぶを講義する返却し，解答・解説を行う．関数の連続性の概念を学ぶし，豊富な演習を通じて運用能力を高める解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める答・解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める説を講義する行うう．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．レ関数の基礎となる微分・積分学を講義する連続性などの概念を理解し，極限を計算できるの基礎となる微分・積分学を講義する概念の理解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるを講義する学ぶ.

積や商の導関数の計算について学ぶ商の導関数の基礎となる微分・積分学を講義する導関数の基礎となる微分・積分学を講義する計算ができるに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるついて運用能力を高める学ぶ.

合成関数の基礎となる微分・積分学を講義する導関数の基礎となる微分・積分学を講義する計算ができるに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるついて運用能力を高める学ぶ.

対数関数・指数関数の基礎となる微分・積分学を講義する導関数を講義する計算ができるする微分・積分学を講義する.

三ッ廣孝 著（森北出版）角関数の基礎となる微分・積分学を講義する導関数を講義する計算ができるする微分・積分学を講義する.

いろいろな関数の基礎となる微分・積分学を講義する接線・法線を講義する計算ができるする微分・積分学を講義する.

導関数を講義する速度シラバス・加速度シラバスなどに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める応用する微分・積分学を講義する. また，豊富な演習を通じて運用能力を高める9～15週の総合的な演習を行う．の基礎となる微分・積分学を講義する総合的な演習を行う．な演習を通じて運用能力を高めるを講義する行うう．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．レ

いろいろな関数の基礎となる微分・積分学を講義するグラフのの基礎となる微分・積分学を講義する概形を講義する調べる手法を学ぶべる微分・積分学を講義する方法を講義する学ぶ.

関数の基礎となる微分・積分学を講義するグラフのの基礎となる微分・積分学を講義する概形を講義する方程式・不等式などに重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める利用する微分・積分学を講義する.

第2次導関数と曲線の基礎となる微分・積分学を講義する凹凸 第2次導関数を講義する用いて運用能力を高める曲線の基礎となる微分・積分学を講義する概形を講義するより詳しく調べる方法を学ぶ詳しく調べる方法を学ぶしく調べる方法を学ぶ調べる手法を学ぶべる微分・積分学を講義する方法を講義する学ぶ.

逆関数の基礎となる微分・積分学を講義する導関数，豊富な演習を通じて運用能力を高める逆三ッ廣孝 著（森北出版）角関数とその基礎となる微分・積分学を講義する導関数に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるついて運用能力を高める学ぶ.

不定積分の基礎となる微分・積分学を講義する意味すると計算ができる法を講義する学ぶ.

置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める換積分の基礎となる微分・積分学を講義する手法を講義する学ぶ.

部分積分の基礎となる微分・積分学を講義する手法を講義する学ぶ.

後期中間試験およびレポートで評価するを講義する行うう.

後期中間試験およびレポートで評価するの基礎となる微分・積分学を講義する答案を返却し，解答・解説を行う．関数の連続性の概念を学ぶを講義する返却し，解答・解説を行う．関数の連続性の概念を学ぶし，豊富な演習を通じて運用能力を高める解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める答・解に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める説を講義する行うう．試験成績は中間試験と定期試験の平均点とする．レいろいろな関数の基礎となる微分・積分学を講義する積分の基礎となる微分・積分学を講義する手法を講義する学ぶ.

定積分の基礎となる微分・積分学を講義する意味すると計算ができる法を講義する学ぶ.

置き，豊富な演習を通じて運用能力を高める換積分に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるよる微分・積分学を講義する定積分の基礎となる微分・積分学を講義する計算ができる法を講義する学ぶ.

部分積分に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるよる微分・積分学を講義する定積分の基礎となる微分・積分学を講義する計算ができる法を講義する学ぶ.

定積分の基礎となる微分・積分学を講義する面積への基礎となる微分・積分学を講義する応用に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるついて運用能力を高める学ぶ.

定積分の基礎となる微分・積分学を講義する体積への基礎となる微分・積分学を講義する応用に重点を置き，豊富な演習を通じて運用能力を高めるついて運用能力を高める学ぶ.

24～29週の総合的な演習を行う．の基礎となる微分・積分学を講義する総合的な演習を行う．な演習を通じて運用能力を高めるを講義する行うう.
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関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2024年度シラバスシラバス

数学Ⅰ (Mathematics I)

応用化学科・3年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

理工学系の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習講義する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習に重点をおき，基本問題，応用問題の演習をおき，基本問題，応用問題の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習演習
で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．をつけて講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習運用能力をつけて運用能力を高める．を高める微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

【A1】関数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習展開を理解し，近似値の計算に応用できる．を理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習し，近似値の計算に応用できる．の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習計算に応用できる．に応用で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．きる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習 中間試験・定期試験，小テスト，レポートで行うテスト，レポートで基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．行うう.

【A1】数列，級数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習収束，発散，無限数列の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習極限と無限級数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習和についてについて講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習
計算に応用できる．で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．きる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習.

中間試験・定期試験，小テスト，レポートで行うテスト，レポートで基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．行うう.

【A1】偏導関数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習計算に応用できる．がで基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．き，偏導関数を応用し，極値の計算に応用できる．や条件付き極値を条件付き極値をき極値の計算に応用できる．を
求めることができる．める微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習ことがで基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．きる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

中間試験・定期試験，小テスト，レポートで行うテスト，レポートで基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．行うう.

【A1】重積分の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習計算に応用できる．がで基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．きる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習 中間試験・定期試験，小テスト，レポートで行うテスト，レポートで基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．行うう.

【A1】微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習と解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習し，1階微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習，2階微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習
が解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習ける微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

中間試験・定期試験，小テスト，レポートで行うテスト，レポートで基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．行うう.

成績は，試験は，試験85%　レポート3%　小テスト，レポートで行うテスト10%　実力をつけて運用能力を高める．試験2%　として講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習評価する．する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習100点をおき，基本問題，応用問題の演習満点をおき，基本問題，応用問題の演習で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．60点をおき，基本問題，応用問題の演習以上を合格とする．を合格とする．とする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

「新 微分積分II 改定版」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「新 微分積分II 問題集 改訂版」:高遠 節夫 他 著 (大日本図書)

「新編 高専の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習数学 3 (第2版・新装版)」:田代 嘉宏 編 (森北出版)
「改訂版 チャート式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習 基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習と演習 数学III」：チャート研究所(数研出版)
「入門 微分積分」:三宅 敏恒 著 (培風館)
「大学・高専生のための解法演習 微分積分の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習ための基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習法演習 微分積分II」:糸岐 宣昭 他 著 (森北出版)
「高専テキストシリーズ 微分積分2 問題集」:上を合格とする．野 健爾 監修 (森北出版)

1年，2年の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習数学I・数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるがある微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習場合には， 発展的な話題を扱うこともあるな話題を扱うこともあるうこともある微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習.・レポートは夏季休業前・冬季休業前等，適宜課すす.・参考書
に挙げた書籍は全部揃える必要はないげた書籍は全部揃える必要はないは全部揃える必要はないえる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習必要はないはない.・4月の最初の授業時にの基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習最初の授業時にの基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習授業時に2年時まで基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習数学の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習内容に関する実力試験を実施し，点に関する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習実力をつけて運用能力を高める．試験を実施し，点し，点をおき，基本問題，応用問題の演習
数を成績は，試験に加味するする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習.・前年度シラバスの基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習学年末休業前に課すされた課す題の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習成績は，試験をレポートの基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習成績は，試験に加味するする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習.



授業の計画（数学Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 多項式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習による微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習近似

2 数列の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習極限 数列の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習収束，発散について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習し，計算に応用できる．をする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

3 級数 級数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習収束，発散について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習し，計算に応用できる．をする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

4 べき級数とマクローリンの定理の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習定理 べき級数とマクローリンの定理の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習定理について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

5

6 偏導関数 偏導関数について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習し，偏導関数を求めることができる．める微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

7 演習 数列の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習極限，級数，および偏導関数に関する計算を練習する．偏導関数に関する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習計算に応用できる．を練習する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

8 中間試験 中間試験を行うう．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

9 試験返却および全微分・接平面および偏導関数に関する計算を練習する．全微分・接平面 中間試験の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習答案を返却し，解答を解説する．全微分，接平面の方程式に関する公式を理解し，計算をする．を返却および全微分・接平面し，解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習答を解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習説する．全微分，接平面の方程式に関する公式を理解し，計算をする．する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習全微分，接平面の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習に関する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習公式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習を理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習し，計算に応用できる．をする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

10 全微分，合成関数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習微分法 全微分，合成関数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習微分法に関する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習公式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習を理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習し，計算に応用できる．をする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

11 高次偏導関数 高次偏導関数について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習し，高次偏導関数を求めることができる．める微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

12 極大・極小テスト，レポートで行う

13 陰関数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習微分法 陰関数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習微分法について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習し，計算に応用できる．をする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

14 条件付き極値をき極値の計算に応用できる．問題，包絡線 条件付き極値をき関数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習極値の計算に応用できる．について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習し，極値の計算に応用できる．を求めることができる．める微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習包絡線について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

15 試験返却および全微分・接平面および偏導関数に関する計算を練習する．総合演習

16

17

18

19 変数変換

20 広義積分 広義積分の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習計算に応用できる．をする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

21

22 演習

23 中間試験 中間試験を行うう．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

24 試験返却および全微分・接平面および偏導関数に関する計算を練習する．微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習意味する・微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

25 変数分離形 変数分離形の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習を解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習く．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

26

27

28

29

30 総合演習 微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習総合演習を行うう．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

前期，後期ともに中間試験および偏導関数に関する計算を練習する．定期試験を実施し，点する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

1変数関数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習多項式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習による微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習近似の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習計算に応用できる．をする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

2変数関数 2変数関数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習を理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習し，極限値の計算に応用できる．を求めることができる．め，連続性を調べる．を調べる．べる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

2変数関数の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習極値の計算に応用できる．を求めることができる．める微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

定期試験の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習返却および全微分・接平面・解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習説する．全微分，接平面の方程式に関する公式を理解し，計算をする．を行うう. 偏導関数について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習総合的な話題を扱うこともあるな演習を行うう.

2重積分の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習定義 2重積分について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

2重積分の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習計算に応用できる． 2重積分の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習計算に応用できる．をする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習 必要はないに応じて講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習積分順序を変更する．を変更する．する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

極座標によるによる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習2重積分 極座標によるによる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習2重積分について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習し，計算に応用できる．をする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

変数変換による微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習2重積分の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習計算に応用できる．をする微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

2重積分の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習いろいろな応用 2重積分の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習応用問題を解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習く．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

いろいろな2重積分の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習計算に応用できる．を練習する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

中間試験の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習答案を返却し，解答を解説する．全微分，接平面の方程式に関する公式を理解し，計算をする．を返却および全微分・接平面し，解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習答を解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習説する．全微分，接平面の方程式に関する公式を理解し，計算をする．する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習と一般解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習，特殊解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習，特異解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習曲線や条件付き極値を初の授業時に期条件につい
て講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

1階線形微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習，同次形 1階線形微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習，同次形微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習を解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習く．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

2階線形微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習 2階線形微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習の基礎となる微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習する微分，積分，微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

定数係数2階線形微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習 定数係数2階線形微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習を解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習く．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

いろいろな線形微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習，線形で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．ない2階微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習 いろいろな線形微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習，線形で基礎を固め，さらに応用力をつけて運用能力を高める．ない2階微分方程式について講義する．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習を解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習く．概念の理解に重点をおき，基本問題，応用問題の演習

備など）
考



科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標 A1(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 試験，小テスト，レポートで評価する．テスト，レポートで評価する．評価する．する．

2 試験，小テスト，レポートで評価する．テスト，レポートで評価する．評価する．する．

3 試験，小テスト，レポートで評価する．テスト，レポートで評価する．評価する．する．

4 試験，小テスト，レポートで評価する．テスト，レポートで評価する．評価する．する．

5 試験，小テスト，レポートで評価する．テスト，レポートで評価する．評価する．する．

6 試験，小テスト，レポートで評価する．テスト，レポートで評価する．評価する．する．

7 試験，小テスト，レポートで評価する．テスト，レポートで評価する．評価する．する．

8 試験，小テスト，レポートで評価する．テスト，レポートで評価する．評価する．する．

9 試験，小テスト，レポートで評価する．テスト，レポートで評価する．評価する．する．

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2024年度シラバスシラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

[前期] 鯉江 秀行 准教授, [後期] 傳田 桂子 非常勤講師

応用化学科・1年・通年・必修・4単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

高等専門学校における数学の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行うことにより，内容の定着と応用力の養の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定着と応用力の養と応用力の養の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養養
成をはかる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養はかる．

【A1】実数，複素数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．がで評価する．きる．

【A1】集合の概念を理解し応用できる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養概念を理解し応用できる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解し応用できる．し応用できる．応用で評価する．きる．

【A1】順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がと組合の概念を理解し応用できる．せを丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がって場合の数の計算ができる．また，二項定理が場合の概念を理解し応用できる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．がで評価する．きる．また，二項定理が
使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がえる．

【A1】さまざまな確率の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．がで評価する．きる．

【A1】命題の考え方を理解し，証明ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養考え方を理解し，証明ができる．え方を理解し，証明ができる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解し応用できる．し応用できる．，証明ができる．がで評価する．きる．

【A1】座標平面上で，点と直線，で評価する．，点と直線，と直線，2次曲線，領域などの扱い方を理解できる．などの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養扱い方を理解できる．い方を理解できる．方を理解し，証明ができる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解し応用できる．で評価する．きる．

【A1】指数法則，指数関数を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解し応用できる．し応用できる．，計算ができる．および応用ができる．応用がで評価する．きる．

【A1】対数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義，対数関数を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解し応用できる．し応用できる．，計算ができる．および応用ができる．応用がで評価する．きる．

【A1】数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がとその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解でに関する事項および応用ができる．数学的帰納法の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養考え方を理解し，証明ができる．え方を理解し，証明ができる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養理解し応用できる．で評価する．
きる．

成をはかる．績は，試験は，試験72%　レポート28%　とし応用できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が評価する．する．試験成をはかる．績は，試験は中間試験と定期試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養平均点と直線，とする．100点と直線，満点と直線，で評価する．60
点と直線，以上で，点と直線，を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養合の概念を理解し応用できる．格とする．とする．

「新版 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学 改訂版」：岡本和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解で夫 著（実教出版）
「新版 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 改訂版」：岡本和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解で夫 著（実教出版）
「新課程 チャート式基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養と演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 数学I+A，数学II+B＋C」：チャート研究所編著（数研出版）

「新 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学 改訂版」：高遠節夫 他 著（大日本図書）
「新編 高専の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学1 [第2版・新装版] 」：田代嘉宏・難波完爾 編（森北出版）
「高専テキストシリーズ 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学（第2版）」：上で，点と直線，野健爾 監修（森北出版）
「新 基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学 問題の考え方を理解し，証明ができる．集」：高遠節夫 他 著（大日本図書）
「新編 高専の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学1 問題の考え方を理解し，証明ができる．集（第2版）」：田代嘉宏 編（森北出版）

1年の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学I，2年の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数学I・数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・時間に余裕がある場合には，発展的な話題を扱うこともある．・参考書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・確率，数がある場合の概念を理解し応用できる．には，発展的な話題の考え方を理解し，証明ができる．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養扱い方を理解できる．うこともある．・参考え方を理解し，証明ができる．書に挙げた書籍は全部揃える必要はない．・確率，数げた書籍は全部揃える必要はない．・確率，数は全部揃える必要はない．・確率，数える必要はない．・確率，数はない方を理解できる．．・確率の計算ができる．，数
列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理がはチャートまたは配布プリントを利用する．プリントを丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養利用する．



授業の計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 実数，平方を理解し，証明ができる．根の計算の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．

2 複素数 複素数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義および応用ができる．計算ができる．方を理解し，証明ができる．法につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

3 集合の概念を理解し応用できる．，集合の概念を理解し応用できる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養要はない．・確率，数素の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養個数 集合の概念を理解し応用できる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養概念を理解し応用できる．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，集合の概念を理解し応用できる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養要はない．・確率，数素の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養個数につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

4 場合の概念を理解し応用できる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養数，順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が 和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解での基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養法則，積の法則について解説し，演習を行う．また，順列の計算とその応用について解説し，演習を行う．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養法則につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養応用につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

5 組合の概念を理解し応用できる．せ，円順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が 組合の概念を理解し応用できる．せの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養応用につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．円順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が，重複順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

6 重複順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が，同じものを含む順列じもの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養含む順列む順列順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が 重複順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が，同じものを含む順列じもの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養含む順列む順列順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

7 二項定理，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養 二項定理につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，順列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がと組合の概念を理解し応用できる．せについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理がの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養総合の概念を理解し応用できる．的な演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

8 中間試験 前期中間試験を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

9

10 命題の考え方を理解し，証明ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養証明ができる．方を理解し，証明ができる．法，事象と確率について解説し，演習を行う．と確率の計算ができる．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

11 確率の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養基本性質，独立な試行と確率の計算ができる．

12 反復試行の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養確率の計算ができる．，数直線上で，点と直線，の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養点と直線，と座標平面上で，点と直線，の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養点と直線，

13 直線の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養方を理解し，証明ができる．程式 直線の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養方を理解し，証明ができる．程式につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

14 円 円の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養方を理解し，証明ができる．程式および応用ができる．円の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養接線につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

15 放物線，楕円 放物線，楕円につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

16

17

18 領域などの扱い方を理解できる．における最大・最小テスト，レポートで評価する．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，不等式の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養表す領域についての総合的な演習を行う．す領域などの扱い方を理解できる．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理がの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養総合の概念を理解し応用できる．的な演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

19 指数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養拡張 累乗根の計算とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質，指数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養整数・有理数への基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養拡張と指数法則につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

20 指数関数とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養グラフ 指数関数とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養グラフ，指数方を理解し，証明ができる．程式・指数不等式につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

21 対数とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質 対数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義・性質，底の変換公式について解説し，演習を行う．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養変換公式につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

22 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養

23 中間試験 後期中間試験を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

24 中間試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解し応用できる．答・解し応用できる．説し，演習を行う．，対数関数とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養グラフ

25 常用対数 常用対数につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

26 数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が，等差数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が 数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養基本事項，等差数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

27

28 さまざまな数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解での基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．方を理解し，証明ができる．法につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，漸化式につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

29 数学的帰納法 数学的帰納法につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

30 演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養

前期，後期ともに中間試験および応用ができる．定期試験を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養実施する．する．

実数の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質，絶対値の定義，平方根の定義と性質を解説し，演習を行う．また，分母の有理化とその方法について解説し，演習を行の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義，平方を理解し，証明ができる．根の計算の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養定義と性質を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，分母の有理化とその方法について解説し，演習を行の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養有理化とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養方を理解し，証明ができる．法につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行
う．

中間試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養解し応用できる．答・解し応用できる．説し，演習を行う．，命題の考え方を理解し，証明ができる．と証明ができる．（1）
前期中間試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養答案を返却し，解答・解説を行う．また，命題の考え方と必要条件・十分条件，命題の逆・裏・対偶について解説しを丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養返却し，解答・解説を行う．また，命題の考え方と必要条件・十分条件，命題の逆・裏・対偶について解説しし応用できる．，解し応用できる．答・解し応用できる．説し，演習を行う．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，命題の考え方を理解し，証明ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養考え方を理解し，証明ができる．え方を理解し，証明ができる．と必要はない．・確率，数条件・十分条件，命題の考え方を理解し，証明ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養逆・裏・対偶について解説しについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．
，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

命題の考え方を理解し，証明ができる．と証明ができる．（2），事象と確率について解説し，演習を行う．と確率の計算ができる．

和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解で事象と確率について解説し，演習を行う．・積の法則について解説し，演習を行う．また，順列の計算とその応用について解説し，演習を行う．事象と確率について解説し，演習を行う．・余事象と確率について解説し，演習を行う．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養概念を理解し応用できる．と確率の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養関連について解説し，演習を行う．また，独立な試行の確率の計算とその応用についてについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，独立な試行の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養確率の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養応用につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が
解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

反復試行の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養確率の計算ができる．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養計算ができる．とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養応用につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，線分の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養内分点と直線，・外分点と直線，，2点と直線，間の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養距離について解説し，演習につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養
を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

双曲線，f(x，y)=0の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養表す領域についての総合的な演習を行う．す図形の移動の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養移動 双曲線につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，f(x，y)=0の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養表す領域についての総合的な演習を行う．す図形の移動の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養移動につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

不等式の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養表す領域についての総合的な演習を行う．す領域などの扱い方を理解できる．（1）
座標平面上で，点と直線，で評価する．不等式の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養表す領域についての総合的な演習を行う．す領域などの扱い方を理解できる．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，座標平面上で，点と直線，で評価する．連について解説し，演習を行う．また，独立な試行の確率の計算とその応用について立不等式の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養表す領域についての総合的な演習を行う．す領域などの扱い方を理解できる．につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養
を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

不等式の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養表す領域についての総合的な演習を行う．す領域などの扱い方を理解できる．（2），演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養

16～21週の総合的な演習を行う．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養総合の概念を理解し応用できる．的な演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

後期中間試験の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養答案を返却し，解答・解説を行う．また，命題の考え方と必要条件・十分条件，命題の逆・裏・対偶について解説しを丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養返却し，解答・解説を行う．また，命題の考え方と必要条件・十分条件，命題の逆・裏・対偶について解説しし応用できる．，解し応用できる．答・解し応用できる．説し，演習を行う．を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，対数関数とその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養グラフ，対数方を理解し，証明ができる．程式・対数不等式につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養
行う．

等比数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理が，い方を理解できる．ろい方を理解できる．ろな数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解で（1） 等比数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がとその基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解でについ方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．また，和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解での基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養記号Σの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養性質につい方を理解できる．て場合の数の計算ができる．また，二項定理が解し応用できる．説し，演習を行う．し応用できる．，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．

い方を理解できる．ろい方を理解できる．ろな数列と組合せを使って場合の数の計算ができる．また，二項定理がの基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養和に関する事項および数学的帰納法の考え方を理解で（2），漸化式

24～29週の総合的な演習を行う．の基礎となる事柄を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養総合の概念を理解し応用できる．的な演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養を丁寧に講義する．さらに，演習を行うことにより，内容の定着と応用力の養行う．
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2024年度シラバスシラバス

数学Ⅱ (Mathematics II)

応用化学科・2年・通年・必修・2単位【講義】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

工学，自然科学，社会学など幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う線形代数学の基礎について講義し，演習を行う基礎について講義し，演習を行うについ分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う講義し，演習を行うを行う行うう. 発展的な事項も適な事項も適も適適
宜補う予定であるう予定であるで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うある線形代数学の基礎について講義し，演習を行う.

【A1】ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．およびその基礎について講義し，演習を行う性質を理解し，基本的な計算ができる．を行う理解し，基本的な計算ができる．し，基本的な事項も適な計算ができる．がで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うきる線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．
ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．およびその基礎について講義し，演習を行う性質を理解し，基本的な計算ができる．を行う理解し，基本的な計算ができる．し，基本的な事項も適な計算ができる．がで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うきる線形代数学の基礎について講義し，演習を行うかを行う試験，小
テスト，レポートで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う評価する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

【A1】ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う考え方を利用して平面や空間の図形を扱える．え方を利用して平面や空間の図形を扱える．方を利用して平面や空間の図形を扱える．を行う利用して講義し，演習を行う平面や空間の図形を扱える．や空間の図形を扱える．空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う図形を行う扱える．え方を利用して平面や空間の図形を扱える．る線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．
ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う考え方を利用して平面や空間の図形を扱える．え方を利用して平面や空間の図形を扱える．方を利用して平面や空間の図形を扱える．を行う利用して講義し，演習を行う平面や空間の図形を扱える．や空間の図形を扱える．空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う図形を行う扱える．え方を利用して平面や空間の図形を扱える．る線形代数学の基礎について講義し，演習を行うかを行う試験，小テスト，レ
ポートで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う評価する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

【A1】行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基の基礎について講義し，演習を行う意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．およびその基礎について講義し，演習を行う演算ができる．方を利用して平面や空間の図形を扱える．法を理解し，行列と行列式に関する基を行う理解し，基本的な計算ができる．し，行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基と行列式に関する基行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基式に関する基に関する基する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う基
本的な事項も適な計算ができる．がで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うきる線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基の基礎について講義し，演習を行う意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．およびその基礎について講義し，演習を行う演算ができる．方を利用して平面や空間の図形を扱える．法を理解し，行列と行列式に関する基を行う理解し，基本的な計算ができる．し，行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基と行列式に関する基行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基式に関する基に関する基する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う基本的な事項も適な計
算ができる．がで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うきる線形代数学の基礎について講義し，演習を行うかを行う試験，小テスト，レポートで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う評価する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

【A1】掃き出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めらき出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めらし法を理解し，行列と行列式に関する基により，連立一次方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基を行う解し，基本的な計算ができる．い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うたり，行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基の基礎について講義し，演習を行う階数が求めらめら
れる線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

掃き出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めらき出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めらし法を理解し，行列と行列式に関する基により，連立一次方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基を行う解し，基本的な計算ができる．い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うたり，行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基の基礎について講義し，演習を行う階数が求めらめられる線形代数学の基礎について講義し，演習を行うかを行う
試験，小テスト，レポートで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う評価する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

成績は，試験は，試験70%　レポート20%　小テスト10%　と行列式に関する基して講義し，演習を行う評価する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．試験成績は，試験は中間の図形を扱える．試験，定である期試験の基礎について講義し，演習を行う平均点とすと行列式に関する基す
る線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．100点とす満点とすで利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う60点とす以上を合格とする．を行う合格とする．と行列式に関する基する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

「新編 高専の基礎について講義し，演習を行う数学2 [第2版・新装版]」: 田代嘉宏，難波完爾 編 (森北出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めら版)
「新編 高専の基礎について講義し，演習を行う数学2問題集 第2版」：田代嘉宏・難波完爾 編（森北出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めら版）

「新版 線形代数」: 岡本和夫 編 (実教出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めら版)
「新 線形代数」: 高遠節夫 他 著 (大日本図書)
「線型代数学」:長谷川浩司 (日本評論社)
「演習を行う 線形代数 改訂版」：村上を合格とする． 正康・野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う澤 宗平・稲葉 尚志 共著（培風館）
「線形代数学 初歩からジョルダン標準形へ」からジョルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．ダン標準形へ」標準形へ」」:三宅 敏恒 著（培風館）

 1年の基礎について講義し，演習を行う数学I， 数学II

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・レポートは中間の図形を扱える．試験と行列式に関する基定である期試験の基礎について講義し，演習を行う年4回課す．・参考書に挙げた書籍は全部買い揃える必要はない．す．・参考え方を利用して平面や空間の図形を扱える．書に挙げた書籍は全部買い揃える必要はない．げた書籍は全部買い揃える必要はない．は全部買い揃える必要はない．い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う揃える必要はない．え方を利用して平面や空間の図形を扱える．る線形代数学の基礎について講義し，演習を行う必要はない．はない分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．



授業の計画（数学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う演算ができる． ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う基本的な事項も適な概念，用語が導入され，和，差，スカラー倍などの演算とその基本法則を学ぶ．が導入され，和，差，スカラー倍などの演算とその基本法則を学ぶ．され，和，差，スカラー倍などの演算とその基本法則を学ぶ．など幅広い分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う演算ができる．と行列式に関する基その基礎について講義し，演習を行う基本法を理解し，行列と行列式に関する基則を学ぶ．を行う学ぶ．

2

3 ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う内積 ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う内積と行列式に関する基その基礎について講義し，演習を行う性質を理解し，基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

4 ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う成分 平面や空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う成分表示について学ぶ．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

5 直線と行列式に関する基法を理解し，行列と行列式に関する基線ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる． 直線の基礎について講義し，演習を行うベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基および法を理解し，行列と行列式に関する基線ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

6 円とベクトルと行列式に関する基ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる． 円とベクトルの基礎について講義し，演習を行うベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

7 演習を行う 平面や空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う総合演習を行うを行う行うう．

8 中間の図形を扱える．試験 中間の図形を扱える．試験を行う行うう．

9 試験返却，空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う座標と行列式に関する基空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる． 前期中間の図形を扱える．試験の基礎について講義し，演習を行う答案を返却し，解答を解説する．空間の座標と空間ベクトルの成分について学ぶ．を行う返却し，解し，基本的な計算ができる．答を行う解し，基本的な計算ができる．説する．空間の座標と空間ベクトルの成分について学ぶ．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う座標と行列式に関する基空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う成分につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

10 空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う演算ができる．と行列式に関する基内積 空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行うベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う演算ができる．と行列式に関する基内積につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

11 直線の基礎について講義し，演習を行う方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基 空間の図形を扱える．内の基礎について講義し，演習を行う直線の基礎について講義し，演習を行う方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

12 平面や空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基 空間の図形を扱える．内の基礎について講義し，演習を行う平面や空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

13 直線と行列式に関する基平面や空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う関する基係 直線と行列式に関する基平面や空間の図形を扱える．の基礎について講義し，演習を行う関する基係につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

14 球の方程式の基礎について講義し，演習を行う方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基 空間の図形を扱える．内の基礎について講義し，演習を行う球の方程式の基礎について講義し，演習を行う方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

15 総合演習を行う

16 行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基の基礎について講義し，演習を行う定である義 行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基の基礎について講義し，演習を行う概念と行列式に関する基用語が導入され，和，差，スカラー倍などの演算とその基本法則を学ぶ．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

17 行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基の基礎について講義し，演習を行う和，差，スカラー倍などの演算とその基本法則を学ぶ．，積 行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基の基礎について講義し，演習を行う基本的な事項も適な演算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

18 逆行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基 逆行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

19

20 行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基式に関する基の基礎について講義し，演習を行う定である義と行列式に関する基性質を理解し，基本的な計算ができる． 行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基式に関する基の基礎について講義し，演習を行う定である義と行列式に関する基性質を理解し，基本的な計算ができる．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

21 行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基式に関する基の基礎について講義し，演習を行う展開 行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基式に関する基の基礎について講義し，演習を行う展開につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

22 演習を行う 行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基と行列式に関する基行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基式に関する基につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行うの基礎について講義し，演習を行う演習を行うを行う行うう．

23 中間の図形を扱える．試験 中間の図形を扱える．試験を行う行うう．

24 試験返却，逆行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基と行列式に関する基行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基式に関する基 後期中間の図形を扱える．試験の基礎について講義し，演習を行う答案を返却し，解答を解説する．空間の座標と空間ベクトルの成分について学ぶ．を行う返却し，解し，基本的な計算ができる．答を行う解し，基本的な計算ができる．説する．空間の座標と空間ベクトルの成分について学ぶ．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．逆行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基を行う行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基式に関する基を行う利用して講義し，演習を行う求めらめる線形代数学の基礎について講義し，演習を行う方を利用して平面や空間の図形を扱える．法を理解し，行列と行列式に関する基を行う学ぶ．

25 クラメルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う公式に関する基 クラメルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う公式に関する基につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

26 掃き出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めらき出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めらし法を理解し，行列と行列式に関する基

27

28 行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基の基礎について講義し，演習を行う階数 行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基の基礎について講義し，演習を行う階数につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

29 行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基の基礎について講義し，演習を行う逆行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基 掃き出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めらき出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めらし法を理解し，行列と行列式に関する基を行う利用した逆行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基の基礎について講義し，演習を行う求めらめ方を利用して平面や空間の図形を扱える．につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

30 演習を行う 総合演習を行うを行う行うう．

前期，後期と行列式に関する基も適に中間の図形を扱える．試験および定である期試験を行う実施する．する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う．

点とすの基礎について講義し，演習を行う位置ベクトル，ベクトルのベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．，ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う1次結合 点とすの基礎について講義し，演習を行う位置ベクトル，ベクトルのベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．，ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う1次結合につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

空間の図形を扱える．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．に関する基する線形代数学の基礎について講義し，演習を行う総合演習を行うを行う行うう.

連立1次方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基 連立1次方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基の基礎について講義し，演習を行う行う列の意味およびその演算方法を理解し，行列と行列式に関する基を行う利用した解し，基本的な計算ができる．法を理解し，行列と行列式に関する基を行う学ぶ．

連立1次方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基の基礎について講義し，演習を行う掃き出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めらき出し法により，連立一次方程式を解いたり，行列の階数が求めらし法を理解し，行列と行列式に関する基による線形代数学の基礎について講義し，演習を行う解し，基本的な計算ができる．法を理解し，行列と行列式に関する基を行う学ぶ．

連立同次1次方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基，ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う1次従属・1次独立 連立同次1次方を利用して平面や空間の図形を扱える．程式に関する基が解し，基本的な計算ができる．を行う持つための条件について学ぶ．ベクトルのつための基礎について講義し，演習を行う条件について学ぶ．ベクトルのについ分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．ベクトルの意味およびその性質を理解し，基本的な計算ができる．の基礎について講義し，演習を行う1次従属・1次独立につい分野で利用される線形代数学の基礎について講義し，演習を行うて講義し，演習を行う学ぶ．

備など）
考



科　目

担当教員 吉村 弥子 教授

対象学年等
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総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2024年度シラバスシラバス

確率・統計 (Probability and Statistics)

応用化学科・4年・後期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

1年次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義統計の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義直面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義したとき，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義講義
する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

【A1】データを解析するときの統計の考え方を理解する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義解析するときの統計の考え方を理解する．する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ときの基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義統計の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義． 中間試験・定期試験，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義レポートで評価するで評価する評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

【A1】確率変数と確率分布の概念を理解する．と確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義概念を理解する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義． 中間試験・定期試験，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義レポートで評価するで評価する評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

【A1】二項分布の概念を理解する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義正規分布の概念を理解する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解し，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義具体例の確率などを計算できる．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義確率な基礎的知識を講義どを踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義計算できる．で評価するきる場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義． 中間試験・定期試験，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義レポートで評価するで評価する評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

【A1】推定・検定の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解し，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義具体例の確率などを計算できる．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義扱える．える場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義． 中間試験・定期試験，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義レポートで評価するで評価する評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

成績は，試験は，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義試験90%　レポートで評価する10%　として評価するする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．試験成績は，試験は中間試験と定期試験の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義平均点とする．とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．100点とする．満点とする．で評価する60
点とする．以上を合格とする．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義合格とする．とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

「新 確率統計改訂版」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）
「新確率統計問題集改訂版」：高遠 節夫 他 著（大日本図書）

「新版 確率統計」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「新版 確率統計演習」：岡本 和夫 監修（実教出版）
「キーポイントで評価する 確率・統計」：和達 三樹・十河 清 著 (岩波書店)
「これだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義けは知っておこう! 統計学」：東北大学統計グループ 著 (有斐閣ブックスブックス)
「Rで評価する楽しむ統計」：奥村 晴彦 著（共立出版）しむ統計」：奥村 晴彦 著（共立出版）統計」：奥村 晴彦 著（共立出版）

1年数と確率分布の概念を理解する．学I，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義II，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義2年数と確率分布の概念を理解する．学I，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義II，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義3年数と確率分布の概念を理解する．学I

履修上のの評価方法と基準
注意事項

・授業中に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義電卓が必要な場合がある．・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるが必要な場合がある．・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともある必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義な基礎的知識を講義場合が必要な場合がある．・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるある場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．・時間に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるが必要な場合がある．・時間に余裕がある場合には， 発展的な話題を扱うこともあるある場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義場合に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義は，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義 発展的な基礎的知識を講義話題を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義扱える．うこともある場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.・参考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義書に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義挙げた書げた書
籍は全部揃える必要はないは全部揃える必要はないえる場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義はな基礎的知識を講義い.



授業の計画（確率・統計）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 散布の概念を理解する．度シラバス

3

4 回帰直線 回帰直線の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義程式を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

5 確率変数と確率分布の概念を理解する．と確率分布の概念を理解する． 確率変数と確率分布の概念を理解する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基本的な基礎的知識を講義概念を理解する．や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義性質を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

6 二項分布の概念を理解する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ポアソン分布の概念を理解する． 二項分布の概念を理解する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ポアソン分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義と計算できる．方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

7 連続型確率分布の概念を理解する． 連続型確率分布の概念を理解する．と確率密度シラバス関数と確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義概念を理解する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

8 中間試験 中間試験を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義行う．う．

9 中間試験の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義解答・解説を行う．また，正規分布の基礎を学習し，関連した確率の計算方法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義行う．う．また，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義正規分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習し，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義関連した確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義計算できる．方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

10 標準正規分布の概念を理解する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義またその基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義応用として二項分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義正規分布の概念を理解する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義よる場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義近似について学習する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

11 母集団と標本と標本 母集団と標本と標本の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義関係，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義さらに学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義標本平均の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義分布の概念を理解する．と中心極限定理に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

12 点とする．推定，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義区間推定の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義信頼係数と確率分布の概念を理解する．や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義信頼区間に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

13 母平均と母比率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義区間推定に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

14 仮説を行う．また，正規分布の基礎を学習し，関連した確率の計算方法を学習する．検定の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義用語について学習する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

15 母平均と母比率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義検定に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験および後期定期試験を実施する．後期定期試験を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義実施する．する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

1次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元のデータと代表値の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する．と代表値 1次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元のデータと代表値の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義整理とそれに学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義関する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義的な基礎的知識を講義用語について学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．平均な基礎的知識を講義どの基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義代表値に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

1次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元のデータと代表値の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義おける場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義散布の概念を理解する．度シラバス（分散，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義標準偏差）の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義意味を理解し，その計算方法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義理解し，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義その基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義計算できる．方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義法を学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義．

2次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元のデータと代表値の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する． 2次に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義元のデータと代表値の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義データを解析するときの統計の考え方を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義整理とそれに学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義関する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義的な基礎的知識を講義用語について学習する．を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.共分散と相関係数と確率分布の概念を理解する．に学んだ確率の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義ついて学習する場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義.

中間試験の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義解答・解説を行う．また，正規分布の基礎を学習し，関連した確率の計算方法を学習する．，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義正規分布の概念を理解する．(1)

正規分布の概念を理解する．(2)

母数と確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義推定(1)

母数と確率分布の概念を理解する．の基礎を踏まえて，確率や統計の考え方を必要とする場面に直面したとき，必要な基礎的知識を講義推定(2)

統計的検定(1)

統計的検定(2)

備など）
考
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神戸市立工業高等専門学校 2024年度シラバスシラバス

情報基礎 (Fundamentals of Information Technology))

松露 真 准教授, 藤田 政宏 助教

応用化学科・1年・通年・必修・2単位【演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本演習は，現代社会において数理・データサイエンス・現代社会において数理・データサイエンス・において数理・データサイエンス・数理・データサイエンス・AIが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーえる影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー利活用の結果で評価する．上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．留意点を理解し，基礎的なデーを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーし，現代社会において数理・データサイエンス・基礎的なデーなデーデー
タ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活が与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活えるようになデーることを理解し，基礎的なデー目的なデーとして数理・データサイエンス・いる．演習で評価する．は，現代社会において数理・データサイエンス・データサイエンスを理解し，基礎的なデー学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活重要性，現代社会において数理・データサイエンス・深層学習なデーどの結果で評価する．先端技術を活を理解し，基礎的なデー活
用した社会サービスの動向，社会において数理・データサイエンス・サービスの結果で評価する．動向，現代社会において数理・データサイエンス・AIを理解し，基礎的なデー活用する上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．留意事項などについて学習する．さらに，なデーどについて数理・データサイエンス・学習する．さらに，現代社会において数理・データサイエンス・Py)thonを理解し，基礎的なデー用いた社会サービスの動向，データ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活お
よび可視化に関する演習を行う．可視化に関する演習を行う．する演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

【A3】現在の社会変化に数理・データサイエンス・の結果で評価する．社会において数理・データサイエンス・変化に数理・データサイエンス・AIが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーえる影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーおよび可視化に関する演習を行う．
自身の生活との関係について理解している．の結果で評価する．生活との結果で評価する．関する演習を行う．係について理解している．について数理・データサイエンス・理解し，基礎的なデーして数理・データサイエンス・いる．

現在の社会変化に数理・データサイエンス・の結果で評価する．社会において数理・データサイエンス・変化に数理・データサイエンス・AIが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーえる影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーおよび可視化に関する演習を行う．自身の生活との関係について理解している．の結果で評価する．生
活との結果で評価する．関する演習を行う．係について理解している．について数理・データサイエンス・理解し，基礎的なデーして数理・データサイエンス・いるか前期定期試験で評価する．前期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A3】深層学習なデーどの結果で評価する．先進技術を活や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーそれを理解し，基礎的なデー活用した社会サービスの動向，新しい社会サービスなしい社会において数理・データサイエンス・サービスなデー
どの結果で評価する．動向について数理・データサイエンス・理解し，基礎的なデーして数理・データサイエンス・いる．

深層学習なデーどの結果で評価する．先進技術を活や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーそれを理解し，基礎的なデー活用した社会サービスの動向，新しい社会サービスなしい社会において数理・データサイエンス・サービスなデーどの結果で評価する．動向
について数理・データサイエンス・理解し，基礎的なデーして数理・データサイエンス・いるか前期定期試験で評価する．前期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A3】数理・データサイエンス・AIを理解し，基礎的なデー活用する上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．遵守するべき法律やモラするべき法律やモラ法律やモラや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーモラ
ルについて理解している．について数理・データサイエンス・理解し，基礎的なデーして数理・データサイエンス・いる．

数理・データサイエンス・AIを理解し，基礎的なデー活用する上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．遵守するべき法律やモラするべき法律やモラ法律やモラや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーモラルについて理解している．につい
て数理・データサイエンス・理解し，基礎的なデーして数理・データサイエンス・いるか前期定期試験で評価する．前期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A3】情報処理を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．必要なデーコンピュータや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーネットの結果で評価する．ワークに関する基本に関する演習を行う．する基本
的なデー知識を持ち，それらを説明することができる．を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・それらを理解し，基礎的なデー説明することができる．することが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラる．

情報処理を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．必要なデーコンピュータや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーネットの結果で評価する．ワークに関する基本に関する演習を行う．する基本的なデー知識を持ち，それらを説明することができる．を理解し，基礎的なデー
持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・それらを理解し，基礎的なデー説明することができる．することが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラるか前期定期試験で評価する．前期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A3】様々な種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計なデー種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計の結果で評価する．データを理解し，基礎的なデー扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．基本的なデー知識を持ち，それらを説明することができる．を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・それらを理解し，基礎的なデー統計
的なデーに解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活することが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラる．

様々な種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計なデー種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計の結果で評価する．データを理解し，基礎的なデー扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．基本的なデー知識を持ち，それらを説明することができる．を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・それらを理解し，基礎的なデー統計的なデーに解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活
することが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラるか前期定期試験で評価する．演習と前期定期試験で評価する．で評価する．評価する．する．

【A3】条件分岐や繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そり返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そし処理なデーど基本的なデーなデープログラミング技術を活を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・そ
れらを理解し，基礎的なデー使って簡単なデータ解析を行うことができる．って数理・データサイエンス・簡単なデーデータ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活うことが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラる．

条件分岐や繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そり返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そし処理なデーど基本的なデーなデープログラミング技術を活を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・それらを理解し，基礎的なデー使って簡単なデータ解析を行うことができる．
って数理・データサイエンス・簡単なデーデータ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活うことが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラるか前期定期試験で評価する．演習で評価する．評価する．する．

【A3】大規模データや時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データなデーどを理解し，基礎的なデー扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．基本的なデー知識を持ち，それらを説明することができる．を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・
簡単なデーデータ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活うことが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラる．

大規模データや時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データなデーどを理解し，基礎的なデー扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．基本的なデー知識を持ち，それらを説明することができる．を理解し，基礎的なデー持ち，それらを説明することができる．ち，現代社会において数理・データサイエンス・簡単なデーデ
ータ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活うことが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラるか前期定期試験で評価する．演習で評価する．評価する．する．

【A3】タッチタイピングが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．き法律やモラる．

成績は，試験は，現代社会において数理・データサイエンス・試験で評価する．30%　タイピングテストの結果で評価する．10%　演習60%　として数理・データサイエンス・評価する．する．試験で評価する．成績は，試験は，現代社会において数理・データサイエンス・前期定期試験で評価する．の結果で評価する．点を理解し，基礎的なデー数とする．100点を理解し，基礎的なデー
満点を理解し，基礎的なデーで評価する．60点を理解し，基礎的なデー以上での留意点を理解し，基礎的なデーを理解し，基礎的なデー合格とする．とする．

必要に応じて数理・データサイエンス・，現代社会において数理・データサイエンス・webなデーどで評価する．資料を配付する．を理解し，基礎的なデー配付する．する．

「はじめて数理・データサイエンス・の結果で評価する．AIリテラシー」：岡嶋 裕史，吉田 雅裕（技術評論社）岡嶋 裕史，現代社会において数理・データサイエンス・吉田 雅裕（技術を活評論社）
「教養としてのデータサイエンス」：内田 誠一ほか（講談社）として数理・データサイエンス・の結果で評価する．データサイエンス」：岡嶋 裕史，吉田 雅裕（技術評論社）内田 誠一ほか（講談社）ほか前期定期試験で評価する．（講談社）
「Py)thonユーザのための の結果で評価する．た社会サービスの動向，めの結果で評価する． Jupy)ter［実践］入門」：池内 孝啓，片柳 薫子ほか（技術評論社）実践］入門」：岡嶋 裕史，吉田 雅裕（技術評論社）池内 孝啓，現代社会において数理・データサイエンス・片柳 薫子ほか（技術評論社）ほか前期定期試験で評価する．（技術を活評論社）
「Py)thonで評価する．はじめるアルについて理解している．ゴリズム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）入門 伝統的なデーなデーアルについて理解している．ゴリズム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）で評価する．学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）と計算量 」：岡嶋 裕史，吉田 雅裕（技術評論社）増井 敏克（翔泳社）
「Py)thonによる機械学習入門」：岡嶋 裕史，吉田 雅裕（技術評論社）株式会において数理・データサイエンス・社システム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）計画研究所（オーム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）社）

C3 情報処理I，現代社会において数理・データサイエンス・C4 情報処理II，現代社会において数理・データサイエンス・C1-C2 数学I，現代社会において数理・データサイエンス・C1-C2 数学II，現代社会において数理・データサイエンス・C4 確率・統計

履修上のの評価方法と基準
注意事項

本科目は演習を理解し，基礎的なデー通じて数理・データサイエンス・修得する科目である．そのため総合情報センターの演習室開放を積極的に利用するのが望ましい．する科目で評価する．ある．その結果で評価する．た社会サービスの動向，め総合情報センターの結果で評価する．演習室開放を積極的に利用するのが望ましい．を理解し，基礎的なデー積極的なデーに利用するの結果で評価する．が与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー望ましい．ましい．
また社会サービスの動向，，現代社会において数理・データサイエンス・クに関する基本ラウドツールについて理解している．を理解し，基礎的なデー用いて数理・データサイエンス・学習可能な内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．なデー内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．に関する演習を行う．して数理・データサイエンス・は，現代社会において数理・データサイエンス・自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．で評価する．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー積極的なデーに行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活うことが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー望ましい．ましい．



授業の計画（情報基礎）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 演習システム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）の結果で評価する．利用方法 演習室の結果で評価する．利用方法や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー利用上での留意点を理解し，基礎的なデーの結果で評価する．マナーについて数理・データサイエンス・学習する．

2 タイピング練習，現代社会において数理・データサイエンス・コンピュータ基礎 タイピング練習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．コンピュータの結果で評価する．ハードウェアおよび可視化に関する演習を行う．ソフトの結果で評価する．ウェアの結果で評価する．一ほか（講談社）般的なデーなデー知識を持ち，それらを説明することができる．について数理・データサイエンス・学習する．

3 タイピング練習，現代社会において数理・データサイエンス・ネットの結果で評価する．ワークに関する基本基礎 タイピング練習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．社会において数理・データサイエンス・を理解し，基礎的なデー支える情報通信ネットワークの仕組みとそれを支える技術について学習する．える情報通信ネットワークの仕組みとそれを支える技術について学習する．ネットの結果で評価する．ワークに関する基本の結果で評価する．仕組みとそれを支える技術について学習する．みとそれを理解し，基礎的なデー支える情報通信ネットワークの仕組みとそれを支える技術について学習する．える技術を活について数理・データサイエンス・学習する．

4 タイピング練習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．社会において数理・データサイエンス・で評価する．起きている変化を知り，データサイエンスを学ぶ意義を学習する．き法律やモラて数理・データサイエンス・いる変化を理解し，基礎的なデー知り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ，現代社会において数理・データサイエンス・データサイエンスを理解し，基礎的なデー学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活意義を学習する．を理解し，基礎的なデー学習する．

5

6

7

8 復習・演習課題 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．復習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活い，現代社会において数理・データサイエンス・演習課題に取り組む．り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ組みとそれを支える技術について学習する．む．

9 データの結果で評価する．種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計・代表値 質的なデーデータと量的なデーデータの結果で評価する．違いについて学習する．様々な代表値によってデータを統計的に要約できることを学習する．いについて数理・データサイエンス・学習する．様々な種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計なデー代表値によって数理・データサイエンス・データを理解し，基礎的なデー統計的なデーに要約できることを学習する．で評価する．き法律やモラることを理解し，基礎的なデー学習する．

10 データの結果で評価する．ばらつき法律やモラ・観測データの誤差データの結果で評価する．誤差 観測データの誤差された社会サービスの動向，データに含まれるばらつきを理解し，ばらつきの大きさを評価するための代表値である標準偏差について学習する．まれるばらつき法律やモラを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーし，現代社会において数理・データサイエンス・ばらつき法律やモラの結果で評価する．大き法律やモラさを理解し，基礎的なデー評価する．するた社会サービスの動向，めの結果で評価する．代表値で評価する．ある標準偏差について数理・データサイエンス・学習する．

11 層別データの扱い・クロス集計データの結果で評価する．扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計い・クに関する基本ロス集計 層別データの扱い・クロス集計因子ほか（技術評論社）を理解し，基礎的なデー含まれるばらつきを理解し，ばらつきの大きさを評価するための代表値である標準偏差について学習する．むようなデー，現代社会において数理・データサイエンス・ひとまとめにして数理・データサイエンス・解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活すべき法律やモラで評価する．はなデーいデータについて数理・データサイエンス・学習する．

12 データ間の相関と因果の結果で評価する．相関する演習を行う．と因果で評価する．

13 データの結果で評価する．集計・解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活 データの結果で評価する．集計・可視化について数理・データサイエンス・学習する．データの結果で評価する．種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー表現した社会サービスの動向，い内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．について数理・データサイエンス・様々な種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計なデー可視化方法が与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーあることを理解し，基礎的なデー学習する．

14 データの結果で評価する．可視化・データの結果で評価する．比較 データの結果で評価する．可視化について数理・データサイエンス・学習する．データの結果で評価する．種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー表現した社会サービスの動向，い内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．に適した可視化を学習し，表計算ソフトを使った演習を行う．した社会サービスの動向，可視化を理解し，基礎的なデー学習し，現代社会において数理・データサイエンス・表計算ソフトの結果で評価する．を理解し，基礎的なデー使って簡単なデータ解析を行うことができる．った社会サービスの動向，演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

15 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

16

17 繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そり返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そし処理を理解し，基礎的なデー用いることで評価する．，現代社会において数理・データサイエンス・大量の結果で評価する．処理を理解し，基礎的なデー簡潔に記述する方法について学習し，それを理解するための演習を行う．に記述する方法について学習し，それを理解するための演習を行う．する方法について数理・データサイエンス・学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

18 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

19 条件分岐や繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そを理解し，基礎的なデー用いることで評価する．，現代社会において数理・データサイエンス・様々な種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計なデー入力データを解析する方法について学習し，それを理解するための演習を行う．データを理解し，基礎的なデー解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活する方法について数理・データサイエンス・学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

20 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

21 線形探索や素数判定などの基本的なアルゴリズムを学習し，それを理解するための演習を行う．や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー素数判定なデーどの結果で評価する．基本的なデーなデーアルについて理解している．ゴリズム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社）を理解し，基礎的なデー学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

22 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

23 復習・演習課題 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．復習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活い，現代社会において数理・データサイエンス・演習課題に取り組む．り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ組みとそれを支える技術について学習する．む．

24

25 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

26

27 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

28 時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データ解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活 時間の相関と因果変化にともなデーって数理・データサイエンス・変化するデータとその結果で評価する．解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活・可視化について数理・データサイエンス・学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

29 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

30 演習 これまで評価する．に学習した社会サービスの動向，内容に関しては，自宅での演習を積極的に行うことが望ましい．の結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

前期定期試験で評価する．を理解し，基礎的なデー実施する．する．

タイピング練習，現代社会において数理・データサイエンス・社会において数理・データサイエンス・におけるデータ・AIの結果で評価する．利用と活用(1)

タイピング練習，現代社会において数理・データサイエンス・社会において数理・データサイエンス・におけるデータ・AIの結果で評価する．利用と活用(2)
タイピング練習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．データサイエンスが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー様々な種類のデータを扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計なデー業種で評価する．活用されて数理・データサイエンス・いる事例を知り，データ・を理解し，基礎的なデー知り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ，現代社会において数理・データサイエンス・データ・AIの結果で評価する．活用が与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーどの結果で評価する．ように価する．値を理解し，基礎的なデー生むか前期定期試験で評価する．
を理解し，基礎的なデー学習する．

タイピング練習，現代社会において数理・データサイエンス・社会において数理・データサイエンス・におけるデータ・AIの結果で評価する．利用と活用(3) タイピング練習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．深層学習なデーどの結果で評価する．先端技術を活や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーそれを理解し，基礎的なデー活用した社会サービスの動向，サービスを理解し，基礎的なデー学習する．社会において数理・データサイエンス・への結果で評価する．展開が与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー進むことで評価する．生じる問題
について数理・データサイエンス・も学習する．

タイピング練習，現代社会において数理・データサイエンス・データ・AIを理解し，基礎的なデー利活用する際の倫理の結果で評価する．倫理
タイピング練習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．データ・AIを理解し，基礎的なデー扱う上での基本的知識を持ち，それらを統計う上での留意点を理解し，基礎的なデーで評価する．の結果で評価する．基本倫理について数理・データサイエンス・学習する．実際の倫理の結果で評価する．事例を知り，データ・を理解し，基礎的なデー見ながら，データを活用する社会におけなデーが与える影響や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデーら，現代社会において数理・データサイエンス・データを理解し，基礎的なデー活用する社会において数理・データサイエンス・におけ
るリスクに関する基本について数理・データサイエンス・も学習する．

2変数データ間の相関と因果の結果で評価する．相関する演習を行う．について数理・データサイエンス・学習する．相関する演習を行う．と因果で評価する．の結果で評価する．違いについて学習する．様々な代表値によってデータを統計的に要約できることを学習する．いや利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー疑似相関する演習を行う．について数理・データサイエンス・も学習する．

プログラミング入門 - Py)thonの結果で評価する．導入 - 機械学習を理解し，基礎的なデーはじめ多くの分野で使われている汎用スクリプト言語であるくの結果で評価する．分野で使われている汎用スクリプト言語であるで評価する．使って簡単なデータ解析を行うことができる．われて数理・データサイエンス・いる汎用スクに関する基本リプトの結果で評価する．言語であるで評価する．あるPy)thonについて数理・データサイエンス・学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活
う．

プログラミング入門 - 繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そり返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そし処理 -

プログラミング入門 - 条件分岐や繰り返し処理など基本的なプログラミング技術を持ち，そ -

プログラミング入門 - アルについて理解している．ゴリズム入門 伝統的なアルゴリズムで学ぶ定石と計算量 」：増井 敏克（翔泳社） -

プログラミング入門 - データの結果で評価する．可視化 - matplotlibライブラリを理解し，基礎的なデー用いた社会サービスの動向，データの結果で評価する．可視化について数理・データサイエンス・学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

プログラミング入門 - 大規模データや時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データ- pandasライブラリを理解し，基礎的なデー用いた社会サービスの動向，大規模データや時系列データなどを扱う上での基本的知識を持ち，データの結果で評価する．解し，基礎的なデー析が行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活や利活用の上での留意点を理解し，基礎的なデー可視化について数理・データサイエンス・学習し，現代社会において数理・データサイエンス・それを理解し，基礎的なデー理解し，基礎的なデーするた社会サービスの動向，めの結果で評価する．演習を理解し，基礎的なデー行えるようになることを目的としている．演習では，データサイエンスを学ぶ重要性，深層学習などの先端技術を活う．

備など）
考



科　目

担当教員 増田 興司 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 データ加工・報告書作成の演習を行い評価する．加工・報告書作成の演習を行い評価する．の演習を行い評価する．演習を行い評価する．を行い評価する．行い評価する．い評価する．評価する．する．

4 簡単な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．の演習を行い評価する．演習を行い評価する．を行い評価する．行い評価する．い評価する．評価する．する．

5

6

7 簡単な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．課題を通して，プログラム作成の演習を行い評価する．を行い評価する．通して，プログラム作成の演習を行い評価する．して，プログラム作成の演習を行い評価する．プログラム作成の演習を行い評価する．作成の演習を行い評価する．の演習を行い評価する．演習を行い評価する．を行い評価する．行い評価する．い評価する．評価する．する．

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

　

神戸市立工業高等専門学校 2024年度シラバスシラバス

情報処理Ⅰ Ⅰ (Information Processing I)

応用化学科・3年・後期・必修・1単な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．位【講義・演習を行い評価する．】 ( 学修単な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

パソコンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（を行い評価する．用い評価する．て，プログラム作成の演習を行い評価する．情報処理Ⅰ の演習を行い評価する．活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（応用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（までを行い評価する．演習を行い評価する．する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（論理Ⅰ 的な考え方の土台となるプログラミングの基本（な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．考え方の土台となるプログラミングの基本（え方の土台となるプログラミングの基本（方の土台となるプログラミングの基本（の演習を行い評価する．土台となるプログラミングの基本（とな化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．るプログラミンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（グの演習を行い評価する．基本（
考え方の土台となるプログラミングの基本（え方の土台となるプログラミングの基本（方の土台となるプログラミングの基本（，プログラム作成の演習を行い評価する．変数，プログラム作成の演習を行い評価する．データ加工・報告書作成の演習を行い評価する．型，プログラム作成の演習を行い評価する．制御，プログラム作成の演習を行い評価する．アルゴリズム作成の演習を行い評価する．）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．を行い評価する．習を行い評価する．得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．する．プログラミンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（グ実習を行い評価する．を行い評価する．通して，プログラム作成の演習を行い評価する．してプログラミンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（グの演習を行い評価する．基本を行い評価する．身につける．につける．

【A3】情報処理Ⅰ に関わるハードウェア，ソフトウェアに関する基礎的な知識わるハードウェア，プログラム作成の演習を行い評価する．ソフトウェアに関わるハードウェア，ソフトウェアに関する基礎的な知識する基礎的な考え方の土台となるプログラミングの基本（な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．知識
および情報倫理に関する知見を習得する．情報倫理Ⅰ に関わるハードウェア，ソフトウェアに関する基礎的な知識する知見を習得する．を行い評価する．習を行い評価する．得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．する．

ハードウェアや応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（ソフトウェアおよび情報倫理に関する知見を習得する．情報倫理Ⅰ に関わるハードウェア，ソフトウェアに関する基礎的な知識して具体例をあげて説明できを行い評価する．あげて説明できでき
るかを行い評価する．定期試験で評価する．で評価する．する．

【A3】パソコンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（の演習を行い評価する．基本操作，プログラム作成の演習を行い評価する．インを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（タ加工・報告書作成の演習を行い評価する．ーネットによる情報収集の方法を習得すの演習を行い評価する．方の土台となるプログラミングの基本（法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（を行い評価する．習を行い評価する．得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．す
る．

インを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（タ加工・報告書作成の演習を行い評価する．ーネットによるキーワード検索を通して情報収集の演習を行い評価する．を行い評価する．通して，プログラム作成の演習を行い評価する．して情報収集の方法を習得すの演習を行い評価する．演習を行い評価する．を行い評価する．行い評価する．い評価する．評価する．する．

【A3】収集の方法を習得すした論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（情報を行い評価する．もとに，プログラム作成の演習を行い評価する．質の良い情報への加工法を習得し，報告書をの演習を行い評価する．良い情報への加工法を習得し，報告書をい評価する．情報への演習を行い評価する．加工法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（を行い評価する．習を行い評価する．得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．し，プログラム作成の演習を行い評価する．報告書を行い評価する．
作成の演習を行い評価する．する技術を行い評価する．習を行い評価する．得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．する ．

【A3】化学資料・技術資料を行い評価する．作成の演習を行い評価する．する方の土台となるプログラミングの基本（法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（を行い評価する．習を行い評価する．得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．する．

【A3】プレゼンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（テーションを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（用ファイルを行い評価する．作成の演習を行い評価する．する方の土台となるプログラミングの基本（法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（を行い評価する．習を行い評価する．得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．する．
簡単な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．課題を通して，プログラム作成の演習を行い評価する．を行い評価する．通して，プログラム作成の演習を行い評価する．して，プログラム作成の演習を行い評価する．プレゼンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（テーションを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（用ファイル作成の演習を行い評価する．の演習を行い評価する．演習を行い評価する．を行い評価する．行い評価する．い評価する．評価する．す
る．

【A3】プログラミンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（グの演習を行い評価する．考え方の土台となるプログラミングの基本（え方の土台となるプログラミングの基本（方の土台となるプログラミングの基本（（基本構造，プログラム作成の演習を行い評価する．データ加工・報告書作成の演習を行い評価する．型，プログラム作成の演習を行い評価する．流れ図，簡単な論理演れ図，簡単な論理演図，プログラム作成の演習を行い評価する．簡単な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．論理Ⅰ 演
算）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．を行い評価する．習を行い評価する．得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．する．

プログラム作成の演習を行い評価する．の演習を行い評価する．基本構造を行い評価する．作成の演習を行い評価する．できるか，プログラム作成の演習を行い評価する．データ加工・報告書作成の演習を行い評価する．型の演習を行い評価する．種類を理解しているか，プを行い評価する．理Ⅰ 解しているか，プしてい評価する．るか，プログラム作成の演習を行い評価する．プ
ログラム作成の演習を行い評価する．と対応した論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（流れ図，簡単な論理演れ図，簡単な論理演図が作成できるか，簡単な論理演算ができるかなどを作成の演習を行い評価する．できるか，プログラム作成の演習を行い評価する．簡単な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．論理Ⅰ 演算が作成できるか，簡単な論理演算ができるかなどをできるかな化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．どを行い評価する．
定期試験で評価する．で評価する．する．

【A3】簡単な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．プログラム作成の演習を行い評価する．を行い評価する．構築し，実行する方法を習得する．し，プログラム作成の演習を行い評価する．実行い評価する．する方の土台となるプログラミングの基本（法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（を行い評価する．習を行い評価する．得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．する．

成の演習を行い評価する．績は，試験は，プログラム作成の演習を行い評価する．試験で評価する．40%　演習を行い評価する．60%　として評価する．する．試験で評価する．成の演習を行い評価する．績は，試験は定期試験で評価する．の演習を行い評価する．成の演習を行い評価する．績は，試験とする．総合評価する．60点以上で合格とする．で合格とする．とする．

web上で合格とする．で講義資料を行い評価する．閲覧する．また必要に応じて，資料を配布する．する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（必要に応じて，資料を配布する．に応じて，プログラム作成の演習を行い評価する．資料を行い評価する．配布する．する．

「Pythonユーザのための の演習を行い評価する．た論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（めの演習を行い評価する． Jupyter［実践］入門」：池内孝啓・片柳薫子・岩尾エマはるか ら共著（技術評論社）実践］入門」：池内孝啓・片柳薫子・岩尾エマはるか ら共著（技術評論社）池内孝啓・片柳薫子・岩尾エマはるか ら共著（技術評論社）エマはるか ら共著（技術評論社）はるか ら共著（技術評論社）共著（技術評論社）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．
「Pythonではじめるアルゴリズム作成の演習を行い評価する．入門 伝統的な考え方の土台となるプログラミングの基本（な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．アルゴリズム作成の演習を行い評価する．で学ぶ定石と計算量」：増井敏克 著（翔泳社）定石と計算量」：増井敏克 著（翔泳社）と計算量」：増井敏克 著（翔泳社）」：池内孝啓・片柳薫子・岩尾エマはるか ら共著（技術評論社）増井敏克 著（翔泳社）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．
「Pythonによる機械学習を行い評価する．入門」：池内孝啓・片柳薫子・岩尾エマはるか ら共著（技術評論社）株式会社システム作成の演習を行い評価する．計画研究所 編（オーム作成の演習を行い評価する．社）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．

C1 情報基礎，プログラム作成の演習を行い評価する． C4 情報処理Ⅰ II

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（情報処理Ⅰ）Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 構造式描画ソフトを行い評価する．用い評価する．て構造式を行い評価する．描画し，プログラム作成の演習を行い評価する．構造式を行い評価する．含む報告書を作成する方法について学習する．む報告書を作成する方法について学習する．報告書を行い評価する．作成の演習を行い評価する．する方の土台となるプログラミングの基本（法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（につい評価する．て学習を行い評価する．する．

2 構造式描画ソフトを行い評価する．用い評価する．て構造式を行い評価する．描画し，プログラム作成の演習を行い評価する．構造式を行い評価する．含む報告書を作成する方法について学習する．む報告書を作成する方法について学習する．報告書を行い評価する．作成の演習を行い評価する．する方の土台となるプログラミングの基本（法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（につい評価する．て学習を行い評価する．する．

3 構造式描画ソフトを行い評価する．用い評価する．て構造式を行い評価する．描画し，プログラム作成の演習を行い評価する．構造式を行い評価する．含む報告書を作成する方法について学習する．む報告書を作成する方法について学習する．報告書を行い評価する．作成の演習を行い評価する．する方の土台となるプログラミングの基本（法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（につい評価する．て学習を行い評価する．する．

4 表計算ソフトの演習を行い評価する．各種関わるハードウェア，ソフトウェアに関する基礎的な知識数を行い評価する．用い評価する．て，プログラム作成の演習を行い評価する．統計処理Ⅰ を行い評価する．する方の土台となるプログラミングの基本（法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（につい評価する．て学習を行い評価する．する．

5 表計算ソフトの演習を行い評価する．各種関わるハードウェア，ソフトウェアに関する基礎的な知識数を行い評価する．用い評価する．て，プログラム作成の演習を行い評価する．統計処理Ⅰ を行い評価する．する方の土台となるプログラミングの基本（法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（につい評価する．て学習を行い評価する．する．

6 表計算ソフトを行い評価する．用い評価する．て，プログラム作成の演習を行い評価する．表とグラフを行い評価する．作成の演習を行い評価する．する演習を行い評価する．を行い評価する．行い評価する．う．対数グラフな化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．ど，プログラム作成の演習を行い評価する．工学で重要に応じて，資料を配布する．な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．グラフの演習を行い評価する．作成の演習を行い評価する．方の土台となるプログラミングの基本（法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（につい評価する．て学習を行い評価する．する．

7 表計算ソフトの演習を行い評価する．分析ツールを用いて，反復計算などの分析を行う方法について学習する．ツールを行い評価する．用い評価する．て，プログラム作成の演習を行い評価する．反復計算な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．どの演習を行い評価する．分析ツールを用いて，反復計算などの分析を行う方法について学習する．を行い評価する．行い評価する．う方の土台となるプログラミングの基本（法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（につい評価する．て学習を行い評価する．する．

8 演習を行い評価する．

9 プログラミンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（グ基礎 プログラミンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（グの演習を行い評価する．概念などについて学習する．な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．どについ評価する．て学習を行い評価する．する．

10 質の良い情報への加工法を習得し，報告書を点の演習を行い評価する．運動などの基礎的な数値計算を行う．な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．どの演習を行い評価する．基礎的な考え方の土台となるプログラミングの基本（な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．数値計算を行い評価する．行い評価する．う．

11 質の良い情報への加工法を習得し，報告書を点の演習を行い評価する．運動などの基礎的な数値計算を行う．な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．どの演習を行い評価する．基礎的な考え方の土台となるプログラミングの基本（な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．数値計算を行い評価する．行い評価する．う．

12 演習を行い評価する．

13 プログラミンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（グによる基礎的な考え方の土台となるプログラミングの基本（な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．画像解しているか，プ析ツールを用いて，反復計算などの分析を行う方法について学習する．につい評価する．て学習を行い評価する．する．

14 プログラミンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（グによる基礎的な考え方の土台となるプログラミングの基本（な化学資料・技術資料作成の演習を行い評価する．画像解しているか，プ析ツールを用いて，反復計算などの分析を行う方法について学習する．につい評価する．て学習を行い評価する．する．

15 データ加工・報告書作成の演習を行い評価する．フィッティンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（グ プログラミンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（グによる実験で評価する．データ加工・報告書作成の演習を行い評価する．の演習を行い評価する．フィッティンを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（グについ評価する．て学習を行い評価する．する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期定期試験で評価する．を行い評価する．実施する．する．

構造式描画ソフト演習を行い評価する．（1）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．

構造式描画ソフト演習を行い評価する．（2）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．

構造式描画ソフト演習を行い評価する．（3）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．

表計算ソフト演習を行い評価する．（1）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．

表計算ソフト演習を行い評価する．（2）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．

表計算ソフト演習を行い評価する．（3）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．

表計算ソフト演習を行い評価する．（4）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．

上で合格とする．記4週の内容の演習を行う．の演習を行い評価する．内容の演習を行う．の演習を行い評価する．演習を行い評価する．を行い評価する．行い評価する．う．

数値計算とシミュレーションを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（ (1)

数値計算とシミュレーションを用いて，情報処理の活用法や応用法までを演習する．また論理的な考え方の土台となるプログラミングの基本（ (2)

上で合格とする．記3週の内容の演習を行う．の演習を行い評価する．内容の演習を行う．の演習を行い評価する．演習を行い評価する．を行い評価する．行い評価する．う．

画像解しているか，プ析ツールを用いて，反復計算などの分析を行う方法について学習する．（1）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．

画像解しているか，プ析ツールを用いて，反復計算などの分析を行う方法について学習する．（2）を習得する．プログラミング実習を通してプログラミングの基本を身につける．

備など）
考
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科　目

担当教員 林田 平馬 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A3(100%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1

2

3 　 　

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2025年度シラバスシラバス

情報処理Ⅱ Ⅱ (Information Processing II)

応用化学科・4年・前期・必修・1単位【講義・演習】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

最近では優れた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとでは優れた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると優れた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとれた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとく流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとしており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとには優れた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとである．しかし，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとコンピュータに何かをさせるとに何かをさせるとかをさせると
きに，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると全くのブラックボックスであるか多少なりとも原理が理解できているかで，対応や結果の評価等，大きく異なってくる．く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとブラックボックスであるか多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると少なりとも原理が理解できているかで，対応や結果の評価等，大きく異なってくる．なりとも原理が理解できているかで，対応や結果の評価等，大きく異なってくる．原理Ⅱ が数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると理Ⅱ 解できているかで，対応や結果の評価等，大きく異なってくる．できているかで，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると対応や結果の評価等，大きく異なってくる．結果の評価等，大きく異なってくる．の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると評価等，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると大きく異なってくる．きく流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると異なってくる．なってく流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとる．
本講義・演習では優れた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると基礎的な文法と総合的な演習及びな文法と総合的な演習及びと総合的な文法と総合的な演習及びな演習及びびAI活用の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると検討を通して，システム開発時のモデル化，プログラムの構を通して，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとシステムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると開発時のモデル化，プログラムの構の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとモデル化，プログラムの構化，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとプログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると構
造・戦略等を理Ⅱ 解できているかで，対応や結果の評価等，大きく異なってくる．し，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると物事をシステム化する際の基本的な考え方を修得することを目標とする．をシステムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると化する際の基本的な考え方を修得することを目標とする．の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると基本的な文法と総合的な演習及びな考え方を修得することを目標とする．え方を修得することを目標とする．方を修得することを目標とする．を修得することを目標とする．することを目標とする．とする．

【A3】システムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると開発における言語の役割を理解し，コンピュータで処理するの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると役割を理解し，コンピュータで処理するを理Ⅱ 解できているかで，対応や結果の評価等，大きく異なってくる．し，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとコンピュータに何かをさせるとで処理Ⅱ する
た汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとめの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると要素に分解することができ，さらに，分解した要素を再構成して，コンに分である．しかし，コンピュータに何かをさせると解できているかで，対応や結果の評価等，大きく異なってくる．することが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとでき，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとさらに，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると分である．しかし，コンピュータに何かをさせると解できているかで，対応や結果の評価等，大きく異なってくる．した汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると要素に分解することができ，さらに，分解した要素を再構成して，コンを再構成して，コンして，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとコン
ピュータに何かをさせると処理Ⅱ の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると道筋を立てることができる．を立てることが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとできる．

基本的な文法と総合的な演習及びなC言語の役割を理解し，コンピュータで処理するの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると文法と総合的な演習及び及びび応用例を説明し，処理内容をフローチャートにできを説明し，処理内容をフローチャートにできし，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると処理Ⅱ 内容をフローチャートにできをフローチャートにできにでき
るも原理が理解できているかで，対応や結果の評価等，大きく異なってくる．しく流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとは優れた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとプログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるととして書くことができるかどうかを演習と定期試験を通しく流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとことが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとできるかどうかを演習と定期試験を通しを通し
て評価する.

【A3】化学実験を通し等を効率よく行うための基本的な戦略を理解し，戦略の理よく流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると行うための基本的な戦略を理解し，戦略の理うた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとめの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると基本的な文法と総合的な演習及びな戦略を理Ⅱ 解できているかで，対応や結果の評価等，大きく異なってくる．し，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると戦略の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると理Ⅱ 
解できているかで，対応や結果の評価等，大きく異なってくる．の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると上に，適切なシステムの検討ができる．に，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると適切なシステムの検討ができる．なシステムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると検討を通して，システム開発時のモデル化，プログラムの構が数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとできる．

化学実験を通し等における課題を整理し，コンピュータを整理Ⅱ し，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとコンピュータに何かをさせると(AI等)で処理Ⅱ させるた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとめの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると要
素に分解することができ，さらに，分解した要素を再構成して，コンを抽出でき，人の作業と組み合わせたシステムとして説明できるかどうかをでき，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると人の作業と組み合わせたシステムとして説明できるかどうかをの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると作業と組み合わせたシステムとして説明できるかどうかをみ合わせたシステムとして説明できるかどうかを合わせた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとシステムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるととして説明し，処理内容をフローチャートにできできるかどうかを
演習で評価する.

成して，コン績は，試験は優れた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると試験を通し40%　演習60%　として評価する．100点満点で60点以上に，適切なシステムの検討ができる．を合格とする．とする．

「明し，処理内容をフローチャートにでき快入門 C スーパービギナー編」：林 晴比古（SBクリエイティブ）

「NSライブラリ6 ザ・数値計算リテラシ」：戸川 隼人（サイエンス社）リテラシ」：戸川 隼人の作業と組み合わせたシステムとして説明できるかどうかを（サイエンス社）

C1 情報基礎，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると C3 情報処理Ⅱ I，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると C4 応用数学I

履修上のの評価方法と基準
注意事項

数値計算リテラシ」：戸川 隼人（サイエンス社）とプログラミングの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると授業であるが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとコンピュータに何かをさせるとを使用する前提として，として，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとC1 情報基礎，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとC3情報処理Ⅱ Iの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると内容をフローチャートにできを理Ⅱ 解できているかで，対応や結果の評価等，大きく異なってくる．
しておく流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると必要が数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとある．



授業の計画（情報処理Ⅱ）Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1

2 変数・データに何かをさせると型についてについて 変数や結果の評価等，大きく異なってくる．データに何かをさせると型についての用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると性質，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると代入演算リテラシ」：戸川 隼人（サイエンス社）子の使い方，キーボード入力を変数へ格納する方法を学ぶ．の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると使い方を修得することを目標とする．，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとキーボード入力を変数へ格納する方法を学ぶ．入力を変数へ格納する方法を学ぶ．を変数へ格納する方法を学ぶ．格とする．納する方法を学ぶ．する方を修得することを目標とする．法と総合的な演習及びを学ぶ．

3 数値計算リテラシ」：戸川 隼人（サイエンス社）について 算リテラシ」：戸川 隼人（サイエンス社）術演算リテラシ」：戸川 隼人（サイエンス社）子の使い方，キーボード入力を変数へ格納する方法を学ぶ．から整数型についてと実数型についての用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると違いを学ぶ．算術演算子と代入演算子の処理の順番を学ぶ．いを学ぶ．算リテラシ」：戸川 隼人（サイエンス社）術演算リテラシ」：戸川 隼人（サイエンス社）子の使い方，キーボード入力を変数へ格納する方法を学ぶ．と代入演算リテラシ」：戸川 隼人（サイエンス社）子の使い方，キーボード入力を変数へ格納する方法を学ぶ．の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると処理Ⅱ の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると順番を学ぶ．を学ぶ．

4 選択処理Ⅱ について

5 繰り返し処理についてり返し処理についてし処理Ⅱ について

6 関数について

7 標とする．準ライブラリ関数についてライブラリ関数について 標とする．準ライブラリ関数についてライブラリ関数を用いた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると文字列処理Ⅱ や結果の評価等，大きく異なってくる．数学関数について学ぶ．

8 ファイル化，プログラムの構処理Ⅱ について

9

10

11

12

13

14 化学実験を通しの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると省力を変数へ格納する方法を学ぶ．化・自動化を想定した汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると仕組み合わせたシステムとして説明できるかどうかをみ合わせたシステムとして説明できるかどうかをに必要となる技術について学ぶ．

15 化学実験を通しの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると省力を変数へ格納する方法を学ぶ．化・自動化を想定した汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると仕組み合わせたシステムとして説明できるかどうかをみ合わせたシステムとして説明できるかどうかをについて検討を通して，システム開発時のモデル化，プログラムの構する．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

前期定期試験を通しを実施する．する．

C言語の役割を理解し，コンピュータで処理するについて 実際の基本的な考え方を修得することを目標とする．に実習に使うプログラミング言語の役割を理解し，コンピュータで処理するであるC言語の役割を理解し，コンピュータで処理するについて，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると基本的な文法と総合的な演習及びなプログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると組み合わせたシステムとして説明できるかどうかをみ合わせたシステムとして説明できるかどうかを方を修得することを目標とする．，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると実行うための基本的な戦略を理解し，戦略の理ファイル化，プログラムの構の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると作り方を修得することを目標とする．等を学ぶ．

比較演算リテラシ」：戸川 隼人（サイエンス社）子の使い方，キーボード入力を変数へ格納する方法を学ぶ．を使った汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると条件式について学ぶ．について学ぶ．if～else文の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると使い方を修得することを目標とする．について学ぶ．

while文，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとfor文による繰り返し処理についてり返し処理についてし処理Ⅱ について学ぶ．

関数に関して，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると引数・仮引数・関数の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると定義・関数の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると呼び出し・戻り値・び出でき，人の作業と組み合わせたシステムとして説明できるかどうかをし・戻り値・り値・void型について・return文について学ぶ．ローカル化，プログラムの構変数，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとグローバル化，プログラムの構
変数について学ぶ．

ファイル化，プログラムの構の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると入出でき，人の作業と組み合わせたシステムとして説明できるかどうかを力を変数へ格納する方法を学ぶ．について学ぶ．fopen関数，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとfclose関数について学ぶ．

IoT・通信 IoTで利用される通信プロトにできコル化，プログラムの構について学ぶ．通信を通じてデータに何かをさせるとを収集し，ファイルに保存する方法を学ぶ．し，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとファイル化，プログラムの構に保存する方法を学ぶ．する方を修得することを目標とする．法と総合的な演習及びを学ぶ．

C言語の役割を理解し，コンピュータで処理する総合演習1 エッジデバイスを想定した汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとC言語の役割を理解し，コンピュータで処理するプログラミングを実装し学ぶ．し学ぶ．

C言語の役割を理解し，コンピュータで処理する総合演習2 エッジデバイスを想定した汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとC言語の役割を理解し，コンピュータで処理するプログラミングを実装し学ぶ．し学ぶ．

機械学習とAI 機械学習(回帰・分である．しかし，コンピュータに何かをさせると類・最適化等)や結果の評価等，大きく異なってくる．ニューラル化，プログラムの構ネットにできワークについて学ぶ．

機械学習とAI 機械学習環境を設定し，を設定し，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせるとAI(機械学習)を実装し学ぶ．し動作を確認する．する．

AI技術を用いた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると化学実験を通しの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると省力を変数へ格納する方法を学ぶ．化と自動化

AI技術を用いた汎用プログラムが数多く流布しており，通常の用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると化学実験を通しの用途には十分である．しかし，コンピュータに何かをさせると省力を変数へ格納する方法を学ぶ．化と自動化

備など）
考



神戸市立工業高等専門学校教務委員会規則 

2023年４月１日 

規則第130号 

（目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」という。）における教務

の適正かつ公平な運用を確保するため設置する教務委員会（以下「委員会」という。）

に関して必要な事項を定めることを目的とする。 

（構成） 

第２条 委員会は、教務主事（教育）、副主事（教育）、各専門学科の代表者１名（ただ

し、機械工学科は２名）、一般科の代表者２名及び事務室学生課教務担当係長で構成す

る。 

２ 委員長は、教務主事（教育）とする。 

３ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長が指名する

副主事（教育）がその職務を代理又は代行する。 

（定足数及び決議） 

第３条 委員会は、構成員の過半数の出席をもって成立する。また、議決を必要とすると

きは、特別の場合を除いて出席者の過半数をもって決する。 

（委員会の任務） 

第４条 委員会の任務は、次のとおりとする。 

(1)  教務に関する情報の収集、整理及び適用 

(2)  教育活動として行われる諸活動の立案及び実施 

(3)  視聴覚教育に関すること。 

(4)  ＦＤの計画及び実施に関すること。 

(5)  他の委員会に属さない教務に関すること。 

（委員会の開催） 

第５条 委員会は、原則として月１回開催するものとし、委員長がこれを招集する。ま

た、必要な場合は臨時に招集することができる。 

 （他の委員会等との関係） 

第６条 他の委員会等と関係のある事項については、当該他の委員会等の構成員職員の出

席を求めることができるほか、当該他の委員会等に処理を要請することができる。 

（事務処理） 

第７条 委員会に係る事務は、教務主事室及び事務室学生課が処理する。 

（その他） 

第８条 この規則の改廃については、委員会で協議する。 

附 則 

この規則は、2023年４月１日から施行する。 



   

神戸市立工業高等専門学校総合情報センター規則 

2023年４月１日 

規則第 123号 

（目的）  

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校総合情報センター（以下「センタ

ー」という。）の組織及び運営に関して必要な事項を定めることを目的とする。 

（設置） 

第２条 センターは、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」という。）の情報ネッ

トワークシステム及び電子計算機システム（以下「情報システム」という。）並び

に図書館を管理及び運用し、教職員及び学生の利用に供するとともに、情報教育の

充実及び校内の情報化を推進することを目的として設置する。 

（業務） 

第３条 センターは、前条の目的を達成するために次に掲げる業務を行う。 

(1)  センターが管轄する情報システムの運用及び管理に関すること。 

(2)  教育及び研究における情報システム利用の支援に関すること。 

(3)  事務処理における情報システム利用の支援に関すること。 

(4)  本校の広報活動における情報システム利用の支援に関すること。 

(5)  センターの広報誌に関すること。 

(6)  紀要に関すること。 

(7)  校内の情報化に関すること。 

(8)  情報セキュリティに関すること。 

(9)  校内の情報システムの企画、設計及び改善に関すること。 

(10) 情報機器の利用に関すること。 

(11) 図書館の運営及び管理に関すること。 

(12) 前各号に掲げるもののほかセンターの目的の達成に必要な業務に関すること。 

（構成）  

第４条 センターは、総合情報センター長（以下「センター長」という。）、副センター

長若干名及びセンター専任職員で構成する。 

２ 前項の構成員をセンタースタッフと称する。 

（センター長等）  

第５条 センター長及び副センター長は、校長が任命する。 

２ センター長は、センターの業務を統括する。 

３ 副センター長、センター専任職員は、センター長の指示を受けて、センターの管

理、運営及びその他の業務を行う。 

４ センター長の任期は原則２年とし、再任を妨げない。 

５ 副センター長の任期は原則４年以内とする。 



   

（部門） 

第６条 センターに、以下の部門を置く。 

(1)  システム管理部門 

(2)  情報教育部門 

(3)  情報化推進部門 

(4)  図書館部門 

(5)  情報資産管理部門 

(6)  オンライン教育支援部門 

２ 各部門は、センタースタッフ及びセンター長が委嘱した教職員で構成する。 

３ 各部門に部門長を置き、センター長が指名する。 

４ 部門長は、センター長又は副センター長が兼任することを妨げない。 

５ 図書館部門長は、図書館長を兼務し、センター長または副センター長から任命さ

れる。 

６ 各部門員の任期は１年とし、再任を妨げない。 

（運営委員会）  

第７条 センターに総合情報センター運営委員会（以下「運営委員会」という）を置

く。 

２ 運営委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

(1)  センターの事業の計画及び実施に関する事項 

(2)  専門部会の設置に関する事項 

(3)  前各号に掲げるもののほかセンターの運営に関する重要事項 

３ 運営委員会は、センター長、副センター長、教務主事（教育）、総務係長、学生

係長、センター専任職員、図書館職員若干名及びセンター長が必要と認めた教職員

で構成する。 

４ 運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。 

５ 委員長は、運営委員会を原則として年２回招集し、その議長となる。ただし、委

員長が必要と認めたときは、臨時の運営委員会を招集することができる。 

（情報委員会）   

第８条 センターに情報委員会を置く。 

２ 情報委員会は、次の業務を行う。 

(1)  センターの広報誌に関すること。 

(2)  図書館に関すること。 

(3)  前各号に掲げるもののほかセンターが必要と判断した業務に関すること。 

３ 情報委員会は、センタースタッフ、各専門学科の代表者１名、一般科の代表者２

名、学生係担当者１名、図書館職員で構成する。 

４ 情報委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。 



   

（専門部会） 

第９条 センターは、必要に応じて、運営委員会の了承を得て専門部会を置くことが

できる。 

（細則） 

第 10条 この規則に定めるもののほか、センターの運営、管理及び利用に関する細則

は、別にこれを定める。 

（改廃） 

第 11条 この規則の改廃については、運営委員会で協議する。 

附 則 

この規則は、2023年４月１日から施行する。 



神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会規則 

2023年４月１日 

規則第 127号 

（目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会（以下「委員会」とい

う。）の設置及び運営について必要な事項を定めることを目的とする。 

（設置） 

第２条 学校教育法（昭和 22年法律第 26号）第 123条において準用される同法第 109条

第１項及び学校教育法施行規則（昭和 22年文部省令第 11号）第 179条において準用さ

れる同規則第 166条の規定を受け、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」とい

う。）の教育及び研究、組織及び運営並びに施設及び設備の状況について自らが行う

点検及び評価を実施するため、本校に委員会を置く。 

（構成） 

第３条 委員会は、教務主事（研究）、副主事（研究）１名、各専門学科及び一般科の

代表者各１名、事務室総務課総務担当係長、学生課教務担当係長をもって構成する。 

２ 委員会が必要と認めたときは、委員以外の関係教職員の出席を求めることができる。 

３ 委員長は、教務主事（研究）とする。 

４ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、副主事（研究）がその職務を

代理又は代行する。 

（任務） 

第４条 委員会の任務は、自己評価に関する次の事項とする。 

(1)  内部アンケート（学生による授業評価等）の実施及びその結果の分析並びに対応

の検討 

(2)  外部アンケート（卒業生・修了生、企業等に対するアンケート等）の実施及びそ

の結果の分析並びに対応の検討 

(3)  自己評価及び外部評価に関する企画及び実施並びに総括 

(4)  別に定める自己点検項目に基づく定期的な自己点検評価の実施 

(5)  外部機関認証（機関別認証評価）に関する実務 

（プロジェクトチーム） 

第５条 前条各号の任務を実施するため 、期間を定めてプロジェクトチームを組織する

ことができる。 

２ プロジェクトチームの構成員は、委員長が委嘱する。 

（任期） 

第６条 委員の任期は、１年とし再任を妨げない。 

（改廃） 

第７条 この規則の改廃については、委員会で協議する。 



附 則 

この規則は、2023年４月１日から施行する。 



神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校
数理・データサイエンス・AI教育プログラム(応⽤基礎レベル)【応⽤化学科】取組概要

▶プログラムの⽬的
本教育プログラムは，急速に変化する情報社会に対応するための数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を修得するとともに，実践的な
能⼒の習得，および，⾃らの専⾨分野に応⽤できる⾼度情報⼈材の養成を⽬的とする。

▶⾝につけられる能⼒
本プログラム修了⽣は，リテラシーレベルの数理・データサイエンス・AIの基礎的素養に加え，グループワークや実習を通じて得られる実践的
な技術を活⽤し，⾃らの専⾨分野に関わる地域社会の課題発⾒・解決能⼒，および，フィードバック能⼒を修得できる。

▶科⽬構成と修了要件
本教育プログラムを構成する以下の所定科⽬を全て修得すること。

対象科⽬ 開講
学年

単位
数 区分

数学Ⅰ（1年） 1年 4 データ表現とアルゴリズム
数学Ⅰ（2年） 2年 4 データ表現とアルゴリズム
数学Ⅰ（3年） 3年 4 データ表現とアルゴリズム
数学Ⅱ（1年） 1年 4 データ表現とアルゴリズム
数学Ⅱ（2年） 2年 2 データ表現とアルゴリズム
確率・統計 4年 1 データ表現とアルゴリズム

情報基礎 1年 2
データ表現とアルゴリズム
AI・データサイエンス基礎
AI・データサイエンス実践

情報処理Ⅰ 3年 1 データ表現とアルゴリズム

情報処理Ⅱ 4年 1 AI・データサイエンス基礎
AI・データサイエンス実践

修得単位合計 23

▶実施体制
本教育プログラムは，下記のPDCAサイクルに基づいて継続的な改善・
進化を図っている。また，PDCAの外側に神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校
⾃⼰評価委員会を置くことで本教育プログラム全体の点検・評価を⾏い，
本教育プログラムの実施が問題なく⾏われているか確認する。

Plan
教務委員会
・教育プログラム計画・運営

Do
授業担当者
・授業の実施

Check
応⽤化学科 学科会議
・授業アンケート結果の分析・評価

Action
数理・データサイエンス・AI教育⽀援
部会(応⽤化学科)&数理・データサ
イエンス・AI教育⽀援専⾨部会
・授業改善案の提案

神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校⾃⼰評価委員会
(教育プログラムの点検・評価)

※ 対象科⽬は全て必修科⽬で構成されています。



神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会規則 

2023年４月１日 

規則第 127号 

（目的） 

第１条 この規則は、神戸市立工業高等専門学校自己評価委員会（以下「委員会」とい

う。）の設置及び運営について必要な事項を定めることを目的とする。 

（設置） 

第２条 学校教育法（昭和 22年法律第 26号）第 123条において準用される同法第 109条

第１項及び学校教育法施行規則（昭和 22年文部省令第 11号）第 179条において準用さ

れる同規則第 166条の規定を受け、神戸市立工業高等専門学校（以下「本校」とい

う。）の教育及び研究、組織及び運営並びに施設及び設備の状況について自らが行う

点検及び評価を実施するため、本校に委員会を置く。 

（構成） 

第３条 委員会は、教務主事（研究）、副主事（研究）１名、各専門学科及び一般科の

代表者各１名、事務室総務課総務担当係長、学生課教務担当係長をもって構成する。 

２ 委員会が必要と認めたときは、委員以外の関係教職員の出席を求めることができる。 

３ 委員長は、教務主事（研究）とする。 

４ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、副主事（研究）がその職務を

代理又は代行する。 

（任務） 

第４条 委員会の任務は、自己評価に関する次の事項とする。 

(1)  内部アンケート（学生による授業評価等）の実施及びその結果の分析並びに対応

の検討 

(2)  外部アンケート（卒業生・修了生、企業等に対するアンケート等）の実施及びそ

の結果の分析並びに対応の検討 

(3)  自己評価及び外部評価に関する企画及び実施並びに総括 

(4)  別に定める自己点検項目に基づく定期的な自己点検評価の実施 

(5)  外部機関認証（機関別認証評価）に関する実務 

（プロジェクトチーム） 

第５条 前条各号の任務を実施するため 、期間を定めてプロジェクトチームを組織する

ことができる。 

２ プロジェクトチームの構成員は、委員長が委嘱する。 

（任期） 

第６条 委員の任期は、１年とし再任を妨げない。 

（改廃） 

第７条 この規則の改廃については、委員会で協議する。 



附 則 

この規則は、2023年４月１日から施行する。 



神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校
数理・データサイエンス・AI教育プログラム(応⽤基礎レベル)【応⽤化学科】実施体制

▶プログラムを改善・進化させるための実施体制の役割と実施部署⼀覧，および，PDCAサイクル

(P)神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校の本科の正課教育の運営を円滑にするために，教務委員会を置く。教務委員会は本教育プログラムを含む
カリキュラムや単位，成績の認定など学科の教務に関する事項を掌握しており，教務委員会で本教育プログラムの質・履修者数の向上に関す
る事項を取り扱う。

(D)学科における情報教育の充実を⽀援するために専⾨科⽬においては，応⽤化学科が設置する数理・データサイエンス・AI教育⽀援部会と
神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校総合情報センターが設置する数理・データサイエンス・AI教育⽀援専⾨部会により具体的な本教育プログラムの
授業を⽀援し，授業担当者と連携しながら，質の⾼い授業を実施する。

(C＆A)応⽤化学科 学科会議で，本校で実施している学⽣アンケートから，本教育プログラム対象科⽬の授業内容や学⽣の理解度を分析
し，数理・データサイエンス・AI教育⽀援部会と数理・データサイエンス・AI教育⽀援専⾨部会とで情報を共有する。また，得られた授業改善
案を教務委員会へ提案する。これらの情報は，教務委員会を通じて授業担当者にも共有され，本教育プログラムの改善を継続的に推進
（PDCAサイクル）するものである。なお，本校では教員間の授業公開も実施しており，教員間の授業レベルが偏らないようにする試みも⾏
なっている。

また，上記体制が適切に運⽤されているのかについては，神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校⾃⼰評価委員会が学習・教育⽬標の達成度や教
育等の状況について点検および評価する。

役割 実施部署(委員会など)

運営責任者 校⻑

Plan︓教育プログラムの計画・運営 教務委員会

Do︓授業の実施 授業担当者

Check︓授業アンケート結果の分析・評価 応⽤化学科学科会議

Action︓授業改善案の提案 ・数理・データサイエンス・AI教育⽀援部会(応⽤化学科)
・数理・データサイエンス・AI教育⽀援専⾨部会

教育プログラムの点検・評価 神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校⾃⼰評価委員会

▶PDCAサイクルの流れ

Plan
教務委員会
・教育プログラム計画・運営

Do
授業担当者
・授業の実施

Check
応⽤化学科学科会議
・授業アンケート結果の分析・評価

Action
数理・データサイエンス・AI教育⽀
援部会(応⽤化学科)&数理・デー
タサイエンス・AI教育⽀援専⾨部会
・授業改善案の提案

神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校⾃⼰評価委員会
(教育プログラムの点検・評価)



取組概要

⼤学等名 神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校／応⽤化学科
教育プログラム名 神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校 数理・データサイエンス・AI教育プログラム(応⽤基礎レベル)【応⽤化学科】

申請レベル 応⽤基礎レベル（学部・学科等単位）

申請年度 令和7年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請⽤

・プログラムの⽬的
本教育プログラムは，急速に変化する情報社会に対応するための数理・データサイエンス・AIの基礎的素養を修得するとともに，実践的な
能⼒の習得，および，⾃らの専⾨分野に応⽤できる⾼度情報⼈材の養成を⽬的とする。

・⾝につけられる能⼒
本プログラム修了⽣は，リテラシーレベルの数理データサイエンスAIの基礎的素養に加え，グループワークや実習を通じて得られる実践的な
技術を活⽤し，⾃らの専⾨分野に関わる地域社会の課題発⾒・解決能⼒，および，フィードバック能⼒を修得できる。

・科⽬構成と修了要件
本教育プログラムを構成する以下の所定科⽬を全て修得すること。

・実施体制
本教育プログラムは，下記のPDCAサイクルに基づいて継続的な改善・
進化を図っている。また，PDCAの外側に神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校
⾃⼰評価委員会を置くことで本教育プログラム全体の点検・評価を⾏い，
本教育プログラムの実施が問題なく⾏われているか確認する。

Plan
教務委員会
・教育プログラム計画・運営

Do
授業担当者
・授業の実施

Check
応⽤化学科 学科会議
・授業アンケート結果の分析・評価

Action
数理・データサイエンス・AI教育⽀援
部会(応⽤化学科)&数理・データサ
イエンス・AI教育⽀援専⾨部会
・授業改善案の提案

神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校⾃⼰評価委員会
(教育プログラムの点検・評価)

対象科⽬ 開講
学年

単位
数 区分

数学Ⅰ（1年） 1年 4 データ表現とアルゴリズム
数学Ⅰ（2年） 2年 4 データ表現とアルゴリズム
数学Ⅰ（3年） 3年 4 データ表現とアルゴリズム
数学Ⅱ（1年） 1年 4 データ表現とアルゴリズム
数学Ⅱ（2年） 2年 2 データ表現とアルゴリズム
確率・統計 4年 1 データ表現とアルゴリズム

情報基礎 1年 2
データ表現とアルゴリズム
AI・データサイエンス基礎
AI・データサイエンス実践

情報処理Ⅰ 3年 1 データ表現とアルゴリズム

情報処理Ⅱ 4年 1 AI・データサイエンス基礎
AI・データサイエンス実践

修得単位合計 23

※ 対象科⽬は全て必修科⽬で構成されています。



【補⾜資料1】神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校
授業アンケートを⽤いた授業内容の確認，および，学⽣理解度の確認

▶ 授業の内容と学⽣の理解度について
本教育プログラムでは，対象科⽬の授業の内容や学⽣の理解度の確認の尺度として，本校実施の授業アンケートを⽤いています。

▶ 授業アンケート例（抜粋）
以下に，実際の授業アンケートの集約結果を⽰します。全てを⽰すには量が多いため，
ここでは，⼀般科⽬である数学Ⅰ（2年）と専⾨科⽬である情報処理Ⅰ（3年）の
授業アンケートを抜粋しています。

▶全体のアンケート結果
本教育プログラムの全対象科⽬の各項⽬毎の
平均点をまとめたものを以下に⽰す。なお，この結
果は，令和6年(2024年)度のものになります。

【情報処理Ⅰ】

【数学Ⅰ（2年） 】 設問 平均点

A 4.14 

B 4.26 

C 4.35 

D 4.31 

A︓この授業はわかりやすかったですか
（話し⽅，板書，ノート時間，熱意）

B︓この授業の⼯夫や準備は⼗分⾏われていましたか
(準備，点検，理解・技能，アフターケア)

C︓この授業の進め⽅や評価⽅法は適切でしたか
（シラバス，進め具合，質問への対応，試験）

D︓この授業は総合的に⾒て良いと評価できますか
（内容，興味・意欲，達成感）
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【補⾜資料2】神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校
産業界(企業)からの本校，本教育プログラムへの期待

▶ 本校に対する卒業⽣や企業からの要望
卒業⽣アンケートや本校が実施している外部評価において，以前から情報やAIに関する需要が⾼まっている状況となっていました。そのた
め，前段階として，令和4年度に本校において全学科対象のリテラシーレベルの教育プログラムが実施され，令和6年度に応⽤化学科に
おいて，より⾼度な⼈材育成のための本教育プログラムの実施にいたっております。

また，本教育プログラムの実施年度中の2024年2⽉に本校で様々な業種の企業向けに今後の学校運営に係る内容（その中の数理・
データサイエンス・AIに関する内容は2問が関連)についてアンケートが⾏われました(有効回答数︓225社)。以下に関連する設問内容を
記載します。

▶ アンケート結果の集約

設問1︓これからの産業界において，理⼯系専⾨分野の知識を有し，その知識をベースとして数理・データサイエンス・AIの情報技術も
活⽤できるデジタル⼈財（専⾨分野×情報技術）の必要性を感じますか︖

設問2︓これからの産業界において，情報・AI・DXなどの⾼いデジタル技術を⼯学系分野に展開し，新しい価値を創造できる⾼度情
報専⾨⼈財の必要性を感じますか︖

アンケート結果(有効回答数︓225社)を以下に⽰します。

設問1の回答結果については，「⾮常に必要性を感じる」︓136，「必要性を感じる」︓85「必要性をあまり感じない」︓4
設問2の回答結果については，「⾮常に必要性を感じる」︓146，「必要性を感じる」︓75，「必要性をあまり感じない」︓4
設問1と2において「必要性を全く感じない」という回答数は0となっています。このことからも98％以上の企業において，本教育プログラムへの
期待が⾼いことが再度確認できました。




